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表紙について :トンネル、 橋、 渡船施設など道路と一体となってその効用を全うする施設を、 デザインしました。



嚼
線
道
路
⑭
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
等
の

鰈‘

㈱部
を
諌
止
す
る
法
律
に
つ
い
て

圓圓圓鬮覊鬮鬮願呵

道
路
局
路
政
課

都
市
局
都
市
計
画
課

一
は
じ
め
に

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
は
、
第
百
三
十
六
回
国
会
に
お
い
て
成
立

し
、
平
成
八
年
五
月
二
十
四
日
に
公
布
さ
れ
、
公
布
の
日

か
ら
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
で
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施

行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
法
律
は
、
最
近
の
道
路
交
通
騒
音
と
沿
道
の
生
活

環
境
の
現
状
に
か
ん
が
み
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ

て
よ
り
良
い
沿
道
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
幹
線
道
路

の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(以
下

｢沿
道
法
｣
と
い

う
。)等
に
つ
い
て
、
沿
道
整
備
計
画
の
拡
充
、
沿
道
の
整

備
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
の
拡
充
等
の
改
正
を
行
っ
た

も
の
で
あ
る
。

表 1 夜間騒音に係る環境基準の達成状況

道 路 種 別

区

地

長

制

途

延

規

用

過

音

･

↓里

騒

域

域

準

長

基

延

麟

纖
轢
上

劫う

以廉擾
過

う

超

準

長

基

延

境

過

環

超
うち要請限度

超 過 延 長
轢
上

劫う

以

一 般 国 道

纖
如
)

00

%
準
備

如

)
00

%
復
飾 搬 鰔

都道府県道

纖
如
)

00

%

追

お

22

(
如

)
00

%
都
鰓 癆 癒

合 計

鰔
如
)

00
%

7

潴

31

(
如

)
00

%
7

銘
14

( 嘴 触路道料有 嗽合

歎車線以上の道路

注1) 平成 2年度道路交通センサスより試算

が
出
さ
れ
た
。

二

沿
道
法
改
正
の
経
緯
と
背
景

我
が
国
で
は
、
急
激
な
都
市
化
の
進
展
や
モ
ー
タ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
発
達
に
道
路
の
整
備
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た

こ
と
等
に
よ
り
、
市
街
地
内
の
幹
線
道
路
に
大
量
の
通
過

交
通
が
流
入
し
て
い
る
状
況
が
多
く
見
ら
れ
、
こ
の
た
め
、

交
通
量
を
も
と
に
し
た
試
算
に
よ
れ
ば
、
騒
音
規
制
区
域

又
は
用
途
地
域
に
お
け
る
一
般
国
道
及
び
都
道
府
県
道
四

六
、
四
〇
〇
如
の
う
ち
、
一
四
、
七
〇
〇
面
、
三
二
%
が

環
境
基
準
を
超
過
し
、
三
、五
〇
〇
面
、八
%
が
騒
音
規
制

法
の
要
請
限
度
を
超
過
し
て
い
る
等
道
路
交
通
騒
音
問
題

が
深
刻
な
幹
線
道
路
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
(表
1
)。

ま
た
、
平
成
七
年
七
月
に
は
、
国
道
四
三
号
及
び
阪
神

高
速
道
路
神
戸
線
の
沿
道
に
お
け
る
騒
音
公
害
等
に
つ
い

て
、
道
路
管
理
者
の
瑕
疵
責
任
を
容
認
す
る
最
高
裁
判
決



こ
の
よ
う
な
道
路
交
通
騒
音
を
め
ぐ
る
厳
し
い
環
境
に

対
応
し
て
、
従
来
に
も
増
し
て
、
道
路
交
通
騒
音
に
よ
っ

て
生
ず
る
障
害
の
防
止
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防
止
す
る
た
め

に
、
従
来
か
ら
、
沿
道
法
に
基
づ
い
て
、
良
好
な
ま
ち
づ

く
り
と
一
体
と
な
っ
た
沿
道
環
境
対
策
を
講
じ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
o

同
法
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、
道
路
交
通
騒

音
が
沿
道
に
お
け
る
生
活
環
境
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
等
の
要
件
を
満
た
す
道
路
を

｢沿
道
整
備

道
路
｣
と
し
て
指
定
し
、
当
該
沿
道
整
備
道
路
の
沿
道
に

お
い
て
、
市
町
村
が
沿
道
整
備
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
当
該
計
画
策
定
区
域
に
つ
い
て
道
路
管
理
者
が
緩
衝

建
築
物
の
建
築
や
既
存
住
宅
の
防
音
工
事
等
に
対
す
る
助

成
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

(図
1
)
。

し
か
し
、
平
成
七
年
度
ま
で
に
、
同
法
に
基
づ
い
て
指

定
さ
れ
た
沿
道
整
備
道
路
は
、
七
路
線

(重
複
区
間
を
除

く
と
五
路
線
)、
計
一
二

･
六
蝋
(同
九
一
･
七
蝿
)
の

み
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
沿
道
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

る
の
は
、
四
路
線
、
六
五
蝿
に
す
ぎ
な
い

(表
2
)。

三

沿
道
法
の
課
題
と
そ
の
改
正
の
概
要

依
然
と
し
て
道
路
交
通
騒
音
の
著
し
い
道
路
は
多
く
残

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
分
沿
道
法
が
活
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
沿
道
法
に
次
の
よ
う
な
課
題
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

①

道
路
交
通
騒
音
対
策
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
て
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
道
路
構
造
改
善
対
策
、
交
通
流
対
策
等

を
含
む
各
種
対
策
を
、
関
係
機
関
の
連
携
に
よ
り
総
合

的
に
講
ず
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
措
置
が
必

ず
し
も
十
分
に
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。

沿道整備道路の指定
{熟議炎繋異議廳報--
- -高速自動車国道及び都市計画に定められた道路速

量
音
合

高
通
騒
集

交
通
の

車
交
等

]
動
路
居

件
自
適
住

　

　
　
　

{疋
1
2
3

需

沿道整備道路の整備 道路管理者 :　　　　　　 　 　　　　
沿道整備協議会l礼 = 道路構造改善の推進等

･構成- -都道府県知事、都道府県公安委員会、関係市町村、道路管理者

1 Rあたり4万台超
夜間路端で60ホン超

　鮒州県
県

府
府

道
道

都
郁-　

成
務

構
庶

針

る
間

又

方

す
(

鼾

等
る

、
面
合

音

]
威
す
て
に
割
腹
防

項
区
関
し
路
る
限
る

事

、
に
関
道
す
低
ず

る
置
髓
に
備
対
品
国

め
位
整
等
整
に
の
に

定

、
の
物
適
さ
さ
造

に
称
道
築
泊
長
高
構

面
名
沿
建

の

譜

･
･
･
①

②
③

市
1
2
3

　

① 沿道整備道路に面する部分の長さの敷地の沿道整備道路に接する部分

の長さに対する割合 (間u率)の最低限度
② 高さの最低限度
③ 構造に関する防音上又は遮音上必要な制限等
4.緑地その他の緩衝空地、道路等の配置及び規模等

②

現
行
の
沿
道
法
は
、
地
域
住
民
の
利
害
関
係
が
複
雑

な
中
で
、
沿
道
整
備
計
画
に
よ
る
土
地
利
用
規
制
を
中

心
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
地
域
の
熱
度
に
応
じ
た
段

階
的
な
規
制
手
法
、
計
画
を
実
現
す
る
た
め
の
手
法
、

沿
道
整
備
の
た
め
の
支
援
措
置
等
が
十
分
で
は
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
理
解
が
必
ず
し
も
十
分
得

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
。

市町村条例に基づく建築

h、構造、建築
ち特に重要な

行為の届出、勧告、指導等

･沿道整備計画の区域内の開

　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

発
行
市
市

1.土地の買入れに関する資金の貸付け

用

士
設
業

用

費

た
施
事
用
の

る

れ
用
発
の
地

ず

入
公
間
物
替

村
要

ぃ
は
再
築
代

町
に

買
又
地
建
の

市
取

が
共
街
街
記

一
顧
稍
酬
公
市
緩
上

国
土
無
市
イ
ロ
ハ
ニ

2,緩衝建築物の建築及びその敷地の整備に要する費用の一部負担
･道路管理者→緩衝建築物を建築する者

3.防音構造化の促進
･条例により防音上の制限が定められた場合
･道路管理者→既仔の居住用建築物等の所有者等

図 1 幹線道路の沿道の整備に関する法律の概要 (改正前)

･市町村が買い入れた土地
イ 公共又は公用施設の用
ロ 市街地再開発事業等の用

/　　の用　



表 2 沿道整備道路の指定及び沿道整備計画の決定状況
平成 8年 1月 1日現在

沿 道 整 備 道 路 の 指 定 状 況 沿 道 整 備 計 画 の 決 定 状 況

NQ 道 路 名 区 間 延長(b ) 公告年月 地 区 延長(b ) 公告年月

1

一般国道43号
尼崎市東本町

~ 神戸市灘区味泥町
20.2

S 57. 8
阪神高速

神戸西宮線

神戸市灘区大石南町

~西宮市今津水波町
12.6

阪神高速

大阪西宮線

尼崎市東本町

~西宮市今津水波町
7.3

(計40.1)

2 環状 7 号線

大田区大森本町

~ 江戸川区臨海町地先

うち、

大田区大森本町

~練馬区小竹町

足立区新田 ~同区中川

練馬区小竹町

~足立区新旧

足立区中川

~葛飾区東新小岩

葛飾区東新小岩

~ 江戸川区臨海町地先

55.5

23.2

10.9

6.5

5.O

9.9

S 58.11

S 59. 8

S 62.12

S 62.12

日 2‐ 3

天 田 区 6.4 S 631

目 黒 区 27

世田谷区野沢地区南部 1･0 S 62.1l

北部 0･7 S 61. 3

〃 三軒茶屋 ･上馬地区 0.9 S 62. 3

〃 代田南部 ･若林地区 1･7 S 62,11

〃 代田北部地区 0.5

〃 大原 ･羽根木地区 1･1 S 62. 3

杉 並 区 4 2 S 62. 1

中 野 区 1.9 S 60. 6

練馬区桜台 ･栄町 ･豊玉地区 2.1 S 63. 1

" 羽沢 ･小竹地区 0,3 S 62. l

板 橋 区 4 2 H 1･10

北 区 2.4 H 1. 4

S 62, 4足立区 (A 地区) 1.2

〃 (B地区) 1･7 S 63. l

〃 (C地区) 4.5 H 1. 3

〃 (D 地区) 2.3

葛 飾 区 4.3 H 3. 1

江戸川 区 (計55.5) 9.9 H 4.12

3
環状 8 号線

(羽田上高井戸岩滓腺)

練馬区春日町~同区北町

うち、練馬区北町

板橋区相生町~同区小豆沢

うち、板橋区相生町~同区志村

杉並区上高井戸~同区井草

0.3

0.4

2,4

1･7

6.5

S 61. 3

S 58,11

H 5. 7

モI 1. 9

H 6. 9

練馬区北町 ･早宮地区 oa S 59.ll

〃 春月町 2丁目地区 04 S 61, 8

板橋区 (A 地区) 0･7 H 2.12

〃 (B地区)
1･7

(計3.2)
H 6. 4

4 一般国道 4号 足立区梅田~同区西保木間 5.1 S 59. 3
足立区 (A 地区) 3.7 S 62. 1

′′ (B地区) 信-･5.1) 14 H 1. 3

5 一般国道23号 四日市市北納屋町~同市西末広町 1.2 S 59. 9 四日市地区 1,2 S 62.11

合 計

91.7

延べ

(11上6) 合 計(27地区) 65.O

道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
の
た

め
の
対
策
を
総
合
的
に
講
ず
る
た
め
、
沿
道
整
備
協

議
会
の
構
成
員
に
つ
い
て
、
国
の
関
係
地
方
行
政
機

以
上
の
よ
う
な
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
今
後
、
沿
道

法
を
改
正
し
て
次
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

あ
わ
せ
て
、
道
路
交
通
騒
音
対
策
の
た
め
の
関
連
法
律
の

①。膣
を

　　　　　
　　　
　　　　

　　　

①

沿
道
整
備
の
総
合
的
推
進



(※ゴシック体が改正に係る部分)

沿道整備道路の指定

道路交通騒音減少計画

･道路管理者及び都道府
県公安委員会が道路構
造の改善、交通規制等
による道路交通騒音の
減少に関する計画を策
定

･道路管理者及び公安委
員会は計画に従って必
要な措置

沿道整備促進のための助成等

①沿道整備用地の買入れに関す
る資金の無利子貸付け

･国 → 市町村
･貸付対象を拡充
(沿道整備計画の区域内)
→ 沿道地区計画の区域内)

②緩衝建築物の建築等に要する
費用の一部負担

･道路管理者 → 緩衝建築物
を建築する者

･負担対象を拡充
(沿道整備計画の区域内
→ 沿道地区計画の区域内)

×税)緩衝建築物‘こ対する割増償却 l

③防音工事に対する助成
･道路管理者→住宅の所有者等
･助成対策を拡充

(65dB → 60dB )

④住宅の移転等に対する助成
･道路管理者 → 住宅移転者等
･防音工事が困難な場合

沿 道 地 区 計 画

【区域及び方針を先行的に定めた後、 沿道地区
整備計画を定めることを可能に】
(区域及び方針)
(沿道地区整備計画)
･建築物の間ロ率 ･高さの最低限度、 防音
上 ･遮音上の制限、緩衝空地、道路等の地
区施設等を定める。

･区域内で容積の適性配分を可能とする
･土地所有者等が策定を要請 等

沿道整備権利移転等推進計画

･市町村が策定
･権利移転者の氏名、権利移転
する土地及びその利用目的等
の事項を定める

･沿道地区計画に適合すること、
関係権利者全員の合意が得ら
れていること等を要件

･計画の公告があったときは、
計画に従って所有権等の権利
が移転

ー観)計画に基づく土地等の取得!
: につ いて

事 事業用資産の買換特例
l ･登録免許税、 不動産取得税 ;
: の軽減

　 　 　

･都道府県知事

沿道整備協議会

･都道府県知事、都
道府県公安委員会、
関係市町村及び道
路管理者が組織

･関係地方行政機関
の参加を可能に

･構成員は協議の結
果を尊重

沿 道 整 備 推 進 機 構

①公益法人(地方公共団体の設
立によるまちづくり法人を想
定)で次に掲げる業務を行う
ものを市町村長が指定

･沿道整備事業者に対する情報
提供、相談その他の援助

･緩衝建築物の建築
･沿道整備用地の取得、管理及
び譲渡
等

②沿道整備用地の取得に要する
資金の無利子貸付け

･市町村が機構に対して無利子
貸付け事業を行う場合に当該
事業に必要な資金の 2 / 3 以
内を国が当該市町村に無利子
で貸付け

r一-‐--------------------------------- ---1
ー観)機構の土地等の買取りにつ ;
: いて

事 l500万特別控除

ー ･ 長期譲渡所得の軽減税率、 i
! 法人税重課除外
l 等

図 2 幹線道路の沿道の整備に関する法律の概要 (改正後)



関
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、

④

沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
権
利
移
転
の

沿
道
整
備
を
積
極
的
に
促
進
す
る
た
め
、
地
域
住

協
議
会
決
定
事
項
に
係
る
各
構
成
員
の
尊
重
規
定
を

促
進

民
の
中
に
入
っ
て
積
極
的
に
利
害
関
係
や
要
望
を
コ

置
い
て
、
協
議
会
の
活
性
化
を
図
る
。

②

道
路
交
通
騒
音
の
減
少
等
の
た
め
の
措
置

遮
音
壁
、
植
樹
帯
の
設
置
等
の
道
路
構
造
対
策
と

交
通
規
制
等
の
施
策
を
道
路
管
理
者
と
都
道
府
県
公

安
委
員
会
が
協
力
し
て
、
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
す
る
た
め
、
両
者
が
共
同
で
、
沿

道
整
備
道
路
に
つ
い
て
道
路
交
通
騒
音
の
減
少
計
画

を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

③

沿
道
整
備
計
画
制
度
の
改
善

沿
道
整
備
計
画
の
策
定
の
促
進
等
を
図
る
た
め
、

同
計
画
制
度
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
改
善
措
置
を
講

ず
る
。

a

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
弾
力
的
に
計
画
の
策
定

が
可
能
と
な
る
よ
う
、｢区
域
及
び
整
備
の
方
針
｣

を
、
具
体
的
な
土
地
利
用
規
制
を
内
容
と
す
る
計

画

(沿
道
地
区
整
備
計
画
)
に
先
行
し
て
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

b

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
機
運
を
的
確
に

把
握
す
る
た
め
、
沿
道
地
区
整
備
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
要
請
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
。

c

沿
道
地
区
整
備
計
画
の
区
域
の
特
性
に
応
じ
た

合
理
的
な
土
地
利
用
の
促
進
を
図
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
容
積
の
適
正
配
分
を
導
入
す
る
こ
と
。

促
進沿

道
地
区
計
画
の
実
現
の
た
め
、
住
民
の
意
向
を

踏
ま
え
つ
つ
市
町
村
の
計
画
に
よ
っ
て
土
地
に
つ
い

て
の
権
利
移
転
等
を
促
進
す
る

｢沿
道
整
備
権
利
移

転
等
促
進
計
画
｣
の
制
度
を
創
設
す
る
。

⑤

沿
道
整
備
の
支
援
措
置
の
拡
充

沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
、
緩
衝
建
築

物
の
建
築
等
の
土
地
利
用
の
転
換
及
び
既
存
住
宅
の

防
音
化
を
促
進
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
沿
道
の
整

備
の
た
め
の
支
援
措
置
を
拡
充
す
る
。

a

沿
道
の
整
備
の
た
め
の
市
町
村
に
よ
る
土
地
の

買
入
れ
に
対
す
る
国
の
無
利
子
貸
付
制
度
を
拡
充

す
る

(沿
道
整
備
計
画
の
区
域
↓
沿
道
地
区
計
画

の
区
域
)。

b

緩
衝
建
築
物
の
建
設
を
促
進
す
る
た
め
、
緩
衝

建
築
物
の
建
設
に
対
す
る
助
成
措
置
を
拡
充
す
る

(沿
道
整
備
計
画
の
区
域
↓
沿
道
地
区
計
画
の
区

域
)。

c

沿
道
住
民
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、

防
音
工
事
助
成
の
対
象
を
拡
大
す
る

(夜
間
範
ホ

ン
↓
夜
間
60
ホ
ン
)
と
と
も
に
、
防
音
工
事
助
成

に
基
づ
く
防
音
工
事
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
住

宅
の
移
転

･
除
却
を
希
望
す
る
者
に
対
す
る
移

転
･
除
却
助
成
措
置
を
創
設
す
る
。

⑥

沿
道
整
備
推
進
機
構
の
指
定

民
の
中
に
入
っ
て
積
極
的
に
利
害
関
係
や
要
望
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
ま
た
、
自
ら
も
緩
衝
建
築
物
の

建
築
、
土
地
の
買
取
り
等
の
事
業
を
積
極
的
に
行
う

公
益
法
人
を
、
市
町
村
が
｢沿
道
整
備
推
進
機
構
｣

と
し
て
指
定
し
、
そ
の
沿
道
の
整
備
の
た
め
の
用
地

の
取
得
に
つ
い
て
、
国
が
市
町
村
を
通
じ
て
無
利
子

貸
付
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

②

都
市
再
開
発
法
の
改
正

緩
衝
空
地
等
の
公
共
施
設
の
整
備
及
び
緩
衝
建
築
物
の

建
築
等
に
よ
る
生
活
環
境
の
整
備
改
善
を
促
進
す
る
た
め
、

沿
道
地
区
整
備
計
画
等
の
区
域
内
に
お
い
て
、
市
街
地
再

開
発
事
業
が
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

③

道
路
法
、
高
速
自
動
車
国
道
法
、
道
路
整
備
特
別
措
置

法
の
改
正

複
断
面
の
道
路
等
に
お
い
て
は
、
両
道
路
に
共
用
す
る

道
路
交
通
騒
音
対
策
施
設
(植
樹
帯
、遮
音
ス
カ
ー
ト
等
)

を
設
け
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
共
用
管
理
施
設

の
管
理
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
当
該
二
以
上
の
道
路
管

理
者
同
士
で
協
議
し
て
、
管
理
の
方
法
、
費
用
負
担
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

四

法
改
正
の
具
体
的
内
容

I

沿
道
整
備
道
路
の
指
定
等

(第
二
章
改
正
)

ー

沿
道
整
備
道
路
の
指
定
の
要
請

(第
五
条
第
四
項
)

現
行
の
沿
道
法
に
お
い
て
は
、
同
法
に
基
づ
く
各
種
施



策
の
出
発
点
と
な
る
沿
道
整
備
道
路
の
指
定
は
、
都
道
府

県
知
事
が
、
交
通
量
や
道
路
交
通
騒
音
の
状
況
、
沿
道
の

土
地
利
用
を
総
合
的
に
判
断
し
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

ろ
%

し
か
し
な
が
ら
、
先
の
国
道
四
三
号
最
高
裁
判
決
で
も

示
さ
れ
た
と
お
り
、
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害

を
防
止
す
る
責
務
は
、
第
一
義
的
に
は
道
路
管
理
者
に
帰

せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
沿
道
法
に
お
い
て

は
、
防
音
工
事
助
成
や
緩
衝
建
築
物
の
建
築
費
負
担
等
を

道
路
管
理
者
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体

と
な
っ
た
対
策
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
沿
道
整
備
道
路
の
指
定
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
の
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
市
町
村
が
、
沿
道

整
備
道
路
に
ふ
さ
わ
し
い
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用

を
促
進
す
る
た
め
に
、
沿
道
整
備
計
画

(改
正
後
は
沿
道

地
区
計
画
)
や
沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
の
活
用

を
図
ろ
う
と
し
て
も
、
そ
の
前
提
と
し
て
沿
道
整
備
道
路

の
指
定
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
該
道
路
が
第
五
条
第
一
項
各
号

に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路

管
理
者
又
は
市
町
村
が
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
、
沿
道

整
備
道
路
の
指
定
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
も
の
で
あ
る
o

2

道
路
交
通
騒
音
減
少
計
画

(第
七
条
改
正
)

道
路
交
通
騒
音
対
策
の
う
ち
、
現
行
の
沿
道
法
で
は
、

沿
道
対
策
を
中
心
に
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
道
路

交
通
騒
音
の
減
少
に
直
接
効
果
が
あ
る
道
路
構
造
対
策
、

交
通
流
対
策
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
な
施
策
が
明
記

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

最
高
裁
判
決
等
を
受
け
て
、
今
後
、
道
路
交
通
騒
音
に

よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
は
、

沿
道
対
策
の
み
な
ら
ず
、
道
路
交
通
騒
音
自
体
の
減
少
に

大
き
な
効
果
が
あ
る
道
路
構
造
対
策
と
交
通
流
対
策
に
も

重
点
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
道

路
管
理
者
に
よ
る
遮
音
壁
、
植
樹
帯
の
設
置
、
低
騒
音
舗

装
の
実
施
等
や
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
よ
る
交
通
規
制

等
を
、
両
者
が
協
力
し
て
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
道
路
管
理
者
の
実
施
す
る
道
路
構
造
対
策
等
の
施

策
と
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
実
施
す
る
交
通
規
制
等

の
施
策
と
は
、
互
い
に
連
携
し
て
は
じ
め
て
効
果
的
に
な

る
も
の
が
多
い
。

こ
の
た
め
、
沿
道
整
備
道
路
と
し
て
指
定
さ
れ
た
道
路

に
つ
い
て
、
道
路
管
理
者
と
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
共

同
で
、
当
該
沿
道
整
備
道
路
に
つ
い
て
、
道
路
構
造
の
改

善
、
交
通
規
制
等
に
つ
い
て
の
措
置
を
定
め
た

｢道
路
交

通
騒
音
減
少
計
画
｣
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
が
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

3

沿
道
整
備
協
議
会
の
活
性
化

(第
八
条
改
正
)

沿
道
整
備
道
路
が
指
定
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
道
路

交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
と
沿
道
の
適
正
か

つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
に
は
、
沿
道

整
備
道
路
と
そ
の
沿
道
の
整
備
を
計
画
的
か
つ
一
体
的
に

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
現
行
第
八
条
で
は
、
沿
道
整

備
道
路
が
指
定
さ
れ
る
と
、
都
道
府
県
知
事
、
都
道
府
県

公
安
委
員
会
、
関
係
市
町
村
、
道
路
管
理
者
の
四
者
で
構

成
す
る
沿
道
整
備
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
国
道
四
三
号
最
高
裁
判
決
等

を
受
け
て
、
さ
ら
に
一
層
、
各
種
の
道
路
交
通
騒
音
対
策

を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
四
者
の
み
な
ら
ず
、

交
通
流
の
誘
導
の
た
め
の
施
策
を
推
進
し
て
い
る
陸
運
支

局
等
、
道
路
交
通
騒
音
対
策
の
関
係
の
国
の
地
方
行
政
機

関
を
、
沿
道
整
備
協
議
会
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
沿
道
整
備
協
議
会
に
お
い
て
協
議
が
調
っ
た
事

項
に
つ
い
て
、
沿
道
整
備
協
議
会
の
構
成
員
に
尊
重
義
務

を
課
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
各
行
政
機

関
の
施
策
の
推
進
を
協
議
会
で
決
定
す
る
こ
と
を
促
進
し
、

さ
ら
に
、
そ
の
決
定
に
基
づ
い
て
各
行
政
機
関
が
施
策
を

推
進
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。



口

沿
道
地
区
計
画

(第
三
章
改
正
)

ー

沿
道
地
区
計
画

本
改
正
に
お
い
て
は
、
沿
道
整
備
計
画
を

｢沿
道
地
区

計
画
｣
と
し
、
先
行
的
に

｢区
域
及
び
当
該
区
域
の
整
備

に
関
す
る
方
針
｣
を
定
め
、
具
体
的
な
土
地
利
用
規
制
を

内
容
と
す
る
沿
道
地
区
整
備
計
画
を
後
か
ら
定
め
る
こ
と

を
可
能
に
し
た
。

こ
れ
は
、

の

地
区
計
画
制
度
に
お
い
て
、
地
域
住
民
の
理
解
に
応

じ
、
先
行
的
に

｢区
域
及
び
方
針
｣
を
決
定
し
、
段
階

的
に
地
区
整
備
計
画
を
策
定
す
る
事
例
が
増
加
し
て
き

て
い
る
こ
と

②

地
域
住
民
が
沿
道
整
備
の
方
針
に
は
同
意
し
た
も
の

の
具
体
的
な
土
地
利
用
制
度
に
つ
い
て
は
十
分
な
理
解

が
得
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
、
結
果
的
に
何
ら
都
市
計

画
上
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
こ
と

③

平
成
七
年
の
都
市
再
開
発
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
に
よ
り
、
再
開
発
地
区
計
画
等
に
お
い
て
二
号
施

設
の
決
定
よ
り
も
先
行
し
て

｢区
域
及
び
方
針
｣
を
決

定
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
、
｢区
域
及
び
方
針
｣
の
先
行

的
な
決
定
が
、
地
区
計
画
制
度
に
お
い
て
よ
り
一
般
的

な
制
度
に
な
っ
た
こ
と

等
が
制
度
拡
充
の
理
由
で
あ
る
。

な
お
、
沿
道
整
備
計
画
と
沿
道
地
区
計
画
は
、
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
計
画
事
項
や
計
画
決
定
手
続
に
つ
い
て
は

何
ら
変
更
は
な
く
、
ま
た
、
従
前
の
沿
道
整
備
計
画
に
つ

い
て
は
、
改
正
法
の
附
則
第
二
項
に
よ
り
、
区
域
の
全
部

に
つ
い
て
沿
道
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
た
沿
道
整
備

計
画
と
み
な
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

2

沿
道
地
区
計
画
に
お
け
る
容
積
の
適
正
配
分

(第
九

条
第
三
項
)

平
成
四
年
の
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
り
地
区
計
画
制

度
に
導
入
さ
れ
た
容
積
の
適
正
配
分
は
、
都
市
に
お
い
て

土
地
の
有
効
･
高
度
利
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
か

ん
が
み
、
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
に
配
慮
し
つ
つ
、
有

効
･
高
度
利
用
を
図
る
べ
き
区
域
と
容
積
を
抑
え
る
べ
き

区
域
と
を
区
分
す
る
も
の
で
あ
る
。

沿
道
地
区
計
画
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
策
定
す
べ
き
区

域
に
お
い
て
は
、
後
背
地
の
住
宅
等
に
対
し
て
遮
音
効
果

を
有
す
る
緩
衝
建
築
物
を
幹
線
道
路
沿
い
に
誘
導
す
る
こ

と
が
重
要
な
施
策
で
あ
る
が
、
こ
の
た
め
に
は
、
後
背
地

に
お
い
て
活
用
し
て
い
な
い
容
積
率
を
幹
線
道
路
沿
い
に

移
転
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
般
、
容
積

の
適
正
配
分
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

3

沿
線
地
区
計
画
に
お
け
る
要
請
制
度

(第
九
条
第
六

項
)

今
般
、
沿
道
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
｢区
域
及
び
方
針
｣

と

｢地
区
整
備
計
画
｣
を
区
分
し
、
沿
道
地
区
計
画
と
し

て
制
度
の
拡
充
を
行
う
こ
と
に
伴
い
住
民
の
合
意
形
成
の

熱
度
が
高
ま
っ
た
段
階
で
沿
道
地
区
整
備
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
場
合
が
生
じ
う
る
こ
と
、
ま
た
、

今
後
広
範
に
沿
道
整
備
道
路
を
指
定
し
沿
道
地
区
計
画
を

策
定
し
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
関
係
権
利
者
の
意
向
の
把

握
が
よ
り
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
他
の
地
区
計
画
制
度

と
同
様
に
要
請
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ

"る
0
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m

沿
道
整
備
権
利
移
転
促
進
計
画

(第
三
章
の
二
)

1

沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
の
必
要
性

幹
線
道
路
の
沿
道
に
お
け
る
騒
音
対
策
と
し
て
は

○

後
背
地
へ
の
遮
音
効
果
を
持
つ
緩
衝
建
築
物
を
建
築

す
る
こ
と

②

沿
道
と
そ
の
後
背
地
を
含
ん
で
適
切
な
土
地
利
用
の

整
序
を
行
う
こ
と

③

緩
衝
空
地
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る

こ
}と

等
の
総
合
的
な
対
策
を
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
組
み
合
わ

せ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
沿
道
地
域
全
体
と
し
て
環
境

の
改
善
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

一
方
、
幹
線
道
路
の
沿
道
地
域
に
お
い
て
は
、
既
に
都

市
基
盤
施
設
の
整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
等
も
多
く
、

ま
た
、
小
規
模
な
建
築
物
が
密
集
し
て
い
る
場
合
も
多
い

こ
と
か
ら
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や
市
街
地
再
開
発
事
業

の
よ
う
な
面
的
で
強
制
的
な
手
法
で
広
範
な
沿
道
地
域
の

す
べ
て
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、



幹
線
道
路
に
接
す
る
土
地
の
所
有
者
等
が
緩
衝
建
築
物
の

建
築
等
を
行
う
意
欲
や
資
金
を
有
し
な
い
場
合
に
は
、
沿

道
地
区
計
画
と
い
う
土
地
利
用
規
制
の
み
で
は
適
切
な
土

地
利
用
転
換
を
誘
導
す
る
効
果
が
薄
い
。

こ
の
た
め
、
沿
道
地
域
に
お
け
る
土
地
利
用
の
在
り
方

を
示
す
沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
、
沿
道
地
区

計
画
の
実
現
手
法
と
し
て
、
沿
道
に
散
在
的
か
つ
自
発
的

に
発
生
す
る
所
有
権
等
の
移
転
の
動
き
を
と
ら
え
て
、
新

し
い
土
地
所
有
者
等
が
主
体
的
に
緩
衝
建
築
物
の
建
築
、

土
地
利
用
の
整
序
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等
を
図

る
こ
と
を
促
進
す
る
手
法
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
合

道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
を
創
設
す
る
も
の
で
あ
る
。

2

沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
の
基
本
的
枠
組
み

=

沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
の
法
目
的

沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
は
、
沿
道
地
域
の
道

路
交
通
騒
音
対
策
と
し
て
、
沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
に

お

い
て
、

の

後
背
地
へ
の
遮
音
効
果
を
持
つ
緩
衝
建
築
物
を
建
築

す
′る
こ
と

②

沿
道
と
そ
の
後
背
地
を
含
ん
で
適
切
な
土
地
利
用
の

整
序
を
行
う
こ
と

(例
え
ば
、
沿
道
か
ら
居
住
者
を
後

背
地
へ
移
転
さ
せ
る
と
と
も
に
、
沿
道
側
に
商
業
･
業

務
系
の
土
地
利
用
を
誘
導
す
る
こ
と
)

③

建
築
物
と
騒
音
源
で
あ
る
道
路
と
の
距
離
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
緩
衝
空
地
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
こ
と

等
の
措
置
を
、
強
制
的
か
つ
面
的
な
手
法
で
は
な
く
、
合

道
に
散
在
的
か
つ
自
発
的
に
発
生
す
る
所
有
権
等
の
移
転

の
動
き
を
と
ら
え
て
土
地
の
所
有
権
や
利
用
権
を
円
滑
に

移
転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
措
置
を
実
現
す
る

意
向
の
あ
る
者
に
よ
っ
て
実
現
す
る
制
度
で
あ
る
。

②

法
律
上
の
基
本
的
枠
組
み

沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
に
お
い
て
は
、
上
記

の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
、
計
画
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け

る
す
べ
て
の
関
係
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
権
利

制
限
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
公
的
主
体

に
よ
る
計
画
に
よ
っ
て
一
体
的
に
権
利
の
移
動
等
の
効
果

を
発
生
さ
せ
る
仕
組
み
を
基
本
的
枠
組
み
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、

の

公
的
主
体
で
あ
る
市
町
村
が
、

②

関
係
権
利
者
の
全
員
同
意
の
上
で
、

③

当
事
者
間
の
土
地
売
買
契
約
等
の
契
約
で
通
常
約
す

る
こ
と
が
必
要
な
事
項
及
び
権
利
の
移
転
後
の
土
地
の

利
用
目
的
を
計
画
の
中
に
定
め
、

燭

都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
計
画
を
通
知

(
一
定
の
場

合
に
は
事
前
に
知
事
承
認
)
し
、

③

計
画
を
公
告
す
る

と
い
う
手
続
に
よ
っ
て
、
沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計

画
に
定
め
ら
れ
た
と
お
り
の
権
利
の
移
転
等
の
効
果
を
発

生
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
沿
道
警
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
の
公
告

は
、
そ
れ
に
よ
り
特
定
人
の
権
利
義
務
を
具
体
的
に
決
定

す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
｢行
政
行
為

(処
分
)｣
と

解
さ
れ
る
。

3

関
係
権
利
者
の
同
意
の
範
囲

沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
は
、
公
的
主
体
に
よ

る
計
画
に
よ
っ
て
一
体
的
に
権
利
の
移
転
等
の
効
果
を
発

生
さ
せ
る
と
い
う
枠
組
み
で
あ
る
が
、
こ
の
枠
組
み
を
と

る
前
提
と
し
て
は
、
関
係
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
に
よ
っ

て
権
利
制
限
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
意
を
要
す
る
者
の
範
囲
を
確

定
す
る
視
点
と
し
て
は
、

0

土
地
利
用
権
及
び
利
用
権
の
移
転
を
確
実
に
行
え
る

こ
}と

②

沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
が
目
的
と
し
て
い

る
緩
衝
建
築
物
の
建
築
等
を
確
実
に
実
現
で
き
る
こ
と

の
二
つ
が
あ
り
、
①
の
観
点
か
ら
は
、
土
地
の
利
用
権
及

び
そ
の
利
用
権
を
有
す
る
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
②
の
観
点
か
ら
は
、
沿
道
地
域
と
い
う
建
築

物
が
存
在
す
る
こ
と
が
常
態
の
地
域
を
対
象
と
し
、
建
物

所
有
者
な
ど
の
同
意
が
な
け
れ
ば
計
画
が
目
的
と
す
る
土

地
利
用
転
換
が
円
滑
に
行
え
な
い
こ
と
か
ら
、
建
物
の
所

有
権
又
は
利
用
権
を
有
す
る
者
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
土
地
利
用
転
換
に
当
た
っ
て
は

従
前
の
建
物
を
除
却
す
る
こ
と
が
通
常
想
定
さ
れ
る
こ
と



か
ら
、
建
物
に
対
し
て
抵
当
権
等
を
有
す
る
者
の
同
意
を

得
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る

(な
お
、
土
地
の
抵
当
権
等
を

有
す
る
者
の
同
意
を
求
め
な
い
の
は
、
本
計
画
に
よ
っ
て

土
地
が
滅
失
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
)
。

4

移
転
等
の
対
象
と
な
る
権
利

沿
道
地
区
計
画
の
目
的
が
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず

る
障
害
の
防
止
と
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
促
進

を
図
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
実
現
手
法
で
あ
る

沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
の
対
象
と
な
る
権
利
の

範
囲
は
、
当
該
計
画
が
目
的
と
し
て
い
る
緩
衝
建
築
物
の

建
築
等
や
緩
衝
空
地
等
の
整
備
を
実
現
す
る
た
め
に
適
切

な
権
利
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

具
体
的
に
は
、

の

緩
衝
建
築
物
の
建
築
等
を
支
え
る
安
定
的
な
権
利
で

もあ
しる
こ
と

②

緩
衝
建
築
物
の
建
築
等
を
通
常
活
用
さ
れ
る
権
利
で

あ
る
こ
と

と
い
う
要
件
を
満
た
す
権
利
を
対
象
と
し
て
権
利
の
移
転

等
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
は
、
土
地

に
係
る
所
有
権
、
地
上
権
及
び
賃
借
権
が
対
象
と
な
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
を
緩
衝
建
築
物
の
建
築
等
の
意

欲
の
あ
る
新
し
い
持
ち
主
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
建
物
の
所
有
権
そ
の
も
の
は
、
緩
衝
建
築
物
等

の
建
築
や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
を
支
え
る
権
原
で

は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
建
築
や
整
備

に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
権
原
で
あ
り
、
こ
の
た

め
、
こ
れ
ら
の
建
築
や
整
備
の
際
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
合

道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
の
対
象
と
な
る
権
利
か
ら

は
、
建
物
の
所
有
権
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。

5

開
発
許
可
の
特
例

沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
を
定
め
る
際
、
対
象

と
な
る
土
地
が
市
街
化
調
整
区
域
に
あ
り
、
か
つ
、
権
利

の
移
転
等
を
行
わ
れ
た
後
に
開
発
許
可
を
要
す
る
行
為
等

が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
都
道
府
県
知
事
の

承
認
を
受
け
る
こ
と
と
し
、
こ
の
知
事
承
認
に
当
た
っ
て

は
、
都
市
計
画
法
第
三
十
四
条
等
と
同
様
の
観
点
か
ら
立

地
判
断
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
に
定
め

ら
れ
た
事
項
に
従
っ
て
行
う
開
発
行
為
等
に
つ
い
て
は
、

開
発
審
査
会
の
議
を
経
て
い
な
く
と
も
、
都
市
計
画
法
第

三
十
四
条
第
十
号
に
掲
げ
る
開
発
行
為
に
み
な
す
等
の
特

例
を
設
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
例
は
、
開
発
許
可
の
立
地
判
断
に
つ
い

て
の
特
例
で
あ
り
、
実
際
に
開
発
行
為
を
行
う
場
合
に
は
、

都
市
計
画
法
第
三
十
三
条
等
の
技
術
基
準
に
適
合
し
、
開

発
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

的

沿
道
整
備
促
進
の
た
め
の
助
成
等

(第
四
章
改
正
)

ー

市
町
村
の
沿
道
整
備
用
地
の
取
得
に
対
す
る
無
利
子

貸
付
の
拡
大

(第
十
一条
改
正
)

沿
道
整
備
道
路
の
沿
道
の
土
地
利
用
を
、
幹
線
道
路
の

沿
道
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
転
換
す
る
こ
と
を
促
進
し
、

誘
導
す
る
た
め
、
現
行
の
沿
道
法
第
十
一
条
に
お
い
て
は
、

市
町
村
が
沿
道
整
備
計
画
の
区
域
内
の
土
地
で
道
路
交
通

騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
又
は
軽
減
、
当
該
区
域

の
計
画
的
な
整
備
を
図
る
た
め
に
有
効
に
利
用
で
き
る
土

地
を
買
い
入
れ
る
場
合
に
、
国
が
当
該
市
町
村
に
対
し
て

当
該
土
地
の
取
得
に
要
す
る
資
金
の
一
部

(2
/
3
)
を

無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
回
の
沿
道
法
の
改
正
に
よ
り
、
沿
道
整
備
計
画
は
沿

道
地
区
計
画
と
な
る
。
沿
道
地
区
計
画
で
は
、
｢区
域
及
び

整
備
の
方
針
｣
を
先
行
的
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
、
必
ず

し
も
同
時
に
、
建
築
物
や
地
区
施
設
等
の
詳
細
な
計
画
を

決
め
る
沿
道
地
区
整
備
計
画
を
定
め
る
こ
と
を
要
し
な
い

こ
と
と
な
る
が
、
沿
道
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い

な
い
沿
道
地
区
計
画
の
区
域
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
将
来

的
な
整
備
の
方
針
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
将
来
的
に
は
、

地
域
の
条
件
が
整
い
次
第
、
順
次
沿
道
地
区
整
備
計
画
が

定
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

よ
う
な
地
域
内
で
あ
っ
て
も
、
市
町
村
の
土
地
の
買
入
れ

に
対
し
て
国
が
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。



2

緩
衝
建
築
物
の
建
築
に
対
す
る
助
成
の
拡
大

(第
十

二
条
改
正
)

市
街
地
内
の
一
般
の
幹
線
道
路
は
、
沿
道
の
各
種
の
社

会
経
済
活
動
や
日
常
生
活
に
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
遮

音
壁
の
設
置
が
困
難
又
は
不
適
切
な
場
合
、
あ
る
い
は
遮

音
壁
の
設
置
の
み
で
は
十
分
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
が
多
い
。
こ
う
い
っ
た
道
路
で
道
路
交
通
騒

音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
効
果
的
に
防
止
す
る
に
は
、
緩

衝
建
築
物
の
建
築
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
現
行
の
沿
道
法
第
十
二
条
で
は
、
沿
道
整

備
計
画
に
適
合
す
る
一
定
の
緩
衝
建
築
物
の
建
築
費
の
一

部
に
つ
い
て
、
道
路
管
理
者
が
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

1
と
同
様
に
、
沿
道
地
区
計
画
の
区
域
で
、
い
ま
だ
地

域
の
条
件
が
未
整
備
な
た
め
沿
道
地
区
整
備
計
画
が
決
定

さ
れ
る
に
は
至

っ
て
い
な
い
区
域
で
あ

っ
て
も
、
緩
衝
建

築
物
の
建
築
に
よ
り
背
後
地
の
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生

ず
る
障
害
を
防
止
す
る
必
要
性
は
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
定
の
緩
衝
建
築
物

(省
令
に
よ
り
高
さ
六
m
、
間
ロ
率

7
/
m
、
間
口
長
二
0
m
等
と
す
る
予
定
)
の
建
築
に
対

し
て
道
路
管
理
者
が
助
成
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
併
せ
て
、
建
築
物
の
詳
細
な
計
画
が
定
ま
っ
て

い
る
沿
道
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
の
緩
衝
建
築
物
に
つ

い
て
は
、
当
該
沿
道
地
区
整
備
計
画

(高
さ
の
最
低
限
度
、

間
口
率
要
件
等
)
に
適
合
し
て
い
る
建
築
物
に
つ
い
て
、

そ
の
建
築
費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
と
す
る

(従
来
の

間
ロ
長
二
○
m
、
高
さ
九
m
と
い
う
条
件
は
適
用
し
な
い
。

除
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る

(併
せ
て
、
防
音
工
事

省
令
改
正
の
予
定
。)。

助
成
の
対
象
住
宅
の

牛
も
、
夜
間
5

ホ
ン
か
ら
o

ホ
ン

3

防
音
工
事
助
成
の
拡
充

(第
十
三
条
第
一
項
改
正
)

現
行
第
十
三
条
は
、
沿
道
整
備
計
画
に
基
づ
き
建
築
基

準
法
の
条
例
で
防
音
上
の
制
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合

に
、
騒
音
に
強
い
街
並
み
の
形
成
の
た
め
、
道
路
管
理
者

が
防
音
工
事
助
成
を
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
が
、
現

行
条
文
で
は
、
単
に
沿
道
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、｢道
路
交
通
騒
音
が
特
に
著
し
い
沿
道
整
備

道
路
の
沿
道
に
係
る
｣
と
い
う
条
件
が
課
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
通
常
は
沿
道
整
備
計
画
に
よ
る
防
音
上
の
制

限
で
足
り
る
も
の
と
し
、
特
に
道
路
交
通
騒
音
が
著
し
い

も
の
に
限
定
し
て
防
音
工
事
助
成
す
る
こ
と
と
し
た
も
の

で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
沿
道
整
備
道
路
の
指
定
条
件
が

道
路
端
に
お
い
て
夜
間
卸
ホ
ン
で
あ
る
の
に
対
し
、
防
音

工
事
助
成
の
対
象
道
路
は
、
沿
道
整
備
道
路
の
う
ち
、
道

路
端
で
夜
間
伍
ホ
ン
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
(通
達
)。

し
か
し
、
四
三
号
最
高
裁
判
決
等
を
踏
ま
え
て
、
防
音

工
事
助
成
の
対
象
を
拡
大
す
る
べ
く
、
防
音
工
事
助
成
の

対
象
と
な
る
道
路
の
要
件
に
つ
い
て
も
、
夜
間
65
ホ
ン
を

60
ホ
ン
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る

(通
達
改
正
予

定
)。
こ
れ
は
沿
道
整
備
道
路
の
指
定
要
件
と
同
じ
レ
ベ
ル

で
あ
り
、
現
行
の

｢道
路
交
通
騒
音
が
特
に
著
し
い
沿
道

整
備
道
路
の
沿
道
に
係
る
｣
と
い
う
要
件
が
無
窒
息
味
と
な

る
こ
と
か
ら
、
法
律
条
文
上
も
、
そ
の
よ
う
な
限
定
を
削

助
成
の
対
象
住
宅
の
要
件
も
、
夜
間
65
ホ
ン
か
ら
60
ホ
ン

に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る
)
。

な
お
、
防
音
工
事
助
成
は
、
従
来
よ
り
、
沿
道
整
備
計

画
に
よ
る
規
制
が
条
例
で
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
件

と
し
て
お
り
、
条
例
に
よ
る
規
制
の
た
め
に
は
、
具
体
的

な
建
築
規
制
等
に
係
る
沿
道
地
区
整
備
計
画
を
策
定
し
て

い
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
こ
と

(建
築
基
準
法
第
六
十
八

条
の
二
第
一
項
)
か
ら
、
防
音
工
事
助
成
に
つ
い
て
は
、

｢沿
道
地
区
整
備
計
画
｣
の
区
域
内
に
限
る
こ
と
と
し
て
い

　
　　

4

移
転
･
除
却
助
成

(第
十
三
条
第
二
項
)

防
音
工
事
助
成
の
対
象
と
な
る
住
宅
が
老
朽
化
し
て
い

る
場
合
等
に
お
い
て
は
、
防
音
工
事
助
成
を
受
け
た
工
事

を
行
っ
た
だ
け
で
は
建
築
基
準
法
上
の
規
制
を
リ
ク
ア
ー

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
さ
ら
に
、
他
の
居
室
等
の
窓
、
さ

ら
に
は
屋
根
や
壁
ま
で
を
大
幅
に
修
繕
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
住
宅
の
防

音
構
造
化
の
た
め
の
工
事
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、

他
の
規
制
の
な
い
区
域

(道
路
交
通
騒
音
に
よ
る
障
害
の

少
な
い
区
域
)
に
移
転
し
た
り
、
又
は
除
却
し
て
、
建
て

替
え
を
行

っ
た
り
、
他
の
マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
引

っ
越
し
た

り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
移
転
･
除
却
は
、
当
該
住
宅
の
跡
地
に
い

ず
れ
建
築
基
準
法
の
防
音
上
の
制
限
に
適
合
し
た
建
築
物



が
建
築
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
騒
音
に
強
い
街
並
み

が
形
成
さ
れ
る
一
歩
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
道
路

管
理
者
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
移
転
･
除
却
に
助
成
す

る
こ
と
は
、
防
音
工
事
助
成
に
代
わ
る
も
の
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
道
路
管
理
者
は
、
防
音
構
造
化
の
規
制
を

受
け
た
住
宅
を
移
転
し
、
又
は
除
却
す
る
場
合
に
予
算
の

範
囲
内
で
助
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
た
も
の
で

あ
る
。

V

沿
道
整
備
推
進
機
構

(第
四
章
の
二
)

ー

沿
道
整
備
推
進
機
構
の
必
要
性

沿
道
の
整
備
は
、
基
本
的
に
は
、

①

市
町
村
に
よ
る
沿
道
地
区
計
画
の
策
定

②

沿
道
の
地
域
住
民
と
民
間
事
業
者
に
よ
る
、
沿
道
地

区
計
画
に
従
っ
た
緩
衝
建
築
物
の
建
築
や
開
発
等

(併

せ
て
市
町
村
に
よ
る
市
街
地
開
発
事
業
の
推
進
や
、
公

園
･
緑
地
等
の
公
共
施
設
整
備
)

③

道
路
管
理
者
に
よ
る
緩
衝
建
築
物
の
建
築
、
防
音
工

事
等
に
つ
い
て
の
助
成

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

①

地
域
住
民
は
、
多
く
の
場
合
、
資
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に

乏
し
く
、
緩
衝
建
築
物
の
共
同
建
築
等
に
よ
る
沿
道
の

整
備
に
積
極
的
な
役
割
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

②

個
々
の
建
築
、
開
発
行
為
等
を
行
う
民
間
事
業
者
も
、

そ
の
事
業
者
と
し
て
の
計
画
、
資
金
、
採
算
性
等
に
拘

束
さ
れ
る
。

③

市
町
村
と
し
て
も
、自
ら
市
街
地
開
発
事
業
、公
園
･

緑
地
等
の
公
共
施
設
整
備
を
行
う
場
合
は
と
も
か
く
、

沿
道
の
整
備
の
中
心
で
あ
る
個
々
の
建
築
、
開
発
行
為

に
つ
い
て
は
、
公
共
団
体
と
し
て
の
性
格
上
、
自
ら
が

主
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

④

道
路
管
理
者
は
、
緩
衝
建
築
物
の
建
築
等
に
助
成
す

る
ま
で
で
あ
り
、
直
接
沿
道
の
整
備
を
行
う
こ
と
ま
で

は
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
沿
道
の
整
備
を
よ
り
積
極
的
に
進
め
て

い
く
に
は
、
地
域
住
民
の
中
に
入
っ
て
、
利
害
関
係
や
要

望
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
各
整
備
主
体
間
の
連
携
･
調

整
を
図
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
積
極
的
に
事
業
を
行
え
る

主
体
を
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
対
し
て
公
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

2

沿
道
整
備
推
進
機
構
と
こ
れ
に
対
す
る
支
援

こ
の
た
め
、
例
え
ば
、
各
市
町
村
に
お
い
て
設
立
さ
れ

て
い
る
ま
ち
づ
く
り
公
社
等
の
公
益
法
人
を
活
用
し
、
次

の
よ
う
な
事
業
を
行
う
も
の
を
、
市
町
村
が

｢沿
道
整
備

推
進
機
構
｣
と
し
て
指
定
し
、
地
域
住
民
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
と
各
整
備
主
体
間
の
連
携
･
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

沿
道
整
備
を
推
進
す
る
主
体
と
す
る
。

①

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
事
業
を
行
う
者

に
対
す
る
情
報
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助

②

緩
衝
建
築
物
の
建
築
、
又
は
そ
の
参
加

③

道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
又
は
軽

減
と
区
域
の
計
画
的
な
整
備
を
図
る
た
め
有
効
に
利
用

す
る
土
地

(公
共
･
公
用
施
設
用
地
、
市
街
地
開
発
事

業
等
の
用
地
、緩
衝
建
築
物
用
地
、
こ
れ
ら
の
代
替
地
)

の
取
得
、
管
理
、
譲
渡

そ
の
上
で
、
そ
の
沿
道
整
備
推
進
機
構
に
よ
る
沿
道
の

整
備
を
、
公
的
資
金
に
よ
り
支
援
す
る
た
め
、
同
機
構
が

道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
又
は
軽
減
と

区
域
の
計
画
的
な
整
備
を
図
る
た
め
有
効
に
利
用
す
る
土

地
を
取
得
す
る
の
に
対
し
、
市
町
村
が
無
利
子
資
金
を
貸

し
付
け
た
場
合
に
お
い
て
、
国
が
当
該
市
町
村
に
対
し
て
、

そ
の
2
/
3
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
平
成
八
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
沿
道
整
備

推
進
機
構
が
沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
の
土
地
等
を
公

共
･
公
用
施
設
の
整
備
事
業
、
緩
衝
建
築
物
の
整
備
事
業

等
の
た
め
に
買
い
取
る
場
合
の
特
例
と
し
て
、

へ所
得
税
･
法
人
税
〉

･
一
、
五
〇
〇
万
円
特
別
控
除

へ所
得
税
･
法
人
税
･
住
民
税
〉

･
軽
減
税
率
･
法
人
の
一
般
重
課
の
適
用
除
外

へ特
別
土
地
保
有
税
〉

･
2
/
3
を
減
額

(取
得
分
、
保
有
分
)

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。



四

建
築
基
準
法
及
び
都
市
開
発
法
の
改
正

ー

建
築
基
準
法
の
改
正

沿
道
地
区
計
画
制
度
に
お
い
て
容
積
の
適
正
配
分
が
導

入
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
一
定
の
計
画
事
項
が
定
め
ら

れ
た
沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
の
建
築
物
に
つ
い
て
、
沿

道
地
区
整
備
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
容
積
率

(当
該

沿
道
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
の
用
途
地
域
に
お
い
て
定

め
ら
れ
た
容
積
率
を
緩
和
し
た
も
の
を
含
む
。)を
当
該
沿

道
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
の
用
途
地
域
に
お
い
て
定
め

ら
れ
た
容
積
率
と
み
な
し
て
、
建
築
基
準
法
第
五
十
二
条

の
容
積
率
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

2

都
市
再
開
発
法
の
改
正

現
行
法
の
下
で
は
、
市
街
地
再
開
発
事
業
に
お
い
て
沿

道
地
区
計
画
等
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該

地
区
計
画
等
の
制
度
の
み
に
よ
っ
て
、
必
要
な
事
項
を
す

べ
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら

の
地
区
の
都
市
計
画
の
決
定
と
と
も
に
、
高
度
利
用
地
区

の
都
市
計
画
の
決
定
を
重
複
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
行
政
の
運
営
上
極
め

て
不
経
済
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
度
利
用
地
区
と
同
等
の

建
築
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
沿
道
地
区
計
画
等
の
区
域
を

施
行
区
域
へ
追
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
重
複
し
た
都
市

計
画
決
定
を
行
う
こ
と
を
不
要
と
し
、
そ
の
一
層
の
活
用

が
図
ら
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
市
街
地
再
開
発
事
業
の
円

滑
な
施
行
の
促
進
を
図
る
も
の
と
す
る
べ
く
、
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
。

W

道
路
法
、
高
速
自
動
車
国
道
法
、
道
路
整
備
特
別
措

置
法
の
改
正

近
年
、
特
に
複
断
面
の
道
路
に
お
い
て
、
道
路
交
通
騒

音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防
止
す
る
た
め
に
設
け
る
施
設

等
に
つ
い
て
は
、
一
方
の
道
路
管
理
者
の
管
理
す
る
道
路

の
施
設
が
他
の
道
路
管
理
者
の
管
理
す
る
道
路
の
管
理
の

た
め
の
効
用
を
有
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

例
え
ば
、
複
断
面
の
道
路
の
下
の
道
路
の
植
樹
帯

(下

の
道
路
の
施
設
で
あ
る
が
、
高
架
道
路
か
ら
発
生
す
る
道

路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防
止
す
る
効
用
も
併

せ
持
つ
も
の
。)、
高
架
道
路
の
裏
面
吸
音
板
、
高
架
道
路

か
ら
た
れ
下
げ
る
遮
音
用
の
ス
カ
ー
ト

(高
架
道
路
の
施

設
で
あ
る
が
、
下
の
道
路
か
ら
発
生
す
る
道
路
交
通
騒
音

に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防
止
す
る
効
用
を
持
つ
も
の
。)、

並
列
す
る
二
つ
の
道
路
の
排
水
を
一
方
の
道
路
の
排
水
施

設
で
一
元
的
の
行
う
も
の
等
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
施
設

(共
用
管
理
施
設
、
共
用
高
速
自
動

車
国
道
管
理
施
設
)
に
つ
い
て
は
、
一
方
の
道
路
の
道
路

管
理
者
の
み
が
費
用
負
担
等
を
行
う
こ
と
は
必
ず
し
も
適

切
で
は
な
く
、
当
該
道
路
管
理
者
と
そ
の
道
路
の
施
設
等

が
効
用
を
有
す
る
他
の
道
路
の
道
路
管
理
者
が
協
議
し
て

そ
の
管
理
の
方
法
を
定
め
た
り
、
協
議
し
て
そ
の
費
用
負

担
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
道
路
法
上
は
、
道
路
の
管
理
は
、
当
該
道

路
管
理
者
が
管
理
し
、
費
用
負
担
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、

あ
る
道
路
管
理
者
の
管
理
に
係
る
道
路
の
施
設
に
つ
い
て
、

他
者
に
管
理
さ
せ
た
り
、
費
用
負
担
さ
せ
た
り
す
る
た
め

に
は
、
特
別
の
規
定
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
関
係
の
道
路
管
理
者
同
士
の
協
議
を
促
進

し
、
も
っ
て
、
道
路
交
通
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
を

推
進
す
る
た
め
、
今
回
、
沿
道
法
の
改
正
に
併
せ
て
、
道

路
法
、
高
速
自
動
車
国
道
法
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
を

改
正
し
て
、
共
用
管
理
施
設
、
共
用
高
速
自
動
車
国
道
管

理
施
設
の
管
理
、
費
用
負
担
に
つ
い
て
協
議
の
規
定
を
置

い
た
も
の
で
あ
る
。

五

お
わ
り
に

今
後
は
、
こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
る

(公
布
の
日

(平

成
八
年
五
月
二
十
四
日
)
か
ら
六
月
以
内
の
政
令
で
定
め

る
日
)
ま
で
に
関
係
政
令
等
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
新
た
な
沿
道
環
境
対
策
の
詳
細

が
決
ま
る
こ
と
と
な
る
。

改
正
法
律
の
活
用
に
よ
っ
て
、
道
路
交
通
騒
音
対
策
の

一
層
の
推
進
と
道
路
と
調
和
し
た
沿
道
の
適
切
な
ま
ち
づ

く
り
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。



幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
新
旧
対
照
条
文

○
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(昭
和
五
十
五
年
法
律
第
三
十
四
号
)
(抄
)

目
次第

一
章

総
則

(第
一
条
I
第
四
条
)

第
二
章

沿
道
整
備
道
路
の
指
定
等

(第
五
条
事
第
八
条
)

第
三
章

沿
道
地
区
計
画

(第
九
条
･
第
十
条
)

第
三
章
の
二

沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画

(第
十
条
の
二
-
第
十
条
の
八
)

第
四
章

沿
道
整
備
促
進
の
た
め
の
助
成
等

(第
十
一
条
I
第
十
三
条
)

第
四
章
の
二

沿
道
整
備
推
進
機
構

(第
十
三
条
の
二
I
第
十
三
条
の
六
)

第
五
章

雑
則

(第
十
四
条
I
第
十
六
条
)

第
六
章

罰
則

(第
十
七
条
･
第
十
八
条
)

附
則

(目
的
)

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
道
路
交
通
騒
音
の
著
し
い
幹
線
道
路
の
沿
道
に
つ
い
て
、
沿
道
整
備
道
路
の
指
定
、
沿
道

地
区
計
画
の
決
定
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
沿
道
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防
止
し
、
あ
わ
せ
て
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
を

図
り
、
も
っ
て
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
と
良
好
な
市
街
地
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(沿
道
整
備
道
路
の
指
定
)

第
五
条

都
道
府
県
知
事
は
、
幹
線
道
路
網
を
構
成
す
る
道
路

(高
速
自
動
車
国
道
以
外
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
都

市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の
に
限
る
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。)
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
条
件
に
該
当
す
る

道
路
に
つ
い
て
、
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
と
沿
道
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
促
進

を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
区
間
を
定
め
て
、
建
設
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
、
沿
道
整
備
道
路

と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
ー
三

略

2

略

3

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
指
定
に
係
る
道
路
及

び
こ
れ
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
道
路
の
道
路
管
理
者
、
関
係
市
町
村
並
び
に
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
協
議
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

幹
線
道
路
網
を
構
成
す
る
道
路
の
う
ち
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
条
件
に
該
当
す
る
道
路
の
道
路
管
理
者
又
は
関

係
市
町
村
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
当
該
道
路
を
沿
道
整
備
道
路
と
し
て
指
定
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

5
･
6

略

改

正

後

目
次第

一
章

総
則

(第
一
条
1
第
四
条
)

第
二
章

沿
道
整
備
道
路
の
指
定
等

(第
五
条
1
第
八
条
)

第
三
章

沿
道
整
備
計
画

(第
九
条
･
第
十
条
)

第
四
章

沿
道
整
備
促
進
の
た
め
の
施
策

(第
十
一
条
事
第
十
三
条
)

第
五
章

雑
則

(第
十
四
条
I
第
十
六
条
)

第
六
章

罰
則

(第
十
七
条
･
第
十
八
条
)

附
則

(目
的
)

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
道
路
交
通
騒
音
の
著
し
い
幹
線
道
路
の
沿
道
に
つ
い
て
、
沿
道
整
備
道
路
の
指
定
、
沿
道

整
備
計
画
の
決
定
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
沿
道
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防
止
し
、
あ
わ
せ
て
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
を

図
り
、
も
っ
て
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
と
良
好
な
市
街
地
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(沿
道
整
備
道
路
の
指
定
)

第
五
条

都
道
府
県
知
事
は
、
幹
線
道
路
網
を
構
成
す
る
道
路

(高
速
自
動
車
国
道
以
外
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
都

市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の
に
限
る
。)
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
条
件
に
該
当
す
る
道
路
に
つ
い
て
、
道
路
交

通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
と
沿
道
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
区
間
を
定
め
て
、
建
設
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
、
沿
道
整
備
道
路
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

一
-
三

略

2

略

3

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
指
定
に
係
る
道
路
及

び
こ
れ
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
道
路
の
道
路
管
理
者
並
び
に
関
係
市
町
村
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

道
路
に
係
る
交
通
の
規
制
の
観
点
か
ら
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

改

正

前

(傍
線
部
は
改
正
部
分
)
7



(沿
道
整
備
道
路
の
指
定
の
特
例
)

第
六
条

前
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
は
、
二
以
上
の
道
路
が
相
互
に
接
し
、
又
は
重
複
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
道
路
を
一
の
道
路
と
み
な
し
て
適
用
す
る
。

(道
路
交
通
騒
音
の
減
少
等
の
た
め
の
措
置
)

第
七
条

第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
沿
道
整
備
道
路
が
指
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
沿
道
整
備
道
路
の
道
路

管
理
者
及
び
都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
協
議
に
よ
り
、
当
該
沿
道
整
備
道
路
に
お
け
る
道
路
交
通
騒
音
の
減
少

に
関
す
る
計
画

(以
下
こ
の
条
に
お
い
て

｢道
路
交
通
騒
音
減
少
計
画
｣
と
い
う
。)
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

2

道
路
交
通
騒
音
減
少
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
沿
道
整
備
道
路
に
お
け
る
道
路
交
通
騒
音
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る
方
針

二

次
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
沿
道
整
備
道
路
に
お
い
て
そ
の
構
造
、
交
通
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
必
要
と
認

め
ら
れ
る
も
の

イ

遮
音
壁
、
植
樹
帯
等
の
設
置
そ
の
他
の
沿
道
に
お
け
る
道
路
交
通
騒
音
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
措
置
に
関

す
る
事
項

口

道
路
の
舗
装
の
構
造
の
改
善
、
交
差
点
又
は
そ
の
付
近
に
お
け
る
道
路
の
改
築
、
交
通
の
規
制
そ
の
他
の

道
路
交
通
騒
音
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

3

沿
道
整
備
道
路
の
道
路
管
理
者
及
び
都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
道
路
交
通
騒
音
減
少
計
画
を
定
め
た
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

第
二
項
の
規
定
は
、
道
路
交
通
騒
音
減
少
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

5

沿
道
整
備
道
路
の
道
路
管
理
者
及
び
都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
道
路
交
通
騒
音
減
少
計
画
に
従
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

6

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
道
路
交
通
騒
音
減
少
計
画
に
定
め
ら
れ
た
措
置
に
関
す
る
事
項
に
従
っ
て
行
う
行
為

に
つ
い
て
は
、
道
路
法
第
九
十
五
条
の
二

(高
速
自
動
車
国
道
法

(昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
)
第
二
十

四
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
並
び
に
道
路
交
通
法

(昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
)
第
百
十

条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
七
条
の
二

沿
道
整
備
道
路
の
道
路
管
理
者
は
、
前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
沿
道
の
整
備
と
併
せ
て
、
道

路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
を
促
進
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

(沿
道
整
備
協
議
会
)

第
八
条

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
沿
道
整
備
道
路
が
指
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず

る
障
害
の
防
止
と
沿
道
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
当
該
沿
道
整
備
道
路
及
び
そ
の

沿
道
の
整
備
に
関
し
必
要
と
な
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
都
道
府
県
知
事
、
都
道
府
県
公
安
委
員

会
、
関
係
市
町
村
及
び
当
該
沿
道
整
備
道
路
の
道
路
管
理
者

(以
下
こ
の
項
に
お
い
て

｢都
道
府
県
知
事
等
｣
と

い
う
。)
は
、
沿
道
整
備
協
議
会

(以
下
こ
の
条
に
お
い
て
｢協
議
会
｣
と
い
う
。)
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
等
は
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
協
議
し
て
、
協
議
会
に
国
の
地
方
行
政

機
関
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

(沿
道
整
備
道
路
の
指
定
の
特
例
)

第
六
条

前
条
第

一
項
の
規
定
は
、
二
以
上
の
道
路
が
相
互
に
接
し
、
又
は
重
複
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
道
路
を
一
の
道
路
と
み
な
し
て
適
用
す
る
。

(沿
道
整
備
道
路
の
整
備
)

第
七
条

沿
道
整
備
道
路
の
道
路
管
理
者
は
、
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
を
促
進
す
る
た
め
、
沿

道
の
整
備
と
併
せ
て
、
必
要
な
道
路
構
造
の
改
善
の
推
進
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

(沿
道
整
備
協
議
会
)

第
八
条

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
沿
道
整
備
道
路
が
指
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず

る
障
害
の
防
止
と
沿
道
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
当
該
沿
道
整
備
道
路
及
び
そ
の

沿
道
の
整
備
に
関
し
必
要
と
な
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
都
道
府
県
知
事
、
都
道
府
県
公
安
委
員

会
、関
係
市
町
村
及
び
当
該
沿
道
整
備
道
路
の
道
路
管
理
者
は
、沿
道
整
備
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
沿
道
整
備
協
議
会
の
庶
務
は
、
当
該
都
道
府
県
知
事
が
統
轄
す
る
都
道
府
県
に
お
い
て
処

理
す
る
。



2

前
項
前
段
の
協
議
を
行
う
た
め
の
会
議
に
お
い
て
協
議
が
調
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
の
構
成
員
は
、

そ
の
協
議
の
結
果
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

協
議
会
の
庶
務
は
、
都
道
府
県
知
事
が
統
轄
す
る
都
道
府
県
に
お
い
て
処
理
す
る
。

4

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
協
議
会
が
定
め
る
。

第
三
章

沿
道
地
区
計
画

(沿
道
地
区
計
画
)

第
九
条

都
市
計
画
法

(昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
)
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
都
市
計
画
区
域

(同

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
街
化
区
域
以
外
の
地
域
に
あ
っ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
地
域
に
限
る
。)内
に

お
い
て
、
沿
道
整
備
道
路
に
接
続
す
る
土
地
の
区
域
で
、
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
と
適
正
か

つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
一
体
的
か
つ
総
合
的
に
市
街
地
を
整
備
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
に
沿
道
地
区
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

沿
道
地
区
計
画
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
四
第
二
項
に
定
め
る
事
項
の
ほ
か
、
沿
道
の
整
備
に

関
す
る
方
針
及
び
沿
道
地
区
整
備
計
画

(次
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
当
該
区
域
の
特
性
を
考
慮
し
て
必
要
と
認
め

ら
れ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
を
都
市
計
画
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

建
築
物
の
沿
道
整
備
道
路
に
面
す
る
部
分
の
長
さ
の
敷
地
の
沿
道
整
備
道
路
に
接
す
る
部
分
の
長
さ
に
対
す

る
割
合
の
最
低
限
度
、
建
築
物
の
高
さ
の
最
低
限
度
、
建
築
物
の
構
造
に
関
す
る
防
音
上
又
は
遮
音
上
必
要
な

制
限
、壁
面
の
位
置
の
制
限
、建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
最
高
限
度
又
は
最
低
限
度
、

建
築
物
の
建
築
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
最
高
限
度
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物

(以
下
こ
の
条
、

次
条
及
び
第
十
条
の
二
に
お
い
て
｢建
築
物
等
｣
と
い
う
。)
の
用
途
の
制
限
、
建
築
物
の
敷
地
面
積
又
は
建
築

面
積
の
最
低
限
度
そ
の
他
建
築
物
等
に
関
す
る
事
項
で
政
令
で
定
め
る
も
の

二

緑
地
そ
の
他
の
緩
衝
空
地
、
道
路
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
施
設

(都
市
計
画
法
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る

都
市
計
画
施
設
を
除
く
。
第
十
条
の
二
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
｢沿
道
地
区
施
設
｣
と
い
う
。)
の
配
置
及
び

規
模

三

略

3

沿
道
地
区
整
備
計
画
に
お
い
て
は
、
適
正
な
配
置
及
び
規
模
の
公
共
施
設

(都
市
計
画
法
第
四
条
第
十
四
項
に

規
定
す
る
公
共
施
設
を
い
う
。
第
六
項
及
び
第
十
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。)を
備
え
た
土
地
の
区
域
に
お

い
て
建
築
物
の
容
積
を
適
正
に
配
分
す
る
こ
と
が
当
該
沿
道
地
区
整
備
計
画
の
区
域
の
特
性
に
応
じ
た
合
理
的
な

土
地
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
沿
道
地
区
整
備
計
画
の
区
域
を

区
分
し
て
前
項
第
一
号
の
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
最
高
限
度
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
沿
道
地
区
整
備
計
画
の
区
域
を
区
分
し
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
延
べ
面
積
の

敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
最
高
限
度
の
数
値
に
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
の
定
め
ら
れ
た
区
域
の
面
積
を
乗
じ
た
も
の

の
合
計
は
、
当
該
沿
道
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
の
用
途
地
域

(同
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
用
途

地
域
を
い
う
。)
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
数
値
に
当
該
数
値
の

定
め
ら
れ
た
区
域
の
面
積
を
乗
じ
た
も
の
の
合
計
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

4

沿
道
地
区
計
画
を
都
市
計
画
に
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

沿
道
整
備
計
画

(沿
道
整
備
計
画
)

第
九
条

都
市
計
画
法

(昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
)
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
都
市
計
画
区
域

(同

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
街
化
区
域
以
外
の
地
域
に
あ
っ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
地
域
に
限
る
。)内
に

お
い
て
、
沿
道
整
備
道
路
に
接
続
す
る
土
地
の
区
域
で
、
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
と
適
正
か

つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
一
体
的
か
つ
総
合
的
に
市
街
地
を
整
備
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
に
沿
道
整
備
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

沿
道
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
四
第
二
項
に
定
め
る
事
項
の
ほ
か
、
沿
道
の
整
備
に

関
す
る
方
針
及
び
次
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
当
該
区
域
の
特
性
を
考
慮
し
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
を
都
市
計

画
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

建
築
物
の
沿
道
整
備
道
路
に
面
す
る
部
分
の
長
さ
の
敷
地
の
沿
道
整
備
道
路
に
接
す
る
部
分
の
長
さ
に
対
す

る
割
合
の
最
低
限
度
、
建
築
物
の
高
さ
の
最
低
限
度
、
建
築
物
の
構
造
に
関
す
る
防
音
上
又
は
週
-割
上
必
要
な

制
限
、
壁
面
の
位
置
の
制
限
、
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
最
低
限
度
、
建
築
物
そ
の

他
の
工
作
物

(以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
｢建
築
物
等
｣
と
い
う
。)
の
用
途
の
制
限
そ
の
他
建
築
物
等

に
関
す
る
事
項
で
政
令
で
定
め
る
も
の

二

緑
地
そ
の
他
の
緩
衝
空
地
、
道
路
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
施
設

(都
市
計
画
法
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る

都
市
計
画
施
設
を
除
く
。)
の
配
置
及
び
規
模

三

略

3

沿
道
整
備
計
画
を
都
市
計
画
に
定
め
る
に
当
た
っ
て
は

次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



一
当
該
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
の
土
地
利
用
の
状
況
及
び
そ
の
見
通
し
を
勘
案
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
つ

い
て
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防
止
し
、
又
は
軽
減
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
、
遮
音
上
有
効
な

機
能
を
有
す
る
建
築
物
等
又
は
緑
地
そ
の
他
の
緩
衝
空
地
が
沿
道
整
備
道
路
等
に
而
し
て
整
備
さ
れ
る
と
と
も

に
、
当
該
道
路
に
面
す
る
建
築
物
そ
の
他
道
路
交
通
騒
音
が
著
し
い
土
地
の
区
域
内
に
存
す
る
建
築
物
に
つ
い

て
、
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防
止
し
、
又
は
軽
減
す
る
た
め
、
防
音
上
有
効
な
構
造
と
な
る
よ

う
に
定
め
る
こ
と
o

二
･
三

略

5

沿
道
地
区
計
画
を
都
市
計
画
に
定
め
る
際
、
当
該
沿
道
地
区
計
画
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
沿
道
地

区
整
備
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
区
域
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て

沿
道
地
区
整
備
計
画
を
定
め
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
沿
道
地
区
計
画
の
区
域
の
一
部
に
つ

い
て
沿
道
地
区
整
備
計
画
を
定
め
る
と
き
は
、
当
該
沿
道
地
区
計
画
に
つ
い
て
は
、
沿
道
地
区
整
備
計
画
の
区
域

を
も
都
市
計
画
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6

沿
道
地
区
計
画
の
区
域
(沿
道
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
を
除
く
。)
の
う
ち
建
築
物
及
び
建
築

敷
地
の
整
備
並
び
に
公
共
施
設
の
整
備
を
一
体
と
し
て
行
う
べ
き
土
地
の
区
域
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
相
当
規
模
の

一
団
の
土
地
(国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
所
有
す
る
土
地
で
公
共
施
設
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。)
に

つ
い
て
所
有
権
又
は
建
物
の
所
有
を
目
的
と
す
る
地
上
権
若
し
く
は
賃
借
権

(臨
時
設
備
そ
の
他
一
時
使
用
の
た

め
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
除
く
。)を
有
す
る
者
は
、
そ
の
全
員
の
合
意
に
よ
り
、
当
該
沿
道
地
区

計
画
に
定
め
ら
れ
た
内
容
に
従
っ
て
そ
の
土
地
の
区
域
に
お
け
る
建
築
物
及
び
建
築
敷
地
の
整
備
並
び
に
公
共
施

設
の
整
備
に
関
す
る
事
項
を
内
容
と
す
る
協
定
を
締
結
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
建
設
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
そ
の
協
定
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
土
地
の
区
域
に
つ
き
、
当
該
沿
道
地
区
計
画
に
関
す
る
都
市
計
画
に
沿

道
地
区
整
備
計
画
を
定
め
る
べ
き
こ
と
を
当
該
都
市
計
画
を
定
め
る
べ
き
者
に
対
し
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(行
為
の
届
出
等
)

第
十
条

沿
道
地
区
計
画
の
区
域
(沿
道
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
に
限
る
。)
内
に
お
い
て
、
土
地

の
区
画
形
質
の
変
更
、建
築
物
等
の
新
築
、改
築
又
は
増
築
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
行
為
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、

当
該
行
為
に
着
手
す
る
日
の
三
十
ロ
前
ま
で
に
、
建
設
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
行
為
の
種
類
、
場
所
、

設
計
又
は
施
行
方
法
、
着
手
予
定
ロ
そ
の
他
の
建
設
省
令
で
定
め
る
事
項
を
市
町
村
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

一
-
五

略

六

第
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
っ
て
設
定
さ
れ
、
又
は
移
転
さ
れ
た
次
条
第
一
項
の
権
利
に
係
る
土
地
に
お
い
て
当
該
沿
道
整
備
権
利
移
転

等
促
進
計
画
に
定
め
ら
れ
た
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
、
建
築
物
等
の
新
築
、
改
築
又
は
増
築
そ
の
他
同
条
第

二
項
第
六
号
の
建
設
省
令
で
定
め
る
行
為
に
関
す
る
事
項
に
従
っ
て
行
う
行
為

2

略

3

市
町
村
長
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出
に
係
る
行
為
が

沿
道
地
区
計
画
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
そ
の
届
出
に
係
る
行
為
に
関

当
該
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
の
土
地
利
用
の
状
況
及
び
そ
の
見
通
し
を
勘
案
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
つ

い
て
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防
止
し
、
又
は
軽
減
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
、
“週
-酬
上
有
効
な

機
能
を
有
す
る
建
築
物
等
又
は
緑
地
そ
の
他
の
緩
衝
空
地
が
沿
道
整
備
道
路
等
に
面
し
て
整
備
さ
れ
る
と
と
も

に
、
当
該
道
路
に
面
す
る
建
築
物
そ
の
他
道
路
交
通
騒
音
が
著
し
い
土
地
の
区
域
内
に
存
す
る
建
築
物
に
つ
い

て
、
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防
止
し
、
又
は
軽
減
す
る
た
め
に
、
防
音
上
有
効
な
構
造
と
な
る

よ
う
に
定
め
る
こ
と
。

二
･
三

略

(行
為
の
届
出
等
)

第
十
条

沿
道
整
備
計
画
の
区
内
に
お
い
て
、
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
、
建
築
物
等
の
新
築
、
改
築
又
は
増
築
そ

の
他
政
令
で
定
め
る
行
為
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
当
該
行
為
に
着
手
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
建
設
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
行
為
の
種
類
、
場
所
、
設
計
又
は
施
行
方
法
、
着
手
予
定
日
そ
の
他
の
建
設
省
令
で

定
め
る
事
項
を
市
町
村
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
は
な
い
。

一
-
五

略

略市
町
村
長
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出
に
係
る
行
為
が

沿
道
整
備
計
画
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
そ
の
届
出
に
係
る
行
為
に
関



し
、
設
計
の
変
更
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
執
る
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
道

路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
又
は
軽
減
を
回
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
沿
道
地
区
計

画
に
定
め
ら
れ
た
事
項
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
、
適
切
な
措
置
を
執
る
こ
と
に
つ
い
て
指
導
又
は
助
言
を
す
る
も

の
と
す
る
。

第
三
章
の
二

沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画

(沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
の
作
成
等
)

第
十
条
の
二

市
町
村
は
、
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
と
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
促
進

を
図
る
た
め
、
沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
の
土
地

(国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
土
地
で
公
共
施
設
の
用

に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
、農
地
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
土
地
を
除
く
。次
条
に
お
い
て
同
じ
。)を
対
象
と
し
て
、

所
有
権
の
移
転
又
は
地
上
権
若
し
く
は
賃
借
権

(臨
時
設
備
そ
の
他
一
時
使
用
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
な
も
の
を
除
く
。
次
項
第
五
号
、
次
条
及
び
第
十
条
の
五
に
お
い
て
同
じ
。)
の
設
定
若
し
く
は
移
転

(以
下

こ
の
章
に
お
い
て
｢権
利
の
移
転
等
｣
と
い
う
。)
を
促
進
す
る
事
業
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
沿
道
整
備
権
利

移
転
等
促
進
計
画
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

2

沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

権
利
の
移
転
等
を
受
け
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二

前
号
に
規
定
す
る
者
が
権
利
の
移
転
等
を
受
け
る
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
面
積

三

第

一
号
に
規
定
す
る
者
に
前
号
に
規
定
す
る
土
地
に
つ
い
て
権
利
の
移
転
等
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及

び
住
所

四

第
一
号
に
規
定
す
る
者
が
移
転
を
受
け
る
所
有
権
の
移
転
の
後
に
お
け
る
土
地
の
利
用
目
的
並
び
に
当
該
所

有
権
の
移
転
の
時
期
並
び
に
移
転
の
対
価
及
び
そ
の
支
払
の
方
法

五

第
一
号
に
規
定
す
る
者
が
設
定
又
は
移
転
を
受
け
る
地
上
権
又
は
賃
借
権
の
種
類
、
内
容

(土
地
の
利
用
目

的
を
含
む
。)、
始
期
又
は
移
転
の
時
期
、
存
続
期
間
又
は
残
存
期
間
並
び
に
地
代
又
は
借
賃
及
び
そ
の
支
払
の

方
法

六

権
利
の
移
転
等
が
行
わ
れ
た
後
に
第
二
号
に
規
定
す
る
土
地
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
土
地
の
区
画

形
質
の
変
更
、
建
築
物
等
の
新
築
、
改
築
又
は
増
築
そ
の
他
建
設
省
令
で
定
め
る
行
為
の
種
類
、
場
所
、
設
計

又
は
施
行
方
法
、
着
手
予
定
日
そ
の
他
建
設
省
令
で
定
め
る
事
項

七

そ
の
他
建
設
省
令
で
定
め
る
事
項

3

沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
の
内
容
が
沿
道
地
区
計
画
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
に
お
い
て
、
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
と
適
正
か
つ
合

理
的
な
土
地
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
の
権
利
の
移
転
等
で
掲
げ
る
も
の
の
い
ず
れ
か
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ

陀
。

ィ

遮
音
上
有
効
な
機
能
を
有
す
る
建
築
物
等
の
新
築
そ
の
他
沿
道
に
お
け
る
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用

を
図
る
た
め
の
行
為
で
建
設
省
令
で
定
め
る
も
の
を
伴
う
権
利
の
移
転
等
(
口
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。)

口

沿
道
地
区
施
設
の
整
備
を
図
る
た
め
行
う
権
利
の
移
転
等
又
は
こ
れ
と
併
せ
て
行
う
当
該
権
利
の
移
転
等

し
、
設
計
の
変
更
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
執
る
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
道

路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
又
は
軽
減
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
沿
道
地
区
計

画
に
定
め
ら
れ
た
事
項
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
、
適
切
な
措
置
を
執
る
こ
と
に
つ
い
て
指
導
又
は
助
言
を
す
る
も

の
と
す
る
。



を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
権
利
の
移
転
等

三

前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
土
地
ご
と
に
、
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
者
並
び
に
当
該
土
地
に
つ
い
て
所
有

権
、
地
上
権
、
質
権
、
賃
借
権
、
使
用
貸
借
に
よ
る
権
利
又
は
そ
の
他
の
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利

を
有
す
る
者
の
す
べ
て
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四

前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
土
地
に
存
す
る
建
物
そ
の
他
の
土
地
に
定
着
す
る
物
件
ご
と
に
、
当
該
物
件
に
つ

い
て
所
有
権
、
質
権
、
賃
借
権
、
使
用
貸
借
に
よ
る
権
利
又
は
そ
の
他
の
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利

を
有
す
る
者
並
び
に
当
該
物
件
に
つ
い
て
先
取
特
権
若
し
く
は
抵
当
権
の
登
記
、
仮
登
記
、
買
戻
し
の
特
約
そ

の
他
権
利
の
消
滅
に
関
す
る
事
項
の
定
め
の
登
記
又
は
処
分
の
制
限
の
登
記
に
係
る
権
利
を
有
す
る
者
の
す
べ

て
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
o

五

前
項
第

一
号
に
規
定
す
る
者
が
、
権
利
の
移
転
等
が
行
わ
れ
た
後
に
お
い
て
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
土

地
を
同
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
規
定
す
る
土
地
の
利
用
目
的
に
即
し
て
適
正
か
つ
確
実
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
o

4

市
町
村
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、

第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
土
地
の
全
部
又
は
一
部
が
市
街
化
調
整
区
域

(都
市
計
画
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
市
街
化
調
整
区
域
を
い
う
。
第
十
条
の
七
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。)内
に
あ
り
、
か
つ
、
権
利
の
移
転
等

が
行
わ
れ
た
後
に
お
い
て
、
同
法
第
二
十
九
条
又
は
同
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
要
す
る
行

為

(次
項
に
お
い
て
｢特
定
行
為
｣
と
い
う
。)
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
沿
道
整
備
権
利
移
転
等

促
進
計
画
に
つ
い
て
、
建
設
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
都
道
府
県
知
事
の
承
認
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

5

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
承
認
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
に
定

め
ら
れ
た
特
定
行
為
が
市
街
化
区
域

(都
市
計
画
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
街
化
区
域
を
い
う
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)
に
お
け
る
市
街
化
の
状
況
等
か
ら
み
て
当
該
都
市
計
画
区
域
の
計
画
的
な
市
街
化
を
図

る
上
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

(第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
土
地
の
面
積
が
同
法
第
三
十
四
条
第
十

号
ィ
の
政
令
で
定
め
る
面
積
を
下
回
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
行
為
が
、
当
該
土
地
の
区
域
の
周
辺
に
お

け
る
区
域
化
を
促
進
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
市
街
化
区
域
内
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
困
難
又

は
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
る
。)
は
、
同
項
の
承
認
を
す
る
も
の
と
す
る
。

(沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
の
作
成
の
要
請
)

第
十
条
の
三

沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
所
有
権
、
地
上
権
又
は
賃
借
権
を
有
す
る
者
及
び
当
該

土
地
に
つ
い
て
権
利
の
移
転
等
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
全
員
の
合
意
に
よ
り
、
前
条
第
二
項
各
号
に
掲

げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
協
定
を
締
結
し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
者

の
す
べ
て
の
同
意
を
得
た
と
き
は
、
建
設
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
協
定
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
土

地
に
つ
き
、
沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
を
定
め
る
べ
き
こ
と
を
市
町
村
に
対
し
要
請
す
る
こ
と
が
で
き

る
↓。

(沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
の
公
告
)



第
十
条
の
四

市
町
村
は
、
沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
建
設
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
建
設
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ

ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
十
条
の
二
第
四
項
の
承
認

を
受
け
た
沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

(公
告
の
効
果
)

第
十
条
の
五

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
公
告
が
あ
っ
た
沿
道
整
備
権
利
移
転
等

促
進
計
画
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
所
有
権
が
移
転
し
、
又
は
地
上
権
若
し
く
は
賃
借
権
が
設
定
さ
れ
、
若
し

く
は
移
転
す
る
o

(登
記
の
特
例
)

第
十
条
の
六

第
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
に
係
る
土
地

の
登
記
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
、
不
動
産
登
記
法

(明
治
三
十
二
年
法
律
第
二
十
四
号
)
の
特
例
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

(開
発
許
可
の
特
例
)

第
十
条
の
七

第
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画

(第
十
条
の

二
第
四
項
の
承
認
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。)
に
定
め
ら
れ
た
事
項
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
都

市
計
画
法
第
四
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
開
発
行
為

(同
法
第
三
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。)
は
、
同

法
第
三
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
十
号
に
掲
げ
る
開
発
行
為
と
み
な
す
。

2

都
道
府
県
知
事
又
は
地
方
自
治
法

(昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の

指
定
都
市
若
し
く
は
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
の
長
は
、
市
街
化
調
整
区
域
の
う
ち
都

市
計
画
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
同
法
第
四
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
開
発
区
域
以
外
の
区

域
内
に
お
い
て
、
第
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
に
定
め

ら
れ
た
事
項
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
建
築
行
為
等

(建
築
物
の
新
築
、
改
築
若
し
く
は
用
途
の
変
更
又
は
同
法
第
四

条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
第
一
種
特
定
工
作
物
の
新
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)
に
つ
い
て
、
同

法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
建
築
行
為
等

が
同
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
許
可
の
基
準
の
う
ち
同
法
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
開
発
許
可
の
基
準
の
例
に

準
じ
て
定
め
ら
れ
た
基
準
に
適
合
す
る
と
き
は
、
そ
の
許
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(勧
告
)

第
十
条
の
八

市
町
村
は
、
権
利
の
移
転
等
を
受
け
た
者
が
沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
に
定
め
ら
れ
た
土
地

の
利
用
目
的
に
従
っ
て
土
地
を
利
用
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
権
利
の
移
転
等
を
受
け
た
者
に
対

し
、
相
当
の
期
限
を
定
め
て
、
当
該
沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
項
の
適
正
か
つ
確
実
な



実
施
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
章

沿
道
整
備
促
進
の
た
め
の
助
成
等

(土
地
の
買
入
れ
に
関
す
る
資
金
の
貸
付
け
)

第
十
一
条

国
は
、
市
町
村
が
沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
の
土
地
の
う
ち
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防

止
又
は
軽
減
と
当
該
区
域
の
計
画
的
な
整
備
を
図
る
た
め
に
有
効
に
利
用
で
き
る
土
地
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を

買
い
入
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
市
町
村
に
対
し
、
そ
の
土
地
の
収
得
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
額
の
三
分

の
二
以
内
の
金
額
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
･
3

略

(緩
衝
建
築
物
の
建
築
等
に
要
す
る
費
用
の
負
担
)

第
十
二
条

沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
、
遮
音
上
有
効
な
機
能
を
有
す
る
建
築
物
と
し
て
建
設
省
令
で
定

め
る
も
の
で
沿
道
地
区
計
画
に
適
合
す
る
も
の
を
建
築
す
る
者
は
、
沿
道
整
備
道
路
の
道
路
管
理
者
に
対
し
、
道

路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
又
は
軽
減
に
つ
い
て
遮
音
上
当
該
建
築
物
の
建
築
に
よ
り
得
ら
れ
る
効

用
の
限
度
内
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
建
築
物
の
建
築
及
び
そ
の
敷
地
の
整
備
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

略
(防
音
構
造
化
の
促
進
等
)

第
十
三
条

道
路
管
理
者
は
、
沿
道
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
建
築
基
準
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百
一
号
)
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
に
よ
り
建
築
物
の
構
造
に
関
す
る
防
音
上
の
制
限
が

定
め
ら
れ
た
際
、
当
該
制
限
が
定
め
ら
れ
た
区
域
内
に
現
に
存
す
る
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
建
築
物
又
は
そ
の

部
分

(以
下
そ
の
条
に
お
い
て
｢特
定
住
宅
｣
と
い
う
。)
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有
者
又
は
当
該
特
定
住
宅
に
関
す

る
所
有
権
以
外
の
権
利
を
有
す
る
者
が
防
音
上
有
効
な
構
造
と
す
る
た
め
に
行
う
工
事
に
関
し
、
必
要
な
助
成
そ

の
他
そ
の
促
進
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

2

道
路
管
理
者
は
、
特
定
住
宅
の
所
有
者
が
、
当
該
特
定
住
宅
を
、
前
項
の
制
限
が
定
め
ら
れ
た
区
域
外
に
移
転

し
、
又
は
除
却
す
る
場
合
に
は
、
当
該
特
定
住
宅
の
所
有
者
及
び
当
該
特
定
住
宅
に
関
す
る
所
有
権
以
外
の
権
利

を
有
す
る
者
に
対
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該
移
転
又
は
除
却
に
関

し
、
必
要
な
助
成
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

国
は
、
前
二
項
の
措
置
に
関
し
、
そ
の
費
用
を
負
担
す
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
執
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
章
の
二

沿
道
整
備
推
進
機
構

(沿
道
整
備
推
進
機
構
の
指
定
)

第
十
三
条
の
二

市
町
村
は
、
民
法

(明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
)
第
三
十
四
条
の
法
人
で
あ
っ
て
、
次
条

に
規
定
す
る
業
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
沿
道

第
四
章

沿
道
整
備
促
進
の
た
め
の
施
策

(土
地
の
買
入
れ
に
関
す
る
資
金
の
貸
付
け
)

第
十
一
条

国
は
、
市
町
村
が
沿
道
整
備
計
画
の
区
域
内
の
土
地
の
う
ち
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防

止
又
は
軽
減
と
当
該
区
域
の
計
画
的
な
整
備
を
図
る
た
め
に
有
効
に
利
用
で
き
る
土
地
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を

買
い
入
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
市
町
村
に
対
し
、
そ
の
土
地
の
収
得
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
額
の
三
分

の
二
以
内
の
金
額
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
･
3

略

,

(緩
衝
建
築
物
の
建
築
等
に
要
す
る
費
用
の
負
担
)

第
十
二
条

沿
道
整
備
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
、
週
刊
上
有
効
な
機
能
を
有
す
る
建
築
物
と
し
て
建
設
省
令
で
定

め
る
も
の
で
沿
道
整
備
計
画
に
適
合
す
る
も
の
を
建
築
す
る
者
は
、
沿
道
整
備
道
路
の
道
路
管
理
者
に
対
し
、
道

路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
又
は
軽
減
に
つ
い
て
週
-薔
上
当
該
建
築
物
の
建
築
に
よ
り
得
ら
れ
る
効

用
の
限
度
内
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
建
築
物
の
建
築
及
び
そ
の
敷
地
の
整
備
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

略
(防
音
構
造
化
の
促
進
)

第
十
三
条

道
路
管
理
者
は
、
道
路
交
通
騒
音
が
特
に
著
し
い
沿
道
整
備
道
路
の
沿
道
に
係
る
沿
道
整
備
計
画
の
区

域
内
に
お
い
て
建
築
基
準
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
)
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

条
例
に
よ
り
建
築
物
の
構
造
に
関
す
る
防
音
上
の
制
限
が
定
め
ら
れ
た
際
、
当
該
区
域
内
に
現
に
存
す
る
人
の
居

住
の
用
に
供
す
る
建
築
物
又
は
そ
の
部
分
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有
者
又
は
当
該
建
築
物
若
し
く
は
そ
の
部
分
に
関

す
る
所
有
権
以
外
の
権
利
を
有
す
る
者
が
防
音
上
有
効
な
構
造
と
す
る
た
め
に
行
う
工
事
に
関
し
、
必
要
な
助
成

そ
の
他
そ
の
促
進
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

国
は
、
前
項
の
措
置
に
関
し
、
そ
の
費
用
を
負
担
す
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
執
る
こ
と
が
で
き
る
。



整
備
推
進
機
構

(以
下

｢機
構
｣
と
い
う
。)
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
機
構
の
名
称
、
住
所
及
び
事
務
所
の
所
在
地

を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

機
構
は
、
そ
の
名
称
、
住
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨

を
市
町
村
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

市
町
村
長
は
、
前
項
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(機
構
の
業
務
)

第
十
三
条
の
三

機
構
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
事
業
を
行
う
者
に
対
し
、
情
報
の
提
供
、
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う

こ
,と
0

二

沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
、
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
物
を
建
築
す
る
こ
と
又
は
当
該

建
築
物
の
建
築
に
関
す
る
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
。

三

第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
の
取
得
、
管
理
及
び
譲
渡
を
行
う
こ
と
。

四

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
。

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
業
務
を
行
う
こ

　　　　　　　
(資
金
の
貸
付
け
等
)

第
十
三
条
の
四

国
は
、
市
町
村
が
機
構
に
対
し
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
の
取
得
に
要
す
る
費
用
に
充

て
る
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
事
業
を
行
う
と
き
は
、
当
該
市
町
村
に
対
し
、
当
該
事
業
に
必
要
な
資
金
の

額
の
三
分
の
二
以
内
の
金
額
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
貸
付
金
の
償
還
期
間
及
び
償
還
方
法
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
。

3

機
構
は
、
買
い
入
れ
た
土
地
で
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
貸
付
け
に
係
る
も
の
を
こ
の
法
律
の
目
的
に
従
っ

て
適
切
に
管
理
し
、
又
は
譲
渡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(監
督
等
)

第
十
三
条
の
五

市
町
村
長
は
、
第
十
三
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
機
構
に
対
し
、
そ
の
業
務
に
関
し
報
告
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

市
町
村
長
は
、
機
構
が
第
十
三
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
し
て
い
な
い
と
認
め
る

と
き
は
、
機
構
に
対
し
、
そ
の
業
務
の
運
営
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で

き
弱る
0

3

市
町
村
長
は
、
機
構
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
第
十
三
条
の
二
第

一
項
の
指
定
を
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

4

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
指
定
を
取
り
消
し
た
場
合
に
お
け
る
第
十
一
条
第
一
項
に
規

定
す
る
土
地
の
取
得
に
係
る
業
務
に
関
す
る
所
要
の
経
過
措
置
は
、
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
範
囲
内
に
お



い
て
、
政
令
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(情
報
の
提
供
等
)

第
十
三
条
の
六

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
機
構
に
対
し
、
そ
の
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
情
報
の
提
供
又
は

指
導
及
び
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
。

2

沿
道
整
備
道
路
の
道
路
管
理
者
は
、
機
構
に
対
し
、
そ
の
業
務
の
円
滑
な
実
施
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
、
必
要
な

協
力
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条

第
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
は
、

二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
十
七
条

第
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
は
、

十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

(傍
線
部
は
改
正
部
分
)

改

正

後

(用
語
の
定
義
)

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
)。

-
-
二
十
七

略

二
十
八

沿
道
整
備
計
画

都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
沿
道
整
備
計
画
を
い
う
。

二
十
九
-
三
十
二

略

(市
町
村
の
条
例
に
基
づ
く
制
限
)

第
六
十
八
条
の
二

市
町
村
は
、
地
区
計
画
等
の
区
域

(地
区
計
画
、
住
宅
地
高
度
利
用
地
区
計
画
、
再
開
発
地
区

計
画
又
は
集
落
地
区
計
画
の
区
域
に
あ
っ
て
は
、
地
区
整
備
計
画
、
住
宅
地
高
度
利
用
地
区
整
備
計
画
入
再
開
発

地
区
整
備
計
画
又
は
集
落
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
に
限
る
。)内
に
お
い
て
、
建
築
物
の
敷
地
、

構
造
、建
築
設
備
又
は
用
途
に
関
す
る
事
項
で
当
該
地
区
計
画
等
の
内
容
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
を
、条
例
で
、

こ
れ
ら
に
関
す
る
制
限
と
し
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
は
、
建
築
物
の
利
用
上
の
必
要
性
、
当
該
区
域
内
に
お
け
る
土
地
利
用
の
状
況
等
を

考
慮
し
、
地
区
計
画
、
住
宅
地
高
度
利
用
地
区
計
画
、
再
開
発
地
区
計
画
又
は
沿
道
整
備
計
画
の
区
域
に
あ
っ
て

は
適
正
な
都
市
機
能
と
健
全
な
都
市
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
集
落
地
区
計
画
の
区
域
に
あ
っ
て
は
当
該
集
落
地

区
計
画
の
区
域
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
良
好
な
居
住
環
境
と
確
保
と
適
正
な
土
地
利
用
を
図
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
事
項
の
う
ち
特
に
重
要
な
事
項
に
つ
き
、
政

令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
行
う
も
の
と
す
る
。

3

略

改

正

前

○
建
築
基
準
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
)
(抄
)



第
六
十
八
条
の
五
の
二

次
に
掲
げ
る
条
件
に
該
当
す
る
沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
に
あ
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、

当
該
沿
道
地
区
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
最
高
限
度
を
第

五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
数
値
と
み
な
し
て
、
同
条
の
規
定
を
適
用

す
る
。

一
沿
道
地
区
整
備
計
画

(幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
沿
道
地

区
整
備
計
画
の
区
域
を
区
分
し
て
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
最
高
限
度
が
定
め
ら
れ

て
い
る
も
の
に
限
る
。)が
定
め
ら
れ
て
い
る
土
地
の
区
域
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区

域
で
あ
る
こ
と
o

ィ

建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
最
低
限
度

口

建
築
物
の
敷
地
面
積
の
最
低
限
度

ハ

壁
面
の
位
置
の
制
限

(道
路
に
面
す
る
壁
面
の
位
置
を
制
限
す
る
も
の
を
含
む
も
の
に
限
る
。)

ニ

第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
で
、
前
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
制
限
が
定
め
ら
れ
て

い
る
区
域
で
あ
る
こ
と
o

(道
路
の
位
置
の
指
定
に
関
す
る
特
例
)

第
六
十
八
条
の
六

地
区
計
画
等
に
道
の
配
置
及
び
規
模
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
地
区
計
画
等
の
区

域

(地
区
計
画
、
沿
道
地
区
計
画
又
は
集
落
地
区
計
画
の
区
域
に
あ
っ
て
は
地
区
整
備
計
画
、
沿
道
地
区
整
備
計

画
又
は
集
落
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
に
限
り
、
住
宅
地
高
度
利
用
地
区
計
画
又
は
再
開
発
地
区

計
画
の
区
域
に
あ
っ
て
は
都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
六
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
設
の
配
置
及
び
規
模
若
し

く
は
住
宅
地
高
度
利
用
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
又
は
都
市
再
開
発
法
第
七
条
の
八
の
二
第
二
項

第
二
号
に
規
定
す
る
施
設
の
配
置
及
び
規
模
若
し
く
は
再
開
発
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
に
限
る
。

次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。)
に
お
け
る
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
位
置
の
指
定
は
、
地
区
計

画
等
に
定
め
ら
れ
た
道
の
配
置
に
即
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
建
築
物
の
敷
地
と
し
て
利
用
し

よ
う
と
す
る
土
地
の
位
置
と
現
に
存
す
る
道
路
の
位
置
と
の
関
係
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
こ
れ
に
よ
り
難
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(道
路
の
位
置
の
指
定
に
関
す
る
特
例
)

第
六
十
八
条
の
六

地
区
計
画
等
に
道
の
配
置
及
び
規
模
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
地
区
計
画
等
の
区

域

(地
区
計
画
又
は
集
落
地
区
計
画
の
区
域
に
あ
っ
て
は
、
地
区
整
備
計
画
又
は
集
落
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら

れ
て
い
る
区
域
に
限
る
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。)
に
お
け
る
第
四
十
二
条
第

一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る

位
置
の
指
定
は
、
地
区
計
画
等
に
定
め
ら
れ
た
道
の
配
置
に
即
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
建
築

物
の
敷
地
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
位
置
と
現
に
存
す
る
道
路
の
位
置
と
の
関
係
そ
の
他
の
事
由
に
よ

り
こ
れ
に
よ
り
難
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

改

正

後

○
都
市
再
開
発
法

(昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
)
(抄
)

改

正

前

(傍
線
部
は
改
正
部
分
)

(市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
)

第
二
条
の
二

都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
項
第
三
号
の
高
度
利
用
地
区
の
区
域
内
の
宅
地
若
し
く
は
同
法
第
十
二
条

の
四
第
一
項
第
一
号
の
地
区
計
画
、
第
七
条
の
八
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
開
発
地
区
計
画
若
し
く
は
幹
線

道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(昭
和
五
十
五
年
法
律
第
三
十
四
号
)
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
沿
道

地
区
計
画
の
区
域
(次
に
掲
げ
る
条
件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
第
三
条
に
お
い
て
｢特
定
地
区
計
画
等
区
域
｣

と
い
う
。)内
の
宅
地
に
つ
い
て
所
有
権
若
し
く
は
借
地
権
を
有
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
宅
地
に
つ
い
て
所
有
権
若

し
く
は
借
地
権
を
有
す
る
者
の
同
意
を
得
た
者
は
、
一
人
で
、
又
は
数
人
共
同
し
て
、
当
該
権
利
の
目
的
で
あ
る

(市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
)

第
二
条
の
二

都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
項
第
三
号
の
高
度
利
用
地
区
の
区
域
内
の
宅
地
若
し
く
は
第
七
条
の
八
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
開
発
地
区
計
画
の
区
域

(同
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
再
開
発
地
区
整
備
計
画

が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
の
う
ち
、
当
該
再
開
発
地
区
整
備
計
画
に
お
い
て
同
法
第
八
条
第
二
項
第
二
号
ホ
に
規

定
す
る
高
度
利
用
地
区
に
つ
い
て
定
め
る
べ
き
事
項
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
建
築
基
準
法

(昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百
一
号
)
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
で
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
す
る
制
限
が

定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。)内
の
宅
地
に
つ
い
て
所
有
権
若
し
く
は
借
地
権
を
有
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
宅



宅
地
に
つ
い
て
、
又
は
そ
の
宅
地
及
び
一
定
の
区
域
内
の
宅
地
以
外
の
土
地
に
つ
い
て
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事

業
を
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
地
区
整
備
計
画
、
第
七
条
の
八
の
二
第
二
項
第
三
号
に
規

定
す
る
再
開
発
地
区
整
備
計
画
又
は
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
沿

道
地
区
整
備
計
画
(次
号
に
お
い
て
｢地
区
整
備
計
画
等
｣
と
い
う
。)
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
で
あ
る
こ
と
。

二

地
区
整
備
計
画
等
に
お
い
て
都
市
計
画
法
第
八
条
第
二
項
第
二
号
ホ
に
規
定
す
る
高
度
利
用
地
区
に
つ
い
て

定
め
る
べ
き
事
項

(沿
道
地
区
整
備
計
画
に
お
い
て
建
築
物
の
沿
道
整
備
道
路
に
面
す
る
部
分
の
長
さ
の
敷
地

の
沿
道
整
備
道
路
に
接
す
る
部
分
の
長
さ
に
対
す
る
割
合
の
最
低
限
度
及
び
建
築
物
の
高
さ
の
最
低
限
度
が
定

め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
最
低
限
度
を
除
く
。)

が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三

建
築
基
準
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
)
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
で
、

前
号
に
規
定
す
る
事
項
に
関
す
る
制
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

2
ー
7

略

(第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
区
域
)

第
三
条

都
市
計
画
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
都
市
計
画
に
定
め

る
べ
き
施
行
区
域
は
、
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
街
地
再
開
発
促
進
区
域
内
の
土
地
の
区
域
又
は
次
に
掲

げ
る
条
件
に
該
当
す
る
土
地
の
区
域
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
区
域
が
都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
項
第
三
号
の
高
度
利
用
地
区
又
は
特
定
地
区
計
画
等
区
域
内
に
あ
る

こ
･と
0

二

当
該
区
域
内
に
あ
る
耐
火
建
築
物

(建
築
基
準
法
第
二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
耐
火
建
築
物
を
い
う
。

以
下
同
じ
。)で
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
の
建
築
面
積
の
合
計
が
、
当
該
区
域
内
に
あ
る
す
べ
て
の
建
築

物
の
建
築
面
積
の
合
計
の
お
お
む
ね
三
分
の
一
以
下
で
あ
る
こ
と
又
は
当
該
区
域
内
に
あ
る
耐
火
建
築
物
で
次

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
の
敷
地
面
積
の
合
計
が
、
当
該
区
域
内
の
す
べ
て
の
宅
地
の
面
積
の
合
計
の
お
お

む
ね
三
分
の
一
以
下
で
あ
る
こ
と
。

イ
ー
ニ

略

ホ

延
べ
面
積

(同
一
敷
地
内
に
二
以
上
の
建
築
物
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
延
べ
面
積
の
合
計
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。)
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
が
、
当
該
区
域
に
係
る
高
度
利
用
地
区
、
地
区
計

画
、
再
開
発
地
区
計
画
又
は
沿
道
地
区
計
画
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
延
べ
面

積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
最
高
限
度
の
三
分
の
一
未
満
で
あ
る
も
の

へ

略

三
･
四

略

(第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
等
の
施
行
)

第
七
条
の
二

市
街
地
再
開
発
促
進
区
域
内
の
宅
地
に
つ
い
て
所
有
権
又
は
借
地
権
を
有
す
る
者
は
、
当
該
区
域
内

の
宅
地
に
つ
い
て
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
、
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
を
施
行
す
る
等
に
よ
り
、
高
度
利
用

地
に
つ
い
て
所
有
権
若
し
く
は
借
地
権
を
有
す
る
者
の
同
意
を
得
た
者
は
、
一
人
で
、
又
は
数
人
共
同
し
て
、
当

該
権
利
の
目
的
で
あ
る
宅
地
に
つ
い
て
、
又
は
そ
の
宅
地
及
び
一
定
の
区
域
内
の
宅
地
以
外
の
土
地
に
つ
い
て
第

一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
を
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
-
7

略

(第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
区
域
)

第
三
条

都
市
計
画
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
都
市
計
画
に
定
め

る
べ
き
施
行
区
域
は
、
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
街
地
再
開
発
促
進
区
域
内
の
土
地
の
区
域
又
は
次
に
掲

げ
る
条
件
に
該
当
す
る
土
地
の
区
域
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
当
該
区
域
が
都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
項
第
三
号
の
高
度
利
用
地
区
又
は
第
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

再
開
発
地
区
計
画
の
区
域
内
に
あ
る
こ
と
。

二

当
該
区
域
内
に
あ
る
耐
火
建
築
物

(建
築
基
準
法
第
二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
耐
火
建
築
物
を
い
う
。

以
下
同
じ
。)で
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
の
建
築
面
積
の
合
計
が
、
当
該
区
域
内
に
あ
る
す
べ
て
の
建
築

物
の
建
築
面
積
の
合
計
の
お
お
む
ね
三
分
の
一
以
下
で
あ
る
こ
と
又
は
当
該
区
域
内
に
あ
る
耐
火
建
築
物
で
次

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
の
敷
地
面
積
の
合
計
が
、
当
該
区
域
内
の
す
べ
て
の
宅
地
の
面
積
の
合
計
の
お
お

む
ね
三
分
の
一
以
下
で
あ
る
こ
と
。

イ
ー
ニ

略

ホ

延
べ
面
積

(同
一
敷
地
内
に
二
以
上
の
建
築
物
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
延
べ
面
積
の
合
計
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。)
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
が
、
当
該
区
域
に
係
る
高
度
利
用
地
区
又
は
再
開

発
地
区
計
画
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合

の
最
高
限
度
の
三
分
の
一
未
満
で
あ
る
も
の

へ

略

三
･
四

略

(第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
等
の
施
行
)

第
七
条
の
二

市
街
地
再
開
発
促
進
区
域
内
の
宅
地
に
つ
い
て
所
有
権
又
は
借
地
権
を
有
す
る
者
は
、
当
該
区
域
内

の
宅
地
に
つ
い
て
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
、
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
を
施
行
す
る
等
に
よ
り
、
高
度
利
用



地
区
、
地
区
計
画
、
再
開
発
地
区
計
画
又
は
沿
道
地
区
計
画
に
関
す
る
都
市
計
画
及
び
当
該
市
街
地
再
開
発
促
進

区
域
に
関
す
る
都
市
計
画
の
目
的
を
達
成
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
i
4

略

地
区
又
は
再
開
発
地
区
計
画
に
関
す
る
都
市
計
画
及
び
当
該
市
街
地
再
開
発
促
進
区
域
に
関
す
る
都
市
計
画
の
目

的
を
達
成
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
ー
4

略

○
道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
)
(抄
)

(傍
線
部
は
改
正
部
分
)

わ　

改

正

前

醤

改

正

後

(共
用
管
理
施
設
の
管
理
)

第
十
九
条
の
二

道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
又
は
軽
減
、
道
路
の
排
水
そ
の
他
の
道
路
の
管
理
の

た
め
の
施
設
又
は
工
作
物
で
、
当
該
道
路
と
隣
接
し
、
又
は
近
接
す
る
他
の
道
路
か
ら
発
生
す
る
道
路
交
通
騒
音

に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
又
は
軽
減
、
当
該
他
の
道
路
の
排
水
そ
の
他
の
当
該
他
の
道
路
の
管
理
に
資
す
る
も

の

(第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
｢共
用
管
理
施
設
｣
と
い
う
。)
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
当
該
道
路
の
道

路
管
理
者
及
び
当
該
他
の
道
路
の
道
路
管
理
者

(以
下
こ
の
条
及
び
第
五
十
四
条
の
二
に
お
い
て

｢共
用
管
理
施

設
関
係
道
路
管
理
者
｣
と
い
う
。)
は
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
協
議
し
て
別
に
そ
の
管
理
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
共
用
管
理
施
設
関
係
道
路
管
理
者
は
、
そ
の
い

ず
れ
か
が
建
設
大
臣
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
共
用
管
理
施
設
関
係
道
路
管
理
者
の
い
ず
れ
か
が
都
道
府
県
知
事
又

は
都
道
府
県
で
あ
る
と
き
は
建
設
大
臣
に
、
そ
の
他
の
と
き
は
都
道
府
県
知
事
に
裁
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

3

第
七
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
第
六
項
中
｢建

設
大
臣
｣
と
あ
る
の
は

｢建
設
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
｣
と
、
｢関
係
都
道
府
県
知
事
｣
と
あ
る
の
は

｢共
用
管

理
施
設
関
係
道
路
管
理
者
｣
と
、
｢当
該
都
道
府
県
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｣
と
あ
る
の
は
｢都

道
府
県
知
事
で
あ
る
道
路
管
理
者
に
あ
っ
て
は
そ
の
統
轄
す
る
都
道
府
県
の
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
他
の
道
路
管

理
者
に
あ
っ
て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｣と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

4

第
二
項
及
び
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
裁
定

を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
共
用
管
理
施
設
関
係
道
路
管
理
者
の
協
議
が

成
立
し
た
も
の
と
み
な
す
。

5

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
た
場
合

(前
項
の
規
定
に
よ
り
共
用
管
理
施
設
関
係
道
路
管
理
者
の
協

議
が
成
立
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。)
に
お
い
て
は
、
共
用
管
理
施
設
関
係
道
路
管
理
者
は
、
成
立

し
た
協
議
の
内
容
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(共
用
管
理
施
設
の
管
理
に
要
す
る
費
用
)

第
五
十
四
条
の
二

第
四
十
九
条
又
は
第
五
十
条
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
負
担
す
べ
き
道
路
の
管

理
に
関
す
る
費
用
で
共
用
管
理
施
設
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
共
同
管
理
施
設
関
係
道
路
管
理
者
は
、
協
議

し
て
そ
の
分
担
す
べ
き
金
額
及
び
そ
の
分
担
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。



2

第
十
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

3

第
七
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
建
設
大
臣
又
は

都
道
府
県
知
事
の
裁
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
第
六
項
中

｢建
設
大
臣
｣
と
あ
る

の
は

｢建
設
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
｣
と
、
｢関
係
都
道
府
県
知
事
｣
と
あ
る
の
は
｢共
用
管
理
施
設
関
係
道
路

管
理
者
｣
と
、
｢当
該
都
道
府
県
の
議
会
｣
と
あ
る
の
は
｢都
道
府
県
知
事
で
あ
る
道
路
管
理
者
に
あ
っ
て
は
そ
の

統
轄
す
る
都
道
府
県
の
、
そ
の
他
の
道
路
管
理
者
に
あ
っ
て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
議
会
｣
と

読
み
替
え
も
の
と
す
る
。

4

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
裁
定
を

し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
共
用
管
理
施
設
関
係
道
路
管
理
者
の
協
議
が
成

立
し
た
も
の
と
み
な
す
。

改

正

後

○
高
速
自
動
車
国
道
法

(昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
)
(抄
)

改

正

前

(傍
線
部
は
改
正
部
分
)

(共
用
高
速
自
動
車
国
道
管
理
施
設
の
管
理
)

第
七
条
の
二

道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
又
は
軽
減
、
道
路
の
排
水
そ
の
他
の
高
速
自
動
車
国
道

の
管
理
の
た
め
の
施
設
又
は
工
作
物
で
、
当
該
高
速
自
動
車
国
道
と
隣
接
し
、
又
は
近
接
す
る
他
の
道
路
か
ら
発

生
す
る
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
又
は
軽
減
、
当
該
他
の
道
路
の
排
水
そ
の
他
の
当
該
他
の
道

路
の
管
理
に
資
す
る
も
の

(以
下

｢共
用
高
速
自
動
車
国
道
管
理
施
設
｣
と
い
う
。)
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
建
設

大
臣
及
び
当
該
他
の
道
路
の
道
路
管
理
者

(道
路
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
管
理
者
を
い
う
。
以
下

同
じ
。)
は
、
第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
協
議
し
て
別
に
そ
の
管
理
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
建
設
大
臣
及
び
当
該
他
の
道
路
の
道
路
管
理
者

は
、
成
立
し
た
協
議
の
内
容
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(共
用
高
速
自
動
車
国
道
管
理
施
設
の
管
理
に
要
す
る
費
用
)

第
二
十
条
の
二

前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
国
の
負
担
す
べ
き
高
速
自
動
車
国
道
の
管
理
に
要
す
る
費
用
で
共
用

高
速
自
動
車
国
道
管
理
施
設
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
建
設
大
臣
及
び
他
の
道
路
の
道
路
管
理
者
は
、
協
議

し
て
そ
の
分
担
す
べ
き
金
額
及
び
そ
の
分
担
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(兼
用
工
作
物
の
費
用
)

第
二
十
一
条

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
の
負
担
す
べ
き
高
速
自
動
車
国
道
の
管
理
に
要
す
る
費
用
で
当

該
道
路
が
他
の
工
作
物
と
効
用
を
兼
ね
る
の
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
建
設
大
臣
は
、
他
の
工
作
物
の
管
理

者
と
協
議
し
て
そ
の
分
担
す
べ
き
金
額
及
び
分
担
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
･
3

略

第
二
十
六
条

高
速
自
動
車
国
道
を
損
壊
し
、
若
し
く
は
高
速
自
動
車
国
道
の
附
属
物
を
移
転
し
、
若
し
く
は
損
壊

し
て
高
速
自
動
車
国
道
の
効
用
を
害
し
、
又
は
高
速
自
動
車
国
道
に
お
け
る
交
通
に
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
者
は
、

(兼
用
工
作
物
の
費
用
)

第
二
十
一
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
の
負
担
す
べ
き
高
速
自
動
車
国
道
の
管
理
に
要
す
る
費
用
で
当
該
道

路
が
他
の
工
作
物
と
効
用
を
兼
ね
る
の
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
建
設
大
臣
は
、
他
の
工
作
物
の
管
理
者
と

協
議
し
て
そ
の
分
担
す
べ
き
金
額
及
び
分
担
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
･
3

略

第
二
十
六
条

高
速
自
動
車
国
道
を
損
壊
し
、
若
し
く
は
高
速
自
動
車
国
道
の
附
属
物
を
移
転
し
、
若
し
く
は
損
壊

し
て
高
速
自
動
車
国
道
の
効
用
を
害
し
、
又
は
高
速
自
動
車
国
道
に
お
け
る
交
通
に
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
者
は
、



五
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

2

略

第
二
十
八
条

過
失
に
よ
り
第
二
十
六
条
第
一
項
の
罪
を
犯
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
高
速

自
動
車
国
道
の
管
理
に
従
事
す
る
者
が
犯
し
た
と
き
は
、
一
年
以
下
の
禁
錮
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

第
二
十
九
条

第
十
四
条
第
二
項
又
は
第
三
項

(第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
る
建

設
大
臣
の
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路

監
理
員
が
し
た
第
十
四
条
第
二
項
又
は
第
三
項
(第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
命
令
に
違
反

し
た
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

第
三
十
条

第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
建
設
大
臣
の
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
監
理
員
が
し
た
第
十
八
条
の
命
令
に
違
反
し
た
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
と

す
る
。

第
三
十
一
条

第
十
四
条
第
一
項
(第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
違
反
し
て
建
築
物
等

を
建
築
し
、
又
は
設
け
た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

五
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

2

略

第
二
十
八
条

過
失
に
よ
り
第
二
十
六
条
第

一
項
の
罪
を
犯
し
た
者
は
、
二
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
高
速
自

動
車
国
道
の
管
理
に
従
事
す
る
者
が
犯
し
た
と
き
は
、
一
年
以
下
の
禁
錮
又
は
三
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
二
十
九
条

第
十
四
条
第
二
項
又
は
第
三
項

(第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
る
建

設
大
臣
の
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
監

理
員
が
し
た
第
十
四
条
第
二
項
又
は
第
三
項

(第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
命
令
に
違
反
し

た
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

第
三
十
条

第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
建
設
大
臣
の
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
三
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
第

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
監
理
員
が
し
た
第
十
八
条
の
命
令
に
違
反
し
た
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す

る
し0

第
三
十
一
条

第
十
四
条
第
一
項
(第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
違
反
し
て
建
築
物
等

を
建
築
し
、
又
は
設
け
た
者
は
、
一
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

改

正

後

○
道
路
整
備
特
別
措
置
法

(昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
)
(抄
)

改

正

前

(傍
線
部
分
は
改
正
部
分
)

(建
設
大
臣
の
権
限
の
代
行
)

第
六
条
の
二

日
本
道
路
公
団
は
、
第
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
高
速
自
動
車
国
道
を
新
設
し
、
若
し
く
は
改
築

す
る
場
合
又
は
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
高
速
自
動
車
国
道
の
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う
場
合
に
お
い
て

は
、
建
設
大
臣
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

略

二

高
速
自
動
車
国
道
法
第
七
条
の
二
第
一
項
又
は
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議

す
る
こ
と
。

三
-
十
九

略

留
略

3

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
日
本
道
路
公
団
が
高
速
自
動
車
国
道
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
建
設
大
臣
の
権
限
を
代

わ
っ
て
行
う
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
な
い
と
き
は
、
日
本
道
路
公
団
又
は
同
項
に

規
定
す
る
他
の
道
路
の
道
路
管
理
者

(当
該
他
の
道
路
が
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
団
等
の
管
理
す
る
一

般
国
道
等
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
団
等
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
、
単
に
｢道

路
管
理
者
｣
と
い
う
。)
は
、
当
該
道
路
管
理
者
が
建
設
大
臣
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
建
設
大
臣
に
裁
定
を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

4

建
設
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
づ
い
て
裁
定
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
日
本
道
路

(建
設
大
臣
の
権
限
の
代
行
)

第
六
条
の
二

日
本
道
路
公
団
は
、
第
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
高
速
自
動
車
国
道
を
新
設
し
、
若
し
く
は
改
築

す
る
場
合
又
は
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
高
速
自
動
車
国
道
の
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う
場
合
に
お
い
て

は
、
建
設
大
臣
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一
略

二

高
速
自
動
車
国
道
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
。

三
-
十
九

略

2

略



公
団
及
び
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
道
路
管
理
者
は
、
意

見
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
で
あ
る
道
路
管
理
者
に
あ
っ
て
は
そ
の
統
轄
す
る
都
道
府
県

の
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
他
の
道
路
管
理
者

(地
方
公
共
団
体
で
あ
る
も
の
に
限
る
。)
に
あ
っ
て
は
道
路
管
理
者

で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5

前
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が
裁
定
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
高
速
自
動
車
国
道
法
第
七
条
の
二
第
一
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
日
本
道
路
公
団
及
び
道
路
管
理
者
の
協
議
が
成
立
し
た
も
の
と
み
な
す
。

6

略
(R
本
道
路
公
団
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
)

第
七
条

日
本
道
路
公
団
は
、
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
道
路
を
新
設
し
、
又
は
改
築
す
る
場
合
、
第
四
条

の
規
定
に
よ
り
道
路
の
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う
場
合
又
は
第
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
道
路
の

維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
の
う

ち
次
に
掲
げ
る
も
の
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

略

二

道
路
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ

1ナ｣0

･

三
-
十
五

略

十
六

高
速
自
動
車
国
道
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
。

2
･
3

略

(共
用
管
理
施
設
等
の
管
理
に
要
す
る
費
用
)

第
十
九
条
の
二

前
条
の
規
定
に
よ
り
公
団
等
の
負
担
す
べ
き
道
路
の
管
理
に
関
す
る
費
用
で
、
道
路
法
第
十
九
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
共
用
管
理
施
設
又
は
高
速
自
動
車
国
道
法
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
共
用
高
速

自
動
車
国
道
管
理
施
設
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
団
等
及
び
道
路
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
又
は
高
速
自

動
車
国
道
法
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
他
の
道
路
の
道
路
管
理
者

(当
該
他
の
道
路
が
建
設
大
臣
の
管
理

す
る
高
速
自
動
車
国
道
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
建
設
大
臣
、
日
本
道
路
公
団
の
管
理
す
る
高
速
自
動
車
国
道
で

あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
ロ
本
道
路
公
団
、
公
団
等
の
管
理
す
る
一
般
国
道
等
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
公
団
等
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
、
単
に
｢道
路
管
理
者
｣
と
い
う
。)
は
、
協
議
し
て
そ
の
分
担
す
べ
き
金
額
及
び
分
担
の

方
法
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
公
団
等
又
は
道
路
管
理
者
は
、
当
該
道
路
管
理

者
が
建
設
大
臣
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
建
設
大
臣
に
裁
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

第
六
条
の
二
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
の
二
第

四
項
中

｢ロ
本
道
路
公
団
｣
と
あ
る
の
は

｢公
団
等
｣
と
、
｢都
道
府
県
の
議
会
に
諮
問
し
｣
と
あ
る
の
は
｢都
道

府
県
の
｣
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

4

第
二
項
及
び
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が
裁
定
を
し
た
場
合
に

お
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
公
団
等
及
び
道
路
管
理
者
の
協
議
が
成
立
し
た
も
の
と
み
な

略
(日
本
道
路
公
団
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
)

第
七
条

日
本
道
路
公
団
は
、
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
道
路
を
新
設
し
、
又
は
改
築
す
る
場
合
、
第
四
条

の
規
定
に
よ
り
道
路
の
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う
場
合
又
は
第
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
道
路
の

維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
の
う

ち
次
に
掲
げ
る
も
の
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

略

二

道
路
法
第
二
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
。

三
-
十
五

略

略

32 道行セ 96.6



す
。

(兼
用
工
作
物
の
費
用
)

第
二
十
条

第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
公
団
等
の
負
担
す
べ
き
道
路
の
管
理
に
関
す
る
費
用
で
、
当
該
道
路
が
他
の

工
作
物

(道
路
法
第
二
十
条
第

一
項
に
規
定
す
る
他
の
工
作
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。)
と
効
用

を
兼
ね
る
も
の
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
公
団
等
は
、
他
の
工
作
物
の
管
理
者
と
協
議
し
て
そ
の
分
担

す
べ
き
金
額
及
び
分
担
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
1
4

略

(道
路
法
及
び
高
速
自
動
車
国
道
法
の
適
用
)

第
三
十
条

略

2

前
項
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
道
路
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
他
の
道
路
が
日
本
道
路
公
団

の
管
理
す
る
高
速
自
動
車
国
道
又
は
公
団
等
の
管
理
す
る
一
般
国
道
等
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
法
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
中

｢共
用
管
理
施
設
関
係
道
路
管
理
者
｣
と
あ
る
の
は

｢道
路

管
理
者
及
び
他
の
道
路
を
管
理
す
る
道
路
整
備
特
別
措
置
法

(昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
)
第
九
条
第
一
項
に

規
定
す
る
公
団
等
｣
と
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
の
二
第
二
項
中

｢共
用
管
理
施
設
関

係
道
路
管
理
者
の
い
ず
れ
か
が
都
道
府
県
知
事
又
は
都
道
府
県
で
あ
る
と
き
は
建
設
大
臣
に
、
そ
の
他
の
と
き
は

都
道
府
県
知
事
｣
と
あ
る
の
は

｢建
設
大
臣
｣
と
す
る
。

3
･
4

略

5

前
項
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
高
速
自
動
車
国
道
法
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
他
の
道
路
が
公
団

等
の
管
理
す
る
一
般
国
道
等
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
二
十
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中

｢他
の
道
路
の
道
路
管
理
者
｣
と
あ
る
の
は
、
｢他
の
道
路
を
管
理
す
る
道
路
整
備
特
別
措
置
法
(昭
和
三
十
一
年

法
律
第
七
号
)
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
団
等
｣
と
す
る
。

6

前
二
項
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
高
速
自
動
車
国
道
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
が
あ
る
も
の
と

さ
れ
た
道
路
法
及
び
同
法
に
基
づ
べ
政
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め

ろ
↓0

　　

　

5

略
(兼
用
工
作
物
の
費
用
)

第
二
十
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
公
団
等
の
負
担
す
べ
き
道
路
の
管
理
に
関
す
る
費
用
で
、
当
該
道
路
が
他
の
工
作

物

(道
路
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
他
の
工
作
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。)
と
効
用
を
兼

ね
る
も
の
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
公
団
等
は
、
他
の
工
作
物
の
管
理
者
と
協
議
し
て
そ
の
分
担
す
べ

き
金
額
及
び
分
担
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
ー
4

略
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(道
路
法
及
び
高
速
自
動
車
国
道
法
の
適
用
)

第
三
十
条

略

2
･
3

略

4

前
項
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
高
速
自
動
車
国
道
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
が
あ
る
も
の
と
さ

れ
た
道
路
法
及
び
同
法
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
必
要
な
技
術
的
読
替
は
、
政
令
で
定
め
る
。

改

正

後

○
地
方
自
治
法

(昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
(抄
)

改

正

前

別
表
第
四

(第
百
四
十
八
条
、
第
百
八
十
条
の
八
、
第
百
八
十
六
条
、
第
二
百
二
条
の
二
関
係
)

一

略

二

市
町
村
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
務

(市
長
に
つ
い
て
は
、
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。)

別
表
第
四

(第
百
四
十
八
条
、
第
百
八
十
条
の
八
、
第
百
八
十
六
条
、
第
二
百
二
条
の
二
関
係
)

一
略

二

市
町
村
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
務

(市
長
に
つ
い
て
は
、
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。)

(傍
線
部
は
改
正
部
分
)



　
　
　　
　
　

　

個
*せ
叺わ
.亡
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
い
て
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
等
を
行
お
う
と
す
る
者
の
届
出
を
受
理
し
、
及
び
そ
の
届
出
に
係
る
行
為

に
関
し
設
計
の
変
更
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
執
る
こ
と
を
勧
告
す
る
等
の
事
務
を
行
う
こ
と
。

三
i
五

略

個
転げ
叺Iゆ
E↑;
~伍
廿
こ
略

B
i
四
十
八

略

個
叶
叺
ゆ
に
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
沿
道
整
備
計
画
区
域
内
に

お
い
て
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
等
を
行
お
う
と
す
る
者
の
届
出
を
受
理
し
、
及
び
そ
の
届
出
に
係
る
行
為
に

関
し
設
計
の
変
更
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
執
る
こ
と
を
勧
告
す
る
等
の
事
務
を
行
う
こ
と
。

三
-
五

略

個
hせ
叺Iゆ
E--
五
十
二
略

改

正

後

○
地
方
税
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
)
(抄
)

改

正

前

(傍
線
部
は
改
正
部
分
)

附

則

(不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
の
特
例
)

第
十
一
条

略

2
ー
姫

略

聡

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(昭
和
五
十
五
年
法
律
第
三
十
四
号
)
第
十
条
の
四
第

一
項
の
規
定

に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
沿
道
整
備
権
利
移
転
等
促
進
計
画
に
基
づ
き
同
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
沿
道
地
区

計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
行
っ
て
い
た
事
業
(当
該
公
告
が
あ
っ
た
時
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
に
限
る
。)

を
引
き
続
き
行
う
た
め
当
該
事
業
の
用
に
供
す
る
当
該
区
域
内
に
あ
る
土
地
を
取
得
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
土

地
(住
宅
の
用
に
供
す
る
も
の
を
除
く
。)
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
の
算
定
に
つ
い

て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
当
該
土
地
の
価
格
の
五
分
の
一

に
相
当
す
る
額
を
価
格
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

(特
別
土
地
保
有
税
の
非
課
税
)

第
三
十
一
条
の
二

略

2
1
4

略

5

市
町
村
は
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
い
て
事
業
を
行
っ
て
い
た
者
が
、
同
法
第
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
沿
道
整
備
権
利

移
転
等
促
進
計
画
に
基
づ
き
、
当
該
区
域
内
に
お
い
て
引
き
続
き
当
該
事
業

(当
該
公
告
が
あ
っ
た
時
に
当
該
事

業
を
行
っ
て
い
た
者
が
行
っ
て
い
た
も
の
に
限
る
。)を
行
う
た
め
当
該
事
業
の
用
に
供
す
る
当
該
区
域
内
に
あ
る

土
地
を
取
得
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
土
地
の
取
得
に
対
し
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
五
百
八
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
上
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る

特
別
土
地
保
有
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

6

略

7

第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
五
百
九
十
五
条
及
び
第
五
百
九
十
九
条
第
二

項
第
一
号
中

｢又
は
第
五
百
八
十
七
条
｣
と
あ
る
の
は

｢、
第
五
百
八
十
七
条
又
は
附
則
第
三
十
一
条
の
二
｣
と
、

附

則

(不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
の
特
例
)

第
十
一
条

略

2
ー
お

略

(特
別
土
地
保
有
税
の
非
課
税
)

第
三
十
一
条
の
二

略

2
-
4

略

5

略

6

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
五
百
九
十
五
条
及
び
第
五
百
九
十
九
条
第
二

項
第
一
号
中

｢又
は
第
五
百
八
十
七
条
｣
と
あ
る
の
は

｢、
第
五
百
八
十
七
条
又
は
附
則
第
三
十
一
条
の
二
｣
と
、
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第
六
百
一
条
第
一
項
中

｢第
五
百
八
十
六
条
第
三
項
の
規
定
｣
と
あ
る
の
は

｢第
五
百
八
十
六
条
第
二
項
又
は
附
則

第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
｣
と
、
第
六
百
二
十
六
条
中

｢第
六
百
一
条
か
ら
第
六
百
三

条
の
二
ま
で
｣と
あ
る
の
は
｢附
則
第
三
十
一
条
の
二
第
七
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
六
百
一
条
｣

と
す
る
。

8

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
特
別
土
地

保
有
税
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

(特
別
土
地
保
有
税
の
課
税
の
特
例
)

第
三
十
一
条
の
三

略

2
1
5

略

6

第
三
項
の
規
定
は
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
の
二
第

一
項
の
沿
道
整
備
推
進
機
構

が
同
法
第
十
三
条
の
三
第
三
号
に
規
定
す
る
業
務
の
用
に
供
す
る
土
地
に
対
し
て
課
す
る
平
成
九
年
度
か
ら
平
成

十
一
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
特
別
土
地
保
有
税
又
は
当
該
土
地
の
取
得
で
平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
さ

れ
た
も
の
に
対
し
て
課
す
る
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

7

第
五
百
八
十
六
条
第
四
項
の
規
定
は
、
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す

ハる
0

第
六
百
一
条
第
一
項
中

｢第
五
百
八
十
六
条
第
二
項
の
規
定
｣
と
あ
る
の
は

｢第
五
百
八
十
六
条
第
二
項
又
は
附
則

第
三
十
一
条
の
二
第

一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
｣
と
、
第
六
百
二
十
六
条
中

｢第
六
百
一
条
か
ら
第
六
百
三

条
の
二
ま
で
｣と
あ
る
の
は
｢附
則
第
三
十
一
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
六
百
一
条
｣

と
す
る
。

7

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
特
別
土
地

保
有
税
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

(特
別
土
地
保
有
税
の
課
税
の
特
例
)

第
三
十
一
条
の
三

略

2
ー
5

略

6

第
五
百
八
十
六
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

改

正

後

○
道
路
整
備
特
別
会
計
法

(昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
五
号
)
(抄
)

改

正

前

(歳
入
及
び
歳
出
)

第
三
条

こ
の
会
計
に
お
い
て
は
、
次
条
の
規
定
に
よ
り
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用
の
財

源
に
充
て
ら
れ
る
揮
発
油
税
の
収
入
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
、
道
路
法
第
四
十
九
条

若
し
く
は
第
五
十
条
第

一
項
、
第
二
項
本
文
若
し
く
は
第
三
項
、
道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律

(昭
和
二
十
三
年

法
律
第
二
百
八
十
二
号
)
第
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
、
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
三
十
八

年
法
律
第
八
十
一
号
)
第
二
十
二
条
第
一
項
、
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法

(昭
和
四
十

一
年
法
律
第
四
十
五
号
)第
十
条
第
一
項
、
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
(昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
三
十
一
号
)

第
六
条
第
五
項
又
は
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
)
第
二
十
二

条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
等
の
負
担
金

(以
下

｢地
方
負
担
金
｣
と
い
う
。)、
道

路
法
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三

項
若
し
く
は
第
六
十
二
条
、
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
一
条

又
は
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
七
条
第
一
項

(同
法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。)、
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
国
以
外
の
者
の
負
担
金
、
道
路
法
第
六

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が
徴
収
す
る
受
益
者
負
担
金
、
受
託
工
事
に
係
る
納
付
金
、
第
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
借
入
金
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法

(昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
)
第
八
条
の
三
第
一
項
、

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(昭
和
五
十
五
年
法
律
第
三
十
四
号
)
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第

(歳
入
及
び
歳
出
)

第
三
条

こ
の
会
計
に
お
い
て
は
、
次
条
の
規
定
に
よ
り
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用
の
財

源
に
充
て
ら
れ
る
揮
発
油
税
の
収
入
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
、
道
路
法
第
四
十
九
条

若
し
く
は
第
五
十
条
第
一
項
、
第
二
項
本
文
若
し
く
は
第
三
項
、
道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律

(昭
和
二
十
三
年

法
律
第
二
百
八
十
二
号
)
第
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
、
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
三
十
八

年
法
律
第
八
十
一
号
)
第
二
十
二
条
第
一
項
、
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法

(昭
和
四
十

一
年
法
律
第
四
十
五
号
)第
十
条
第
一
項
、
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
(昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
三
十
一
号
)

第
六
条
第
五
項
又
は
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
)
第
二
十
二

条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
等
の
負
担
金

(以
下

｢地
方
負
担
金
｣
と
い
う
。
)、
道

路
法
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三

項
若
し
く
は
第
六
十
二
条
、
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
一
条

又
は
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
七
条
第
一
項

(同
法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。)、
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
国
以
外
の
者
の
負
担
金
、
道
路
法
第
六

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が
徴
収
す
る
受
益
者
負
担
金
、
受
託
工
事
に
係
る
納
付
金
、
第
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
借
入
金
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法

(昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
)
第
八
条
の
三
第
一
項
、

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(昭
和
五
十
五
年
法
律
第
三
十
四
号
)
第
十
一
条
第
一
項
、
東
京
湾
横

(傍
線
部
は
改
正
部
分
)



十
三
条
の
四
第
一
項
、
東
京
湾
横
断
道
路
の
建
設
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
六
十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
)

第
三
条
第

一
項
又
は
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
)
第
五

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
償
還
金
及
び
附
属
雑
収
入
を
も
っ
て
そ
の
歳
入
と
し
、
道
路
整
備
事
業

(第

一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
整
備
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
に
要
す
る
費
用
、
附
帯
工
事
に
要
す
る
費
用
及

び
受
託
工
事
に
要
す
る
費
用

(こ
れ
ら
の
事
業
及
び
工
事
の
う
ち
国
が
北
海
道
又
は
沖
縄
県
で
行
う
も
の
に
係
る

職
員
の
給
与
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
工
事
事
務
費
そ
の
他
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
へ
の
繰
入

金
に
相
当
す
る
費
用
を
除
く
。)、
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
借
入
金
の
償
還
金
及
び
利
子
、
第
五
条
第

一
項

の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金
並
び
に
附
属
諸
費
を
も
っ
て
そ
の
歳
出
と
す
る
。

(傍
線
部
は
改
正
部
分
)

断
道
路
の
建
設
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
六
十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
)
第
三
条
第
一
項
又
は
民
間
都
市
開

発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
)
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金

の
償
還
金
及
び
附
属
雑
収
入
を
も
っ
て
そ
の
歳
入
と
し
、
道
路
整
備
事
業

(第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
整

備
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
に
要
す
る
費
用
、
附
帯
工
事
に
要
す
る
費
用
及
び
受
託
工
事
に
要
す
る
費
用
(こ

れ
ら
の
事
業
及
び
工
事
の
う
ち
国
が
北
海
道
又
は
沖
縄
県
で
行
う
も
の
に
係
る
職
員
の
給
与
に
要
す
る
費
用
そ
の

他
の
工
事
事
務
費
そ
の
他
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金
に
相
当
す
る
費
用
を
除
く
。)、

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
借
入
金
の
償
還
金
及
び
利
子
、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
へ
の
繰

入
金
並
び
に
附
属
諸
費
を
も
っ
て
そ
の
歳
出
と
す
る
。

改

正

後

○
都
市
計
画
法

(昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
)
(抄
)

改

正

前

(地
区
計
画
等
)

第
十
二
条
の
四

都
市
計
画
に
は
、
当
該
都
市
計
画
区
域
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
計
画
で
必
要
な
も
の
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

一
-
三

略

四

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(昭
和
五
十
五
年
法
律
第
三
十
四
号
)
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
沿
道
地
区
計
画

五

略

2

略(再
開
発
地
区
計
画
等
に
つ
い
て
都
市
計
画
に
定
め
る
べ
き
事
項
)

第
十
二
条
の
七

再
開
発
地
区
計
画
、
沿
道
地
区
計
画
及
び
集
落
地
区
計
画
に
つ
い
て
都
市
計
画
に
定
め
る
べ
き
事

項
は
、
第
十
二
条
の
四
第
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
別
に
法
律
で
定
め
る
。

(都
市
計
画
基
準
)

第
十
三
条

都
市
計
画
は
、
全
国
総
合
開
発
計
画
、
首
都
圏
整
備
計
画
、
近
畿
圏
整
備
計
画
、
中
部
圏
開
発
整
備
計

画
、
北
海
道
総
合
開
発
計
画
、
沖
縄
振
興
開
発
計
画
、
地
方
総
合
開
発
計
画
、
都
府
県
総
合
開
発
計
画
そ
の
他
の

国
土
計
画
又
は
地
方
計
画
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
計
画
及
び
道
路
、
河
川
、
鉄
道
、
港
湾
、
空
港
等
の
施
設
に

関
す
る
国
の
計
画
に
適
合
す
る
と
と
も
に
、
当
該
都
市
の
特
質
を
考
慮
し
て
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、

土
地
利
用
、
都
市
施
設
の
整
備
及
び
市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
事
項
で
当
該
都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る

整
備
を
図
る
た
め
必
要
な
も
の
を
、
一
体
的
か
つ
総
合
的
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
都
市
に
つ
い
て
公
害
防
止
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
都
市
計
画
は
、
当
該
公
害
防
止
計
画
に
適
合

し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
-
十
一

略

十
二

沿
道
地
区
計
画
は
、
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
適
正
か
つ
合
理
的
な

(地
区
計
画
等
)

第
十
二
条
の
四

都
市
計
画
に
は
、
当
該
都
市
計
画
区
域
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
計
画
で
必
要
な
も
の
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

一
-
三

略

四

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(昭
和
五
十
五
年
法
律
第
三
十
四
号
)
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
沿
道
整
備
計
画

五

略

2

略(再
開
発
地
区
計
画
等
に
つ
い
て
都
市
計
画
に
定
め
る
べ
き
事
項
)

第
十
二
条
の
七

再
開
発
地
区
計
画
、
沿
道
整
備
計
画
及
び
集
落
地
区
計
画
に
つ
い
て
都
市
計
画
に
定
め
る
べ
き
事

項
は
、
第
十
二
条
の
四
第
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
別
に
法
律
で
定
め
る
。

(都
市
計
画
基
準
)

第
十
三
条

都
市
計
画
は
、
全
国
総
合
開
発
計
画
、
首
都
圏
整
備
計
画
、
近
畿
圏
整
備
計
画
、
中
部
圏
開
発
整
備
計

画
、
北
海
道
総
合
開
発
計
画
、
沖
縄
振
興
開
発
計
画
、
地
方
総
合
開
発
計
画
、
都
府
県
総
合
開
発
計
画
そ
の
他
の

国
土
計
画
又
は
地
方
計
画
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
計
画
及
び
道
路
、
河
川
、
鉄
道
、
港
湾
、
空
港
等
の
施
設
に

関
す
る
国
の
計
画
に
適
合
す
る
と
と
も
に
、
当
該
都
市
の
特
質
を
考
慮
し
て
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、

土
地
利
用
、
都
市
施
設
の
整
備
及
び
市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
事
項
で
当
該
都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る

整
備
を
図
る
た
め
必
要
な
も
の
を
、
一
体
的
か
つ
総
合
的
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
都
市
に
つ
い
て
公
害
防
止
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
都
市
計
画
は
、
当
該
公
害
防
止
計
画
に
適
合

し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
-
十
一

略

十
二

沿
道
整
備
計
画
は
、
道
路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
適
正
か
つ
合
理
的
な



土
地
利
用
が
回
ら
れ
る
よ
う
に
定
め
る
こ
と
。

十
三
･
十
四

略

2

略

3

市
街
化
区
域
、
市
街
化
調
整
区
域
、
第
八
条
第
一
項
第
八
号
及
び
第
十
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
地
域

地
区
、
促
進
区
域
、
被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
、
流
通
業
務
団
地
、
市
街
地
開
発
事
業
、
市
街
地
開
発
事
業
等

予
定
区
域

(第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。)、
再
開
発
地
区
計
画
、
沿
道

地
区
計
画
並
び
に
集
落
地
区
計
画
に
関
す
る
都
市
計
画
の
策
定
に
関
し
必
要
な
基
準
は
、
第
二
項
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
別
に
法
律
で
定
め
る
。

4
･
5

略

(都
市
計
画
の
図
書
)

第
十
四
条

略

2

計
画
図
及
び
計
画
書
に
お
け
る
市
街
化
区
域
の
区
域
、
地
域
地
区
の
区
域
、
促
進
区
域
の
区
域
、
遊
休
土
地
転

換
利
用
促
進
地
区
の
区
域
、
被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
の
区
域
、
都
市
計
画
施
設
の
区
域
、
市
街
地
開
発
事
業

の
施
行
区
域
、
市
街
地
開
発
事
業
等
予
定
区
域
の
区
域
、
地
区
計
画
の
区
域

(地
区
計
画
の
区
域
の
一
部
に
つ
い

て
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
地
区
計
画
の
区
域
及
び
地
区
整
備
計
画
の
区
域
)、
住
宅
地
高
度

利
用
地
区
計
画
の
区
域

(住
宅
地
高
度
利
用
地
区
計
画
の
区
域
の
一
部
に
つ
い
て
住
宅
地
高
度
利
用
地
区
整
備
計

画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
住
宅
地
高
度
利
用
地
区
計
画
の
区
域
及
び
住
宅
地
高
度
利
用
地
区
整
備
計
画
の

区
域
)、
再
開
発
地
区
計
画
の
区
域

(再
開
発
地
区
計
画
の
区
域
の
一
部
に
つ
い
て
再
開
発
地
区
整
備
計
画

(都
市

再
開
発
法
第
七
条
の
八
の
二
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
再
開
発
地
区
整
備
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
頃
及
び

第
三
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。)が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
再
開
発
地
区
計
画
の
区
域
及
び
再
開
発
地

区
整
備
計
画
の
区
域
)、
沿
道
地
区
計
画
の
区
域
(沿
道
地
区
計
画
の
区
域
の
一
部
に
つ
い
て
沿
道
地
区
整
備
計
画

(幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
沿
道
地
区
整
備
計
画
を
い
う
。
以
下

こ
の
項
及
び
第
三
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。)が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
沿
道
地
区
計
画
の
区
域
及
び

沿
道
地
区
整
備
計
画
の
区
域
)
及
び
集
落
地
区
計
画
の
区
域

(集
落
地
区
計
画
の
区
域
の
一
部
に
つ
い
て
集
落
地

区
整
備
計
画
(集
落
地
域
整
備
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
集
落
地
区
整
備
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
が

定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
集
落
地
区
計
画
の
区
域
及
び
集
落
地
区
整
備
計
画
の
区
域
),
の
表
示
は
、
土
地
に
関

し
権
利
を
有
す
る
者
が
自
己
の
権
利
に
係
る
土
地
が
こ
れ
ら
の
区
域
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
を
容
易
に
判
断
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(開
発
許
可
の
基
準
)

第
三
十
三
条

都
道
府
県
知
事
は
、
開
発
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
開
発
行
為
が
、

次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
申
請
の
手
続
が
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の

規
定
に
違
反
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
開
発
許
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
-
凹

略

五

当
該
申
請
に
係
る
開
発
区
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
地
区
計
画
等

(地
区
計
画
、
沿
道
地
区
計
画
又
は
集
落
地

土
地
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
定
め
る
こ
と
。

十
三
･
十
四

略

2

略

3

市
街
化
区
域
、
市
街
化
調
整
区
域
、
第
八
条
第
一
項
第
八
号
及
び
第
十
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
地
域

地
区
、
促
進
区
域
、
被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
、
流
通
業
務
団
地
、
市
街
地
開
発
事
業
、
市
街
地
開
発
事
業
等

予
定
区
域

(第
十
二
条
の
二
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。)、
再
開
発
地
区
計
画
、
沿
道

整
備
計
画
並
び
に
集
落
地
区
計
画
に
関
す
る
都
市
計
画
の
策
定
に
関
し
必
要
な
基
準
は
、
第
二
項
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
別
に
法
律
で
定
め
る
。

4
･
5

略

(都
市
計
画
の
図
書
)

第
十
四
条

略

2

計
画
図
及
び
計
画
書
に
お
け
る
市
街
化
区
域
の
区
域
、
地
域
地
区
の
区
域
、
促
進
区
域
の
区
域
、
遊
休
土
地
転

換
利
用
促
進
地
区
の
区
域
、
被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
の
区
域
、
都
市
計
画
施
設
の
区
域
、
市
街
地
開
発
事
業

の
施
行
区
域
、
市
街
地
開
発
事
業
等
予
定
区
域
の
区
域
、
地
区
計
画
の
区
域

(地
区
計
画
の
区
域
の
一
部
に
つ
い

て
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
地
区
計
画
の
区
域
及
び
地
区
整
備
計
画
の
区
域
)、
住
宅
地
高
度

利
用
地
区
計
画
の
区
域

(住
宅
地
高
度
利
用
地
区
計
画
の
区
域
の
一
部
に
つ
い
て
住
宅
地
高
度
利
用
地
区
整
備
計

画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
住
宅
地
高
度
利
用
地
区
計
画
の
区
域
及
び
住
宅
地
高
度
利
用
地
区
整
備
計
画
の

区
域
)、
再
開
発
地
区
計
画
の
区
域
(再
開
発
地
区
計
画
の
区
域
の
一
部
に
つ
い
て
再
開
発
地
区
整
備
計
画

(都
市

再
開
発
法
第
七
条
の
八
の
二
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
再
開
発
地
区
整
備
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び

第
三
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。)が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
再
開
発
地
区
計
画
の
区
域
及
び
再
開
発
地

区
整
備
計
画
の
区
域
)、
沿
道
整
備
計
画
の
区
域
及
び
集
落
地
区
計
画
の
区
域
(集
落
地
区
計
画
の
区
域
の
一
部
に

つ
い
て
集
落
地
区
整
備
計
画

(集
落
地
域
整
備
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
集
落
地
区
整
備
計
画
を
い
う
。

以
下
同
じ
。)
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
集
落
地
区
計
画
の
区
域
及
び
集
落
地
区
整
備
計
画
の
区
域
)
の
表
示

は
、
土
地
に
関
し
権
利
を
有
す
る
者
が
自
己
の
権
利
に
係
る
土
地
が
こ
れ
ら
の
区
域
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
を
容

易
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1浦たテセ 96 6 27

(開
発
許
可
の
基
準
)

第
三
十
三
条

都
道
府
県
知
事
は
、
開
発
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
開
発
行
為
が
、

次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
申
請
の
手
続
が
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の

規
定
に
違
反
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
開
発
許
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
-
四

略

五

当
該
申
請
に
係
る
開
発
区
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
地
区
計
画
等

(地
区
計
画
又
は
集
落
地
区
計
画
に
あ
っ
て



(建
築
行
為
等
の
制
限
等
)

第
七
条

略

2

略

3

第
一
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
告
示
、
公
告
等
が
あ
っ
た
日
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

区
域
又
は
地
区
内
に
お
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

一
ー
四

略

五

都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
沿
道
地
区
計
画
に
関
す
る
都
市
計
画
に
つ
い
て
の
告

示

当
該
告
示
に
係
る
沿
道
地
区
計
画
の
区
域
の
う
ち
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(昭
和
五

十
五
年
法
律
第
三
十
四
号
)
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
沿
道
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
た
区
域

六
ー
八

略

改

正

後

(建
築
行
為
等
の
制
限
等
)

第
七
条

略

2

略

3

第
一
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
告
示
、
公
告
等
が
あ
っ
た
日
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

区
域
又
は
地
区
内
に
お
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

一
-
四

略

五

都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
沿
道
整
備
計
画
に
関
す
る
都
市
計
画
に
つ
い
て
の
告

示

当
該
告
示
に
係
る
沿
道
整
備
計
画
の
区
域

ムハ
ー
八

略

4
1
7

略

改

正

前

○
被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法

(平
成
七
年
法
律
第
十
四
号
)
(抄
)

区
計
画
に
あ
っ
て
は
当
該
土
地
に
つ
い
て
の
地
区
整
備
計
画
、
沿
道
地
区
整
備
計
画
又
は
集
落
地
区
整
備
計
画

が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
り
、
住
宅
地
高
度
利
用
地
区
計
画
又
は
再
開
発
地
区
計
画
に
あ
っ
て
は
第
十
二

条
の
六
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
設
の
配
置
及
び
規
模
若
し
く
は
当
該
土
地
に
つ
い
て
の
住
宅
地
高
度
利

用
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
又
は
都
市
再
開
発
法
第
七
条
の
八
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す

る
施
設
の
配
置
及
び
規
模
若
し
く
は
当
該
土
地
に
つ
い
て
の
再
開
発
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

に
限
る
。)が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
予
定
建
築
物
等
の
用
途
又
は
開
発
行
為
の
設
計
が
当
該
地
区
計
画
等

に
定
め
ら
れ
た
内
容
に
即
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

六
-
十
四

略

2
ー
4

略

(傍
線
部
は
改
正
部
分
)

は
当
該
土
地
に
つ
い
て
の
地
区
整
備
計
画
又
は
集
落
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
り
、
住
宅

地
高
度
利
用
地
区
計
画
又
は
再
開
発
地
区
計
画
に
あ
っ
て
は
第
十
二
条
の
六
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
設

の
配
置
及
び
規
模
若
し
く
は
当
該
土
地
に
つ
い
て
の
住
宅
地
高
度
利
用
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も

の
又
は
都
市
再
開
発
法
第
七
条
の
八
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
設
の
配
置
及
び
規
模
若
し
く
は
当
該

土
地
に
つ
い
て
の
再
開
発
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。)が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、

予
定
建
築
物
等
の
用
途
又
は
開
発
行
為
の
設
計
が
当
該
地
区
計
画
等
に
定
め
ら
れ
た
内
容
に
即
し
て
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
。

六
-
十
四

略

2
ー
4

略



沿
道
法
改
正

･
関
連
記
事

道
路
楽
通
公
害
対
策
関
係
省
庁
連
絡
会
議

-
-
-平
成
七
年

三

一月

一
目
と
り
ま
と
め
-!
-
-

井

熊

亨

平
成
七
年
七
月
七
日

｢国
道
四
三
号
･
阪
神
高
速
道
路

騒
音
排
気
ガ
ス
規
制
等
請
求
事
件
｣
に
関
す
る
最
高
裁
判

決
に
お
い
て
、
兵
庫
県
内
の
国
道
四
三
号
及
び
阪
神
高
速

神
戸
線
に
係
る
道
路
交
通
騒
音
等
に
よ
る
生
活
妨
害
に
つ

い
て
、
国
と
阪
神
高
速
道
路
公
団
の
賠
償
責
任
が
認
め
ら

れ
た
。

同
年
同
月
二
六
日
に
国
道
四
三
号
沿
道
環
境
施
策
に
係

る
関
係
省
庁
局
長
会
議

(警
察
庁
、
環
境
庁
、
通
商
産
業

省
、
運
輸
省
及
び
建
設
省
)
に
お
い
て
五
省
庁
の
協
力
を

確
認
し
、
具
体
的
な
施
策
の
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て
は
、

｢道
路
交
通
公
害
対
策
関
係
省
庁
連
絡
会
議
｣で
討
議
を
行

う
こ
と
と
し
、
同
年
八
月
三
〇
日

｢国
道
四
三
号
及
び
阪

神
高
速
神
戸
線
に
係
る
道
路
交
通
騒
音
対
策
｣
を
と
り
ま

と
め
、
同
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
騒
音
対
策
の
枠
組
み

を
示
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
地
元
で
は
兵
庫
県
を
始
め
と
す
る
関

係
自
治
体
及
び
近
畿
地
方
建
設
局
等
の
国
の
出
先
機
関
で

構
成
さ
れ
る

｢国
道
四
三
号
･
阪
神
高
速
神
戸
線
環
境
対

策
連
絡
会
議
｣
に
お
い
て
、
施
策
の
詳
細
な
検
討
及
び
各

施
策
を
総
合
し
た
効
果
に
関
す
る
評
価
を
行
い
、
同
年
一

一
月
一
五
日
に
そ
の
成
果
を
中
間
的
に

｢国
道
四
三
号
及

び
阪
神
高
速
神
戸
線
に
係
る
環
境
対
策
の
検
討
状
況
に
つ

い
て
(中
間
と
り
ま
と
め
)｣
を
と
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

全
国
的
に
み
て
も
道
路
交
通
騒
音
の
環
境
基
準
の
非
達

成
測
定
点
が
多
く
存
在
し
、
特
に
都
市
部
の
幹
線
道
路
沿

道
に
お
い
て
騒
音
規
制
法
に
基
づ
く
要
請
限
度
を
も
超
過

す
る
道
路
交
通
騒
音
が
生
じ
て
い
る
地
点
も
存
在
す
る
等

深
刻
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、
地
域
の
土
地
利
用
、
交
通

特
性
等
か
ら
見
て
同
地
域
と
同
様
に
対
策
の
早
期
実
施
が

求
め
ら
れ
る
地
域
が
存
在
す
る
。

こ
の
た
め
、
関
係
省
庁
が
一
致
協
力
し
て
、
(自
動
車
単

体
規
制
の
推
進
等
の
)自
動
車
単
体
対
策
、
(遮
音
壁
の
設

置
等
の
)道
路
構
造
対
策
、
(交
通
規
制
、
指
導
取
締
り
等

の
)交
通
流
対
策
、
(幹
線
道
路
沿
道
に
適
合
し
た
土
地
利

用
の
誘
導
等
の
)
沿
道
対
策
等
の
総
合
的
な
施
策
を
推
進

し
、
よ
り
よ
い
沿
道
環
境
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
、
関
係
省
庁
に
お
い
て
は
、
相
互
の
連
携
を
更
に

強
化
し
て
、
道
路
交
通
騒
音
が
深
刻
な
地
域
に
お
け
る
対

策
に
取
組
む
と
と
も
に
、
地
域
の
施
策
実
施
主
体
が
相
互

に
連
携
し
て
対
策
に
取
組
む
こ
と
を
支
援
し
て
い
く
。
ま

た
国
道
四
三
号
及
び
阪
神
高
速
神
戸
線
に
係
る
道
路
交
通

騒
音
対
策
の
具
体
的
施
策
、
効
果
の
試
算
及
び
対
策
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
関
係
省
庁
会
議
に
お
い
て
適
宜
報
告

を
受
け
、
必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

　
　



功

特
殊
吸
音
体
を
備
え
た
遮
音
壁
や
、
美
観
に

優
れ
た
遮
音
壁
等
の
技
術
開
発
を
推
進
。

り

連
続
桁
の
採
用
及
び
既
設
桁
の
連
結
。

れ

二
層
構
造
の
道
路
に
お
い
て
は
、
裏
面
吸
音

板
の
設
置
等
を
行
う
。

②

発
生
交
通
量
の
低
減
の
推
進

①

物
流
対
策
の
推
進

運
輸
事
業
者
等
の
民
間
事
業
者
に
対
し
て
、
物

流
の
合
理
化
、
運
転
マ
ナ
ー
の
向
上
等
に
関
す
る

指
導
の
強
化
を
行
う
と
と
も
に
、
物
流
拠
点
の
整

備
等
を
推
進
す
る
。

②

人
流
対
策
の
推
進

公
共
交
通
機
関

(鉄
道
･
バ
ス
)
の
整
備
の
促

進
、
交
通
結
節
点
の
整
備
に
よ
る
公
共
交
通
機
関

の
利
用
促
進
。

③

交
通
対
策
の
推
進

①

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
る
交
通
流
の

分
散沿

道
環
境
保
全
に
配
慮
し
つ
つ
、
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
定

の
道
路
へ
の
交
通
の
集
中
に
よ
る
騒
音
問
題
を
緩

和
す
る
た
め
、
交
通
流
の
適
切
な
分
散
を
図
る
。

②

交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
等
に
よ
る
交
通

流
の
分
散

③

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
適
切
な
情
報
提
供
の
推
進

新
世
代
の
道
路
交
通
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
で
あ

｢道
路
交
通
騒
音
の
深
刻
な
地
域
に
お
け
る

対
策
の
実
施
方
針
に
つ
い
て
｣
概
要

平
成
七
年
一
二
月
一
日

道
路
交
通
公
害
対
策
関
係
省
庁
連
絡
会
議

1

本
と
り
ま
と
め
の
趣
旨

国
道
四
三
号
及
び
阪
神
高
速
神
戸
線
関
係
地
域
と
同
様

に
道
路
交
通
騒
音
が
深
刻
で
あ
り
、
対
策
の
早
期
実
施
が

求
め
ら
れ
る
地
域
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
既
存
の
幹
線

道
路
で
道
路
交
通
騒
音
が
深
刻
な
地
域
に
お
い
て
想
定
さ

れ
る
施
策
を
具
体
的
に
示
し
た
も
の
。

2

道
路
交
通
騒
音
が
深
刻
な
地
域
に
お
け
る
対
策
の
基

本
的
考
え
方

ゆ

道
路
交
通
騒
音
が
深
刻
な
地
域
に
お
い
て
は
、
可

能
な
限
り
道
路
構
造
対
策
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
加
え
て
、
交
通
流
対
策
、
沿
道
対
策
を
含
め

た
総
合
的
対
策
が
必
要
。

②

交
通
や
沿
道
の
状
況
が
地
域
に
よ
り
様
々
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
レ
ベ
ル
で
関
連
主
体
が
協
力
し
、

道
路
交
通
騒
音
の
深
刻
な
地
域
に
つ
い
て
総
合
的
な

施
策
方
針
を
立
て
、
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
。

3

道
路
交
通
騒
音
が
深
刻
な
地
域
に
お
け
る
具
体
的
な

道
路
交
通
騒
音
対
策

○

道
路
構
造
対
策
の
推
進

①

平
面
構
造
の
道
路
に
お
け
る
対
策

の

騒
音
の
観
点
に
加
え
て
、
沿
道
利
用
、
景
観

等
総
合
的
な
観
点
か
ら
地
域
の
意
向
を
踏
ま
え

つ
つ
、
遮
音
壁
の
設
置
を
推
進
。

截

通
常
の
遮
音
壁
が
設
置
で
き
な
い
地
域
に
お

い
て
も
低
層
の
遮
音
壁
や
低
騒
音
舗
装
の
敷
設

等
可
能
な
限
り
の
対
策
を
実
施
。

の

低
騒
音
舗
装
や
、
美
観
の
優
れ
た
遮
音
壁
等

の
技
術
開
発
を
推
進
。

②

高
架
の
道
路
に
お
け
る
対
策

の

騒
音
の
観
点
に
加
え
て
景
観
等
総
合
的
な
観

点
か
ら
地
域
の
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
遮
音
壁
の

設
置
を
推
進
。

"

低
騒
音
舗
装
の
敷
設
を
推
進
。



る
V
I
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(道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)

の
早
期
実
現
化
等
。

④

交
通
流
の
総
合
的
誘
導
措
置
の
検
討

運
転
者
へ
の
経
路
選
択
情
報
の
提
供
及
び
適
切

な
交
通
規
制
等
と
の
組
み
合
わ
せ
の
下
で
、
総
合

的
観
点
か
ら
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
等
の
交
通
流

の
誘
導
措
置
を
検
討
す
る
。

⑤

交
差
点
等
で
の
交
通
渋
滞
の
解
消

信
号
制
御
機
能
の
高
度
化
(②
の
施
策
)、
交
差

点
改
良

(右
折
専
用
レ
ー
ン
の
設
置
等
)
及
び
立

,体
交
差
化

⑥

交
通
規
制
及
び
交
通
指
導
取
締
り

速
度
違
反
取
締
り
等
の
強
化
及
び
速
度
違
反
自

動
取
締
装
置
の
増
設
、
減
速
を
促
す
標
識
･
標
示

の
設
置
･
改
良
、
高
速
走
行
抑
止
シ
ス
テ
ム
の
増

設
、
大
型
自
動
車
の
通
行
規
制
等
の
検
討

@

沿
道
対
策
等
の
推
進

①

幹
線
道
路
沿
道
に
適
合
し
た
土
地
利
用
の
誘
導

②

都
市
構
造
の
転
換

倦

自
動
車
単
体
対
策
の
強
化

①

自
動
車
単
体
規
制
の
可
能
な
限
り
の
前
倒
し
の

実
施

･

②

技
術
開
発
の
推
進

③

自
動
車
単
体
規
制
の
更
な
る
強
化
の
検
討

◎

低
公
害
車
の
普
及
促
進

の

自
動
車
公
害
防
止
計
画
の
策
定
に
対
す
る
支
援

倦

自
動
車
N
0
,法
の
総
量
削
減
計
画
の
円
滑
な
実

施
③

･普
及
啓
発
活
動
の
推
進

⑩

そ
の
他

①

道
路
交
通
騒
音
の
測
定
の
充
実

②

騒
音
評
価
手
法
の
再
検
討

4

今
後
の
取
組
み

関
係
省
庁
は
、
3
に
示
し
た
よ
う
に
地
域
的
取
組
み
を

支
援
し
て
い
く
ほ
か
、
今
後
と
も
本
連
絡
会
議
等
の
場
に

お
い
て
相
互
に
密
接
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
本
と
り
ま
と

め
に
盛
ら
れ
た
道
路
交
通
騒
音
対
策
を
着
実
に
実
施
し
て

い

。

(道
路
局
道
路
環
境
課
)



沿
道
法
改
正

･
関
連
記
事

道
路
楽
通
騒
音
対
策

道
路
審
議
会
環
境
部
会
平
成
八
年

一
月
と
り
ま
と
め

勝

見

康

生

は
じ
め
に

道
路
審
議
会
は
、
平
成
七
年
九
月
二
一
日
、
建
設
大
臣

か
ら

｢今
後
の
道
路
環
境
政
策
の
あ
り
方
｣
に
つ
い
て
諮

問
さ
れ
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
環
境
部
会
が
審
議
に
当
た

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

環
境
部
会
に
お
い
て
は
、
地
球
環
境
、
自
然
環
境
、
生

活
環
境
な
ど
の
視
点
か
ら
の
長
期
的
か
つ
総
合
的
な
道
路

環
境
施
策
の
確
立
に
つ
い
て
御
議
論
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な

っ
て
い
る
が
、
今
般
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
う
ち
特
に

緊
急
な
対
応
が
必
要
な
道
路
交
通
騒
音
に
つ
い
て
の
施
策

を
中
心
に
、

･
長
期
的
か
つ
体
系
的
な
施
策
を
踏
ま
え
た
、
当
面
の

緊
急
に
講
ず
べ
き
施
策
の
重
点
的
な
実
施

･
道
路
管
理
者
、
地
方
公
共
団
体
等
の
適
切
な
役
割
分

担
の
実
現
と
そ
れ
を
支
え
る
都
市
住
民
の
意
識
の
あ

り
方

等
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
が
平

成
八
年
一
月
二
六
日
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
･0以

下
、
こ
の
と
り
ま
と
め
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ
る
こ

と
と
す
る
。

一

騒
音
問
題
の
現
況
と
解
決
の
視
点

1

騒
音
問
題
の
概
況

◎

騒
音
問
題
の
現
状

環
境
問
題
に
は
、
地
球
規
模
の
空
間
的
な
広
が
り
や
将

来
の
世
代
に
わ
た
る
時
間
的
広
が
り
を
も
つ
課
題
が
あ
る

一
方
、
通
常
の
経
済
活
動
や
国
民
生
活
一
般
に
起
因
す
る

都
市
生
活
型
の
課
題
も
あ
る
。

な
か
で
も
、
騒
音
問
題
は
、
最
も
日
常
生
活
に
関
係
の

深
い
環
境
問
題
と
し
て
、
公
害
に
関
す
る
苦
情
件
数
の
う

ち
で
も
最
も
多
く
を
占
め
て
い
る
。

騒
音
の
発
生
源
は
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
例
年
そ
の
苦

情
件
数
は
、
工
場
･
事
業
場
騒
音
が
最
も
多
く
、
建
設
作

業
騒
音
、
深
夜
営
業
騒
音
が
そ
れ
に
次
い
で
い
る
。
近
年

の
苦
情
件
数
の
推
移
を
み
る
と
、
長
期
的
に
は
減
少
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
道
路
交
通
騒
音
に
つ
い
て
は
、
家
庭
生

活
騒
音
と
同
様
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。

⑭

最
高
裁
判
決
と
道
路
交
通
騒
音
問
題

国
道
四
三
号
訴
訟
は
、
昭
和
五
一
年
に
、
兵
庫
県
下
の

国
道
四
三
号
沿
道
住
民
が
、
国
及
び
阪
神
高
速
道
路
公
団

に
対
し
、
一
定
量
を
超
え
る
騒
音
及
び
二
酸
化
窒
素
を
居

住
地
内
に
侵
入
さ
せ
る
こ
と
の
差
止
並
び
に
損
害
賠
償
を

求
め
た
も
の
で
あ
る
。



第
一
審
は
、
昭
和
六
一
年
に
判
決
が
下
さ
れ
、
差
し
止

め
請
求
に
つ
い
て
は
却
下
、
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は

一
部
容
認
さ
れ
た
。

控
訴
審
は
、
平
成
四
年
に
判
決
が
下
さ
れ
、
差
し
止
め

請
求
に
つ
い
て
は
棄
却
さ
れ
、
損
害
賠
償
請
求
の
う
ち
身

体
的
被
害
に
つ
い
て
は
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
騒
音
“

デ
シ
ベ
ル

(道
路
か
ら
二
0
m
以
内
は
卸
デ
シ
ベ
ル
)
以

上
の
原
告
に
つ
い
て
は
騒
音
に
よ
る
生
活
妨
害
が
、
ま
た

道
路
か
ら
二
0
m
以
内
の
原
告
に
つ
い
て
は
騒
音
問
題
と

併
せ
て
浮
遊
粒
子
状
物
資
に
よ
る
生
活
妨
害
が
認
定
さ
れ

た
。
な
お
、
将
来
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
は
却
下
さ
れ

た
。原

告
、
被
告
双
方
が
上
告
し
て
い
た
が
、
平
成
七
年
七

月
七
日
の
最
高
裁
判
決
に
お
い
て
双
方
の
上
告
が
棄
却
さ

れ
、
控
訴
審
判
決
の
内
容
が
確
定
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、

地
域
の
状
況
に
応
じ
た
道
路
交
通
騒
音
対
策
の
実
施
と
施

策
の
充
実
が
緊
急
の
課
題
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2

道
路
交
通
騒
音
問
題
の
解
決
の
視
点

の

環
境
と
調
和
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現

騒
音
問
題
は
、
現
在
の
社
会
シ
ス
テ
ム
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
付
随
し
て
発
生
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
解
決
に

向
け
て
は
、
車
社
会
及
び
我
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
あ

り
方
、
環
境
に
対
す
る
負
荷
と
負
担
の
検
討
等
、
幅
広
い

分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

②

施
策
の
総
合
性

例
え
ば
遮
音
壁
に
つ
い
て
も
沿
道
利
用
と
調
整
し
つ
つ

設
置
す
る
必
要
が
あ
り
、
交
通
規
制
に
つ
い
て
も
、
渋
滞

や
迂
回
交
通
に
よ
る
他
の
道
路
の
道
路
交
通
騒
音
問
題
の

原
因
と
な
ら
な
い
よ
う
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
道

路
側
の
対
策
の
み
で
十
分
な
効
果
を
求
め
る
こ
と
は
難
し

い
面
が
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
問
題
の
根
本
的
な
解
決
の

た
め
に
は
総
合
的
な
対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

③

技
術
開
発

技
術
開
発
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
分
野
に
お
い
て
問
題

解
決
の
た
め
の
最
も
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
き
た
。
騒

音
問
題
に
つ
い
て
も
、
騒
音
の
発
生
、
伝
搬
、
受
音
な
ど

各
段
階
に
関
連
す
る
騒
音
抑
制
の
技
術
開
発
を
一
層
推
進

す
る
こ
と
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
o

二

道
路
交
通
騒
音
対
策
の
基
本
的
方
向
(図
1
)

ー

道
路
と
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携

沿
道
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
道
路
と
沿
道
は

一

体
不
可
分
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
以
下
の
施
策
を
道
路

と
沿
道
が
連
携
し
て
推
進
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
場
合
、
道
路
の
整
備
時
期
と
沿
道
建
築
物

の
建
築
の
経
緯
等
と
の
関
係
も
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

の

幹
線
道
路
の
沿
道
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用
の
実
現

①

沿
道
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用
の
誘
導

す
で
に
相
当
数
の
住
宅
が
立
地
し
て
い
る
幹
線
道

路
の
沿
道
地
域
に
お
い
て
は
、
道
路
構
造
対
策
に
よ

り
騒
音
が
低
減
し
良
好
な
居
住
環
境
の
確
保
を
図
る

こ
と
が
理
想
的
で
は
あ
る
が
、
地
域
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
道
路
構
造
対
策
の
実
施
の
み
で
は
騒
音
問
題

が
解
決
し
な
い
場
合
も
多
い
こ
と
か
ら
、
長
期
的
に

は
幹
線
道
路
の
沿
道
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用
を
実

現
す
る
た
め
、
積
極
的
な
土
地
利
用
転
換
や
緩
衝
建

築
物
の
建
築
等
に
よ
っ
て
騒
音
に
強
い
街
区
の
形
成

す
る
誘
導
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
新
た
に
道
路
の
整
備
及
び
新
市
街
地
の
形

成
を
図
る
地
域
で
、
幹
線
道
路
の
騒
音
が
著
し
く
な

る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
適
切
な
用
途
地
域
の
設

定
を
行
う
な
ど
あ
ら
か
じ
め
、
地
域
の
状
況
に
応
じ

沿
道
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用
が
実
現
で
き
る
よ
う

な
措
置
を
講
じ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

②

沿
道
の
整
備
制
度
の
活
用

沿
道
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用
の
実
現
を
図
る
た

め
、
良
好
な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
適
切
な
用

途
地
域
、
沿
道
整
備
計
画
等
の
決
定
に
よ
る
誘
導
と

あ
わ
せ
て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再
開
発

事
業
等
の
多
様
な
整
備
手
法
の
活
用
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
o

③

沿
道
に
お
け
る
緩
衝
建
築
物
の
誘
導

遮
音
壁
等
の
設
置
が
困
難
な
一
般
道
路
の
沿
道
等

に
お
い
て
は
、
道
路
に
面
す
る
建
築
物
を
緩
衝
建
築



図 1 道路騒音対策の体系

物
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
遮
音
効
果

を
活
か
し
て
後
背
地
の
住
宅
の
静
穏
な
環
境
の
確
保

を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
緩
衝
建
築
物
の
建
築

等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
沿
道
法
に
よ
り
推
進
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
も
地
域
の
状
況
に

応
じ
、
よ
り
柔
軟
に
緩
衝
建
築
物
の
建
築
を
誘
導
す

る
た
め
の
措
置
や
、
そ
の
誘
導
に
必
要
な
助
成
制
度

の
拡
充
及
び
そ
の
積
極
的
な
活
用
が
必
要
で
あ
る
。

②

防
音
性
能
に
優
れ
た
住
宅
の
誘
導

道
路
交
通
騒
音
の
著
し
い
幹
線
道
路
沿
道
に
立
地
す
る

住
居
等
の
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
防
音
性
能
の
高
い
構
造

と
し
て
、
騒
音
の
影
響
を
受
け
に
く
い
も
の
と
す
る
こ
と

が
重
要
か
つ
有
効
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
対
応
が
十
分
と

は
言
い
が
た
い
。

こ
の
た
め
、
す
で
に
沿
道
に
居
住
し
て
い
る
住
民
等
に

対
し
て
は
防
音
工
事
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
騒
音
の
著

し
い
地
域
に
新
た
に
建
築
物
を
建
築
す
る
住
民
等
に
対
し

て
、
道
路
交
通
騒
音
の
状
況
や
、
防
音
性
能
に
優
れ
た
住

宅
の
構
造
･
仕
様
に
関
す
る
情
報
提
供
等
を
行
う
こ
と
等

に
よ
り
、
住
民
等
が
自
主
的
に
、
防
音
性
能
が
高
く
、
騒

音
の
影
響
を
受
け
に
く
い
建
築
物
を
建
築
で
き
る
よ
う
に

誘
導
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

2

道
路
の
整
備
と
適
切
な
利
用
の
誘
導

ゆ

バ
イ
パ
ス
等
の
整
備

こ
れ
ま
で
、
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト

自 動 車 構 造 の 改 善

/

＼

1I1ド
ー
1

備整　速高

交通規制及び取締り強化

○エンジン、 タイヤ等の改良による対策

……中央環境審議会の答申に基づき、環境庁告

示及び道路運送車両の保安基準により規制

○メタノール車、 電気自動車等の低公害車の開発

及び普及

○都市を迂回する環状道路、 バイパス等の整備に

よる道路機能の分化
○環境影響評価の実施

○遮音壁の設置等の道路構造の改良

○環境施設帯、植樹帯等の環境空間の確保

○高架裏面吸音板の設置
○舗装の維持水準等の向上
○排水性舗装等

○沿道志向型の土地利用への転換
○緩衝建築物の沿道への誘導
○建築物の防音構造化の推進

○速度規制、取締り
○特定時間帯、特定道路における大型車規制

○交通信号の現示の適性化

道 路 構 造 の 改 善

道路の沿道地域の改善

/

＼

　
　　
　　
　

他の　　　

○物流の合理化
○公共輸送機関との結節点の整備

○規制適合車への代替促進



ワ
ー
ク
整
備
や
、
郊
外
に
お
け
る
物
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備

な
ど
都
市
の
中
心
部
に
交
通
が
集
中
し
な
い
よ
う
種
々
の

整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
大
都
市
等
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
整
備
が
い
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
例

え
ば
東
京
圏
で
は
、
い
わ
ゆ
る

｢三
環
状
九
放
射
｣
道
路

の
環
状
部
な
ど
に
未
完
成
の
と
こ
ろ
が
多
い
。

こ
う
し
た
こ
と
が
、
都
市
内
へ
の
通
過
交
通
の
流
入
や

都
心
部
へ
の
大
型
貨
物
車
の
通
行
等
の
大
き
な
一
因
と
な

っ
て
、
道
路
交
通
騒
音
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
沿
道
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
に
は
、
バ

イ
パ
ス
や
環
状
道
路
、
郊
外
で
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備

等
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
際
、
道
路
に
つ
い
て
、
｢環
境
容
量
｣と
し
て
、
沿

道
の
良
好
な
環
境
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
の
道
路
の
交
通

容
量
等
を
設
定
し
、
こ
れ
を
も
と
に
計
画
、
整
備
及
び
管

理
を
行
う
と
い
っ
た
考
え
方
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

②

交
通
規
制

道
路
交
通
騒
音
の
著
し
い
一
部
の
道
路
に
お
い
て
は
、

速
度
制
限
や
、
週
末
の
夜
間
に
お
け
る
大
型
車
通
行
規
制

等
の
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
道
路
利
用
者
や

周
辺
地
域
の
道
路
に
及
ぼ
す
影
響
等
の
問
題
か
ら
、
一
般

的
な
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
規
制
を
担
保
す

る
た
め
に
は
多
大
の
人
員
の
確
保
や
施
設
整
備
が
必
要
な

こ
と
等
か
ら
、
実
効
性
を
上
げ
る
こ
と
が
な
か
な
か
困
難

な
状
況
に
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
道
路
交
通
騒
音
問
題
の
解
決
の
た
め

に
は
、
沿
道
環
境
の
与
え
る
影
響
の
大
き
い
大
型
車
等
に

つ
い
て
、
地
域
等
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
時
間
帯
、
路
線
、

区
間
に
応
じ
て
、
大
型
車
等
の
通
行
の
制
限
及
び
そ
れ
を

遵
守
さ
せ
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

久
し0な

お
、
自
動
車
利
用
の
制
限
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、

渋
滞
や
迂
回
交
通
に
よ
る
新
た
な
騒
音
問
題
を
発
生
さ
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
必
要
な
対
策
を
あ
わ
せ
て
実
施
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

3

技
術
開
発
の
推
進
と
普
及

印

技
術
開
発
の
推
進

空
隙
の
多
い
構
造
の
舗
装
で
吸
音
効
果
の
あ
る
排
水
性

舗
装
等
の
技
術
開
発
を
進
め
て
お
り
、
試
験
施
工
等
の
結

果
を
踏
ま
え
て
、
遂
次
施
工
箇
所
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
o

今
後
も
民
間
の
持
つ
開
発
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
き
出
し
つ

つ
技
術
開
発
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ

の
場
合
、
他
分
野
で
開
発
さ
れ
た
技
術
の
活
用
や
、
素
材

面
そ
の
も
の
に
着
目
し
た
技
術
開
発
を
目
指
す
必
要
が
あ

る
･0ま

た
、
あ
わ
せ
て
自
動
車
単
体
の
技
術
開
発
を
は
じ
め
、

低
公
害
車

(電
気
自
動
車
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
等
)

な
ど
自
動
車
に
関
す
る
技
術
開
発
の
支
援
等
幅
広
い
分
野

で
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

の

新
技
術
の
普
及

開
発
さ
れ
た
新
し
い
技
術
の
普
及
の
た
め
に
は
、
コ
ス

ト
の
低
廉
化
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
技
術
開
発
に
当
た

っ
て
は
常
に
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
新
技
術
の
情
報
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各

種
事
業
に
お
い
て
新
技
術
が
積
極
的
に
導
入
で
き
る
よ
う

に
す
る
な
ど
、
普
及
促
進
の
た
め
の
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

4

騒
音
の
評
価
手
法
の
検
討

騒
音
の
評
価
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
屋
外
に
お

け
る
地
域
別
･
時
間
帯
別
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

国
民
生
活
の
変
化
や
、
緩
衝
建
築
物
の
建
築
、
住
宅
の
防

音
性
能
の
向
上
等
を
踏
ま
え
、
諸
外
国
の
基
準
等
を
参
考

に
し
て
、
地
域
の
区
分
･
時
間
帯
の
区
分
の
あ
り
方
、
さ

ら
に
屋
内
に
お
け
る
評
価
の
あ
り
方
等
評
価
手
法
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

5

関
係
機
関
の
連
携
強
化
に
よ
る
総
合
的
な
取
組
み

道
路
交
通
騒
音
対
策
は
、
自
動
車
単
体
対
策
、
道
路
構

造
対
策
、
交
通
流
対
策
及
び
沿
道
対
策
等
の
施
策
を
個
々

に
実
施
す
る
の
み
で
は
問
題
の
解
決
に
必
ず
し
も
十
分
な

も
の
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
施
策
に
つ

い
て
、
地
方
公
共
団
体
、
道
路
管
理
者
、
公
安
委
員
会
等

の
関
係
機
関
が
総
合
的
に
施
策
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
生
活
利
便
性
と
環
境
と
の
調



和
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
道
路
交
通
騒
音
問
題
と
く
ら
し
や
地
域
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
幅
広
く
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
積
極
的
な
情
報
提
供
等
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

三

緊
急
に
対
応
す
べ
き
道
路
交
通
騒
音
対
策

の
方
…針

1

総
合
的
な
対
策

道
路
交
通
騒
音
対
策
の
基
本
的
な
方
向
に
基
づ
き
、
関

係
機
関
が
協
力
し
て
自
動
車
単
体
対
策
、
交
通
流
対
策
、

道
路
構
造
対
策
、
沿
道
対
策
等
の
施
策
を
重
点
的
か
つ
総

合
的
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
が
、
特
に
、

①
道
路
交
通
騒
音
が
要
請
限
度
を
超
過
し
て
い
る
道
路

②
道
路
交
通
騒
音
の
著
し
い
複
断
面
構
造
の
道
路

③
大
型
車
等
通
過
交
通
の
多
い
道
路

④
密
集
市
街
地
に
お
け
る
幹
線
道
路

等
に
つ
い
て
は
、
緊
急
に
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要

な
箇
所
を
抽
出
し
、
諸
施
策
の
重
点
的
実
施
が
必
要
で
あ

ろ
↓oこ

れ
ら
の
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
二
一
世
紀
初
頭
ま

で
に
夜
間
の
騒
音
に
つ
い
て
道
路
に
面
す
る
住
宅
等
を
概

ね
要
請
限
度
以
下
に
、
ま
た
そ
の
背
後
地
域
を
環
境
基
準

以
下
に
抑
え
る
こ
と
を
当
面
の
目
標
と
す
る
。

2

沿
道
法
の
改
正
等

施
策
の
重
点
的
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
状
況
に

物　　　
木造住宅
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道路構造の改善
交通規制 等

彊霊
図 3 改正沿道法による沿道整備のイメージ



応
じ
た
き
め
細
か
い
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
沿
道
法

を
改
正
し
、
道
路
交
通
騒
音
対
策
の
た
め
の
施
策
を
講
ず

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

3

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
整
備

都
市
内
で
の
通
過
交
通
の
排
除
、
都
市
内
へ
の
大
型
車

の
流
入
の
抑
制
等
に
よ
り
、
良
好
な
沿
道
環
境
の
形
成
を

図
る
た
め
、
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
、
郊
外
に
お
け
る
物
流
セ
ン
タ
ー
等
の
整
備
を
一

層
推
進
す
る
。

ま
た
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
に
よ
り
発
進
加
速
時
の
騒

音
の
低
減
を
図
る
た
め
、
交
差
点
の
立
体
化
等
を
重
点
的

に
進
め
る
。

4

沿
道
環
境
の
向
上
に
資
す
る
施
策

緊
急
的
な
道
路
交
通
騒
音
対
策
と
あ
わ
せ
て
、

の
適
切
な
交
通
流
の
誘
導
施
策
の
推
進

②
環
境
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
諸
施
策
の
体
系
的
実
施

③
環
境
技
術
開
発
三
箇
年
計
画
の
策
定
と
そ
の
推
進

等
の
沿
道
環
境
の
向
上
に
資
す
る
施
策
を
実
施
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

お
わ
り
に

今
般
の
と
り
ま
と
め
は
、
幹
線
道
路
の
沿
道
に
お
い
て

良
好
な
生
活
環
境
を
形
成
し
て
い
く
た
め
、
道
路
交
通
騒

音
対
策
に
つ
い
て
施
策
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
喫
緊
の
課

題
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

建
設
省
と
し
て
も
、
環
境
部
会
で
の
御
議
論
も
ふ
ま
え
、

幹
線
道
路
の
沿
道
に
お
け
る
道
路
交
通
対
策
を
推
進
す
る

た
め
、
今
国
会
に
お
い
て
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関

す
る
法
律

(昭
和
五
五
年
法
律
第
三
四
号
)
を
改
正
し
、

平
成
八
年
五
月
二
四
日
に
公
布
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(図
2

(本
誌
8
ペ
ー
ジ
図
2

参
照
)
･
図
3
)。
ま
た

さ
ら
に
、
道
路
交
通
騒
音
問
題
の
解
決
の
た
め
、
引
き
続

き
総
合
的
な
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

ま
た
今
後
、
環
境
部
会
に
お
い
て
は
、
道
路
交
通
騒
音

の
ほ
か
、
大
気
汚
染
や
振
動
等
の
問
題
へ
の
対
応
や
、
あ

る
い
は
地
球
環
境
の
保
全
、
自
然
環
境
と
の
調
和
及
び
景

観
形
成
な
ど
の
諸
施
策
の
充
実
等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

検
討
を
行

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

(道
路
局
道
路
環
境
課
環
境
調
査
係
長
)



本
州
四
国
連
絡
橋
公
園
法
の
一部
を
改
正
す
る
法
律

“

及
び
本
州
四
国
連
絡
橋
公
園
法
施
行
令
の
一部
を
改

　
　

正
す
る
政
令
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

一
は
じ
め
に

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
は
、

第
百
三
十
六
回
国
会
に
お
い
て
成
立
し
、
本
年
五
月
九
日

に
公
布
さ
れ
、
同
年
六
月
八
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
(主
た
る
事
務
所
の
移
転
に
係
る
改
正
規
定
に
つ

い
て
は
、
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て

別
途
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
予
定
。)

こ
の
法
律
は
、
多
極
分
散
型
国
土
形
成
に
資
す
る
た
め
、

｢国
の
行
政
機
関
等
の
移
転
に
つ
い
て
｣
(昭
和
六
十
三
年

七
月
十
九
日
閣
議
決
定
)
等
に
基
づ
く
本
州
四
国
連
絡
橋

公
団

(以
下

｢本
四
公
団
｣
と
い
う
。)
の
移
転
に
伴
い
主

た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ

て
、
本
四
公
団
の
事
業
に
対
す
る
無
利
子
資
金
の
貸
付
制

度
を
創
設
し
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
に
よ
る
追
加
事
業
費

に
伴
う
道
路
利
用
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
等
の
改
正
を
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
法
の
施
行
に
伴
い
、
本
四
公
団
に
対
す
る
政

府
の
貸
付
金
の
償
還
方
法
等
を
定
め
る
た
め
、
本
州
四
国

連
絡
橋
公
団
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
制
定

さ
れ
、
同
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
以
下
に
お
い
て
は
、
こ
の
法
律
及
び
政
令
の
概
要
に

つ
い
て
解
説
す
る
。

二

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
の
一部
を
改
正

す
る
法
律
の
概
要

の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更

①

本
四
公
団
の
移
転
に
つ
い
て
は
、多
極
分
散
型
国

土
の
形
成
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
｢国
の
行
政
機
関

等
の
移
転
に
つ
い
て
｣
(昭
和
六
十
三
年
七
月
十
九
日

閣
議
決
定
)
に
お
い
て
、
｢
(別
表
2
に
掲
げ
る
特
殊

法
人
に
つ
い
て
は
、)国
と
独
立
し
た
法
人
格
を
有
す

る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
移
転
を
要
請
し
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
指
導
す
る
。
｣
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
れ

を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
数
度
に
わ
た
る

｢国
の
機
関

等
移
転
推
進
連
絡
会
議
｣
に
お
い
て
、
七
十
六
機
関

十
一
部
隊
等
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、
本
四
公
団
に

つ
い
て
も
、
そ
の
移
転
先
地
、
移
転
時
期
等
が
と
り

ま
と
め
ら
れ
、
最
終
的
に

｢国
の
行
政
機
関
等
の
移

転
促
進
の
た
め
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
｣
(平

成
七
年
六
月
十
五
日
国
の
機
関
等
移
転
推
進
連
絡
会

議
)
に
お
い
て
、
移
転
時
期
を
｢平
成
八
年
度
｣、
移

転
場
所
を

｢兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
｣
と
す
る
移
転

計
画
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、｢今
後
移
転

を
実
施
す
る
機
関
に
つ
い
て
は
、
移
転
が
別
紙
の
移

l ll



(参 考)

転
計
画
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と

す
る
。
｣
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②

ま
た
、
｢特
殊
法
人
の
整
理
合
理
化
に
つ
い
て
｣
(平

成
七
年
二
月
二
十
四
日
閣
議
決
定
)
に
お
い
て
も
、

本
四
公
団
に
つ
い
て
、
本
四
連
絡
橋
三
ル
ー
ト
が
概

O国の 徹 離 籍控移転について (昭和6 3年7月 1 9日 闇議決定) (抄) 凹 議 哩 ゑ,
テ 罐 礎 蘂 總 殿 A“~、す汁 団“漏 .-辻鑿“撚 た“跳 露鰹決禽あ
れ奪 溝畷を鰯で笏実規定総長指薪滲ん鹸ハ俄㈹ルーL M 橋 き 花 及
(別表 2 )

三 に に

省 庁 l 機 関 名 I 備 考
建設省 I 本州四国連絡橋公団 1 運輸省と共管

0 特殊法人の整理合理化について (平成 7 年 2 月 2 4 日 閣議決定) (抄)
2 統廃合及び民営化の推進等

0 本州四国連絡橋公団こついては ぐ ･平成 8年度に予定されている本社の神戸 ③
市移転に向けて必要な準備を進める。

③

こ
の
よ
う
に
、
本
四
公
団
の
移
転
は
、
政
府
全
体

成
し
た
時
点
で
組
織
形
態
を
見
直
す
と
と
も
に
、
｢平

成
八
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
本
社
の
神
戸
市
移
転

に
向
け
て
必
要
な
準
備
を
進
め
る
。｣
こ
と
と
さ
れ
た

と に 成
こ こ 向 八

ろ け 年
で て 度

0 国の行政機関等の移転促進のための今後の取り組みについて (抄 ) の ろ け
よ て“ て(平成 7 年 6 月 1 5 日 国の機関等移転推進連絡会議)
う あ 必 に

1 . 今後移転を実施する機関にっいて は、 移転が別紙の移転計画どおりに実施され に る 要
るよう努めることとする。

･ o ブ

省 庁 l 機 関 - 移転時期 - 移転場所
建設省 I 本州四国連絡橋公団 l 平成 8年度 I 兵庫県神戸市中央区

0 行政改革に関する第 5 次答申一最終答申一 (昭和 5 8 年 3 月 1 4 日) (沙)
第 6 章 公務員
4 特殊法人等の役職員
(1) 役員
ア 役員 (総裁、 副総裁等を除く。 ) の任期は 2年とする

0 特殊法人のディスクロージャーについて (平成 7 年 1 2 月 1 9 日 閣議決定) (抄)
2 具体的措置
(3) 特殊法人は、 法令等に基づく貸借対照表及び損益計算書並びにこれらの附属
説明書類、 事業報告書等の作成及びその内容の充実、 事務所備え付け等を始め と 本 を て と
とするディスクロージャーを積極的に行う。

と
し
て
そ
の
実
施
を
推
進
す
べ
き
施
策
の
一
環
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
平
成
八
年
度
中
に
移
転

を
完
了
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
般

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法

(以
下
｢本
四
公
団
法
｣

と
い
う
。)中
事
務
所
の
所
在
地
に
係
る
規
定
の
改
正

0 無利子貸付けに係る平成 8 年度予算案

･ 阪神 ･ 淡路大震災にょり被害を受け必要となった不測の追加事業費にっいて、
中 達 る け の

道路利用者の負担軽減と採算性への影響を最小限のものとするため、 本州四国連
事 絡 こ ら
務 橋 と れ '

絡橋公団に対 し無利子貸付けを行う。 所 公 が て を絡橋公団に対 し無利子貸付けを行う。
対象事業

明石海峡大橋補剛桁追加部分製作、 陸上部の法面補修等 2,2 10百万円 所 法 要 り

うち平成 8年度 1,882百万円
在 ( で 、

地 以 あ ▼
うち無利子貸付 625百万円 に

/ 震災にょる追加事業 、 係
る出資金 1 / 3 ｣ 道路開発資金 2 / 3

国 I地方 l 国の無利子貸付 l 民間資金国 -地方 l 国の無利子貸付 I 民間資金 - 規 四 か

2/9 1/9 1/3 1/3
定 公 ら
の 寸

改 法 今
正 ｣ 般



を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

②

理
事
及
び
監
事
の
任
期
の
変
更

①

特
殊
法
人
の
役
員

(総
裁
、
副
総
裁
等
を
除
く
。

以
下
同
じ
。)
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
｢行
政
改
革
に

関
す
る
第
五
次
答
申
(昭
和
五
八
年
三
月
十
四
日
)｣

に
お
い
て
、
特
殊
法
人
の
経
営
活
性
化
の
観
点
か
ら
、

二
年
と
す
る
も
の
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②

こ
の
た
め
、
今
般
の
本
四
公
団
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
八
年
度
中
に
本
四
公
団
の
主
た
る
事
務
所
を
神

戸
市
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
る
の
に
併
せ
て
、
本
四

公
団
の
理
事
及
び
監
事
の
任
期
を
四
年
か
ら
二
年
に

変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。

③

事
業
報
告
書
等
の
公
開
に
関
す
る
規
定
の
整
備

①

特
殊
法
人
の
財
務
内
容
等
の
公
開

(デ
ィ
ス
ク
ロ

ー
ジ
ャ
ー
)
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
行
政
改
革
の

観
点
か
ら
、
特
殊
法
人
の
経
営
の
透
明
性
の
確
保
を

図
る
べ
き
と
し
て
、
そ
の
推
進
が
議
論
さ
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
般
、
｢特
殊
法
人
の
デ
ィ
ス
ク

ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
｣
(平
成
七
年
十
二
月
十
九
日

閣
議
決
定
)
に
お
い
て
、
特
殊
法
人
の
デ
ィ
ス
ク
ロ

ー
ジ
ャ
ー
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、
今
後
、
各
特
殊

法
人
は
、

イ

法
令
等
に
基
づ
く
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算

書
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
説
明
書
類
、
事
業
報
告

書
等
の
作
成
及
び
そ
の
内
容
の
充
実
、
事
務
所
備

付
け
等
を
始
め
と
す
る
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
と
さ
れ
、

(中
略
)
･･････適
正
な
対
価
な
く
し
て
こ
れ
を
譲
渡

口

さ
ら
に
、
特
殊
法
人
を
所
管
す
る
各
省
庁
は
、

し
若
し
く
は
貸
し
付
け
て
は
な
ら
な
い
。｣旨
規
定
さ

各
特
殊
法
人
の
設
立
根
拠
法
に
お
け
る
デ
ィ
ス
ク

ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
関
す
る
規
定
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
し
、
逐
次
所
要
の
改
善
を
図
る
こ
と

と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②

こ
の
閣
議
決
定
を
踏
ま
え
た
対
応
と
し
て
、
今
般

の
本
四
公
団
法
改
正
に
お
い
て
、
貸
借
対
照
表
及
び

損
益
計
算
書
の
附
属
明
細
書
、
事
業
報
告
書
並
び
に

決
算
報
告
書
の
事
務
所
備
付
け
を
法
律
上
義
務
付
け

る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

国

政
府
の
本
四
公
団
に
対
す
る
無
利
子
貸
付
け
の
導
入

①

阪
神
･
淡
路
大
震
災
に
よ
る
明
石
海
峡
大
橋

(関

連
区
間
を
含
む
)
の
工
事
中
区
間
に
係
る
追
加
事
業

費
は
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
の
も
の
と

は
い
え
な
い
た
め
利
用
者
負
担
の
増
加
に
よ
り
支
弁

す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
適
当
で
は
な
く
、
料
金
に
転

嫁
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
収
入
増
に
は

結
び
つ
か
な
い
極
め
て
収
益
性
の
低
い
投
資
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
政
府
に
よ
る
無
利
子
貸
金
の
貸
付
け

を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
本
四
公
団
に
対
す
る
共
同

出
資
者
で
あ
る
国
と
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
公
的
助

成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
の
利

用
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

②

一
方
、
財
政
法
第
九
条
第
一
項
に
お
い
て
は
、
｢国

の
財
産
は
、
法
律
に
基
づ
く
場
合
を
除
く
外
、
!
･!

し
若
し
く
は
貸
し
付
け
て
は
な
ら
な
い
。｣旨
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
本
規
定
の
精
神
か
ら
い
っ
て
、
政
府

が
無
利
子
資
金
の
貸
付
け
を
行
う
場
合
に
は
、
法
律

の
根
拠
を
置
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

ま
た
、
過
去
の
立
法
例
に
お
い
て
も
同
様
の
趣
旨

か
ら
政
府
に
よ
る
無
利
子
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
規

定
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
例
に
お
い
て
も
、

当
該
無
利
子
資
金
の
貸
付
け
は
、
当
該
事
業
の
公
共

性
に
照
ら
し
、
資
金
コ
ス
ト
の
低
減
に
よ
る
採
算
性

の
確
保
等
を
通
じ
て
当
該
事
業
の
促
進
を
図
り
、
そ

の
目
的
達
成
に
資
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
%

③

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
般
の
本
四
公
団
法
の
改
正

に
お
い
て
、
本
四
公
団
に
対
す
る
政
府
の
無
利
子
資

金
の
貸
付
け
に
係
る
根
拠
規
定
を
整
備
し
た
も
の
で

あ
る
。

⑩

罰
則
規
定
の
改
正

罰
金
及
び
過
料
の
額
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
五
年
の

本
四
公
団
法
制
定
以
来
引
き
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
同
法

制
定
後
の
物
価
上
昇
率
等
を
踏
ま
え
、
今
回
の
改
正
に
合

わ
せ
て
引
上
げ
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
最
近
の
特
殊
法
人
の
根
拠
法
の
改
正
例
に
お
い

て
も
、
同
様
の
理
由
か
ら
、
同
旨
の
規
定
に
つ
い
て
罰
金

等
の
額
の
引
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
般
の



本
四
公
団
法
の
改
正
に
お
い
て
も
、
最
近
の
例
に
な
ら
い
、

機
に
対
す
る
も
の

(民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す

他
の
規
定
の
整
備
と
合
わ
せ
て
ほ
ぼ
同
額
の
罰
金
等
の
額

る
特
別
措
置
法
施
行
令
第
五
条
)
の
二
例
が
あ
る
。

を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
例
に
お
い
て
は
、

三

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
施
行
令
の
一部

を
改
正
す
る
政
令
の
概
要

○

政
府
の
本
四
公
団
に
対
す
る
無
利
子
貸
付
け
の
償
還

方
法
に
関
す
る
規
定
の
整
備

①

今
般
の
本
四
公
団
法
改
正
に
お
い
て
、
阪
神
･
淡

路
大
震
災
に
よ
る
工
事
中
区
間
に
つ
い
て
の
追
加
事

業
費
に
対
す
る
緊
急
支
援
的
な
措
置
と
し
て
、
政
府

が
本
四
公
団
に
対
し
て
無
利
子
貸
付
け
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
旨
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
規
定
に
お
い
て

は
、
償
還
方
法
に
つ
い
て
は
政
令
で
定
め
る
こ
と
と

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②

国
の
貸
付
金
の
償
還
期
間
及
び
償
還
方
法
に
関
す

る
法
令
上
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
貸
付
け
に
よ

り
促
進
を
図
ろ
う
と
す
る
事
業
の
内
容
、
貸
付
金
の

規
模
等
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

今
般
の
本
四
公
団
に
対
す
る
無
利
子
貸
付
け
は
、
道

路
整
備
特
別
会
計
か
ら
の
貸
付
金
で
あ
る
道
路
開
発

資
金
貸
付
金
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
同
貸
付
金
に
よ

る
政
府
の
無
利
子
貸
付
け
に
つ
い
て
の
立
法
例
と
し

て
は
、
イ
東
京
湾
横
断
道
路
建
設
事
業
者
に
対
す
る

も
の

(東
京
湾
横
断
道
路
の
建
設
に
関
す
る
特
別
措

置
法
施
行
令
第
一
条
)
と
口
民
間
都
市
開
発
推
進
機

へ償
還
期
間

(据
置
期
間
)
に
つ
い
て
は
〉

イ

に
つ
い
て
は
、
四
〇
年

(三
五
年
以
内
の
据
置

期
間
を
含
む
。)
以
内
と
さ
れ
、

口

に
つ
い
て
は
、
二
〇
年

(五
年
以
内
の
据
置
期

間
を
含
む
。
)
以
内
と
さ
れ
て
い
る
。

へ償
還
方
法
に
つ
い
て
は
〉

イ

に
つ
い
て
は
、
建
設
大
臣
の
定
め
る
半
年
賦
償

還
と
さ
れ

口

に
つ
い
て
は
、
均
等
半
年
賦
償
還

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
東
京
湾
横
断
道
路
の
建
設
事
業
が
民
間

活
力
を
活
用
し
た
工
事
計
画
期
間
が
一
〇
年
に
も
及

ぶ
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
約
二
、
0
0
〇

億
円
も
の
政
府
の
無
利
子
貸
付
金
を
投
入
し
て
実
施

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
例
外
的
に
こ
の

よ
う
な
規
定
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
貸
付
金
の
規
模

等
に
か
ん
が
み
て
、
今
般
の
本
四
公
団
に
対
す
る
無

利
子
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
口
の
民
間
都
市
開
発
推

進
機
構
に
対
す
る
無
利
子
貸
付
け
の
例
に
な
ら
い
、

今
般
の
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
施
行
令

(以
下

｢政

令
｣
と
い
う
。)
の
改
正
に
お
い
て
は
、
無
利
子
貸
付

金
の
償
還
期
間
を
二
〇
年
以
内

(五
年
以
内
の
据
置

期
間
を
含
む
。)と
し
、
そ
の
償
還
は
均
等
半
年
賦
の

方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
旨
を
附
則
に
規
定
し
た
も

の
で
あ
る
。

②

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
に
対
し
て
長
大
橋
に
関
す
る

調
査
、
研
究
等
の
業
務
委
託
を
行
う
者
に
関
す
る
規
定
の

整
備

①

本
四
公
団
法
の
規
定
の
趣
旨

イ

本
四
公
団
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
九
号
に
お

い
て
は
、
本
四
公
団
が

｢国
、
地
方
公
共
団
体
そ

の
他
政
令
で
定
め
る
者
の
委
託
に
基
づ
き
｣、
｢長

大
橋
の
建
設
並
び
に
長
大
橋
に
関
す
る
調
査
、
測

量
、
設
計
、
試
験
及
び
研
究
｣
等
の
業
務
を
行
う

旨
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
他
の
道
路
関
係
公
団

に
比
べ
て
、
委
託
を
行
う
者
の
範
囲
を
広
げ
る
一

方
で
、
委
託
に
基
づ
き
行
う
こ
と
が
で
き
る
業
務

の
内
容
を
道
路
全
般
で
は
な
く
長
大
橋
に
関
す
る

も
の
に
限
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

口

こ
の
こ
と
は
、
｢本
四
連
絡
橋
の
建
設
は
、
我
が

国
の
長
大
橋
技
術
の
総
力
を
挙
げ
て
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
こ
で
開
発
さ
れ
た
高
度
の
技
術
的

蓄
積
は
、
他
に
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
、
我
が

国
全
体
の
共
通
の
財
産
と
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
本
四
公
団
は
、
本
来
の
業
務
に

支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
そ
の
技
術
的
蓄
積
を
利

用
し
、
国
、
地
方
公
共
団
体
の
み
な
ら
ず
他
の
事

業
者
か
ら
の
委
託
に
基
づ
き
長
大
橋
の
建
設
並
び



に
長
大
橋
に
関
す
る
調
査
、
研
究
等
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。｣と
の
趣
旨

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

②

本
四
公
団
が
業
務
受
託
を
行
う
必
要
性

ィ

本
四
公
団
は
、
水
深
が
深
く
、
潮
流
も
早
く
、

さ
ら
に
多
数
の
船
が
行
き
交
う
と
い
う
厳
し
い
条

件
下
で
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
世
界
に
例
の

な
い
長
大
橋
の
建
設
･
管
理
を
行
う
た
め
数
々
の

技
術
的
課
題
を
克
服
し
て
き
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

同
公
団
に
は
他
の
公
団
等
で
は
得
る
こ
と
の
で
き

な
い
長
大
橋
に
関
す
る
高
度
な
技
術
的
知
見
が
蓄

積
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
四
公
団
は
、
こ
の
よ

う
な
技
術
的
知
見
を
得
る
た
め
に
必
要
な
最
先
端

の
試
験
施
設
、
技
術
設
備
等
を
保
有
し
て
い
る
。

口

し
た
が
っ
て
、
他
の
公
団
等
が
長
大
橋
の
建

設
･
管
理
等
を
行
う
に
当
た
っ
て
こ
の
よ
う
な
技

術
的
知
見
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
公
団

等
は
、
そ
の
内
容
に
応
じ
て
、
本
四
公
団
に
調
査
、

研
究
等
の
業
務
委
託
を
行
う
こ
と
が
、
業
務
の
効

果
的
か
つ
効
率
的
な
運
営
の
観
点
か
ら
最
も
適
切

と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

③

今
般
、
規
定
を
整
備
す
る
必
要
性

イ

本
四
公
団
に
対
す
る
他
の
公
団
等
か
ら
の
技
術

協
力
要
請
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
数
あ
り
、
多
様

な
形
態
で
対
応
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

･
他
の
公
団
等
に
設
け
ら
れ
た
技
術
検
討
委
員
会

へ
の
参
加
要
請

へ建
設
省
、
地
方
公
共
団
体
、
道
路
関
係
公
団
、

関
西
国
際
空
港
㈱
等
〉

･
長
大
橋
梁
建
設
の
た
め
の
他
の
公
団
等
へ
の
本

四
公
団
職
員
の
派
遣
要
請

へ関
西
国
際
空
港
㈱
、
地
方
公
共
団
体

等
〉

口

一
方
、
近
年
、
他
の
公
団
等
に
お
い
て
長
大
橋

梁
の
建
設
･
管
理
に
当
た
っ
て
解
決
す
べ
き
具
体

的
な
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら

の
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
社
会
的
要
請
か
ら

迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
効
果
的
か
つ

効
率
的
な
事
業
の
推
進
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
本
四
公
団
の
有
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
の
提
供
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
委
員
会
参
加
方
式
等

に
よ
る
対
応
で
は
現
地
条
件
に
即
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ

の
提
供
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
組
織
的
な
対

応
が
可
能
と
な
る
業
務
委
託
に
よ
る
こ
と
が
最
も

望
ま
し
い
方
式
と
考
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

④

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
般
、
イ
具
体
的
課
題
が
明

ら
か
と
な
り
本
四
公
団
の
長
大
橋
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
の
提
供
を
要
望
し
て
い
る
他
の
公
団
等
を
本
四
公

団
に
業
務
委
託
を
行
う
者
と
し
て
政
令
に
位
置
付
け

る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
、
口
長
大
橋
の
建
設
･
管

理
の
業
務
を
現
に
行
っ
て
お
り
、
又
は
今
後
行
う
可

能
性
の
あ
る
公
団
等
で
、
将
来
、
本
四
公
団
に
対
す

る
業
務
委
託
に
よ
り
当
該
業
務
を
処
理
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
も
同
様

に
位
置
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

イ
と
し
て
は
、
日
本
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路

公
団
、
地
方
道
路
公
社
及
び
関
西
国
際
空
港
株
式
会

社
を
位
置
付
け
、
口
と
し
て
は
、
阪
神
高
速
道
路
公

団
と
同
様
に
都
市
高
速
道
路
の
建
設
･
管
理
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
、
本
四
公
団
に
対
す
る
業
務
委
託
を

要
望
す
る
可
能
性
の
高
い
も
の
と
し
て
首
都
高
速
道

路
公
団
を
位
置
付
け
た
も
の
で
あ
る
。



本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
新
旧
対
照
条
文

○
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法

(昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
一
号
)
(抄
)

(傍
線
部
は
改
正
部
分
)

く

改

正

後

改

正

前

(事
務
所
)

第
三
条

公
団
は
、
主
た
る
事
務
所
を
神
戸
市
に
置
く
。

2

(略
)

(役
員
の
任
期
)

第
二
十
一
条

総
裁
及
び
副
総
裁
の
任
期
は
、
四
年
と
し
、
理
事
及
び
監
事
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、

補
欠
の
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

2

(略
)

(財
務
諸
表
)

第
三
十
六
条

(略
)

2

(略
)

3

公
団
は
、
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
財
務
諸
表
を
官
報
に
公
告
し
、
か
つ
、
財
務
諸
表

及
び
附
属
明
細
書
並
び
に
前
項
の
事
業
報
告
書
及
び
決
算
報
告
書
を
各
事
務
所
に
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

1
1
1
1
1
1
l

4

公
団
は
、
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
財
務
諸
表
及
び
第
二
項
の
決
算
報
告
書
を
、
公
団
に
出
資
し
た

地
方
公
共
団
体
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
二
条

第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規

定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
公
団
の
役
員
又
は
職

員
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
五
十
三
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
公
団
の
役
員
は
、
二
十
万
円
以
下

の
過
料
に
処
す
る
。

一
･
二

(略
)

三

第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
た
と
き
。

四
-
六

(略
)

第
五
十
四
条

第
六
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

(事
務
所
)

第
三
条

公
団
は
、
主
た
る
事
務
所
を
東
京
都
に
置
く
。

2

(略
)

(役
員
の
任
期
)

第
二
十
一
条

役
員
の
任
期
は
、
四
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

2

(略
)

(財
務
諸
表
)

第
三
十
六
条

(略
)

2

(略
)

3

公
団
は
、
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
財
務
諸
表
を
官
報
に
公
告
し
、
か
つ
、
各
事
務
所

に
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

公
団
は
、
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
財
務
諸
表
及
び
決
算
報
告
書
を
、
公
団
に
出
資
し
た
地
方
公
共

団
体
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
二
条

第
四
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規

定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
公
団
の
役
員
又
は
職

員
は
、
三
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
五
十
三
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
公
団
の
役
員
は
、
三
万
円
以
下
の

過
料
に
処
す
る
。

一
･
二

(略
)

三

第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
以
外
の
業
務
を
行
な
っ
た
と
き
。

四
!
六

(略
)

第
五
十
四
条

第
六
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。



れ

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法

(昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
一
号
)
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
無
利

子
の
貸
付
け
に
関
す
る
政
府
の
経
理
は
、
当
分
の
間
、
こ
の
会
計
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

“

前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
政
府
の
経
理
を
こ
の
会
計
に
お
い
て
行
う
場
合
に
お
け
る
第
三
条
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
｢道
路
整
備
特
別
措
置
法
｣
(昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
)
第
八
条
の
三
第
一

項
｣
と
あ
る
の
は
、
｢道
路
整
備
特
別
措
置
法

(昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
)
第
八
条
の
三
第
一
項
、
本
州
四
国

連
絡
橋
公
団
法

(昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
一
号
)
附
則
第
十
四
条
第
一
項
｣
と
す
る
。

改

正

後

改

正

前

○
道
路
整
備
特
別
会
計
法

(昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
五
号
)
(抄
)

附

則

(資
金
の
貸
付
け
)

第
十
四
条

政
府
は
、
当
分
の
間
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
公
団
に
対
し
、
第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
業

務
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
資
金
の
一
部
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
償
還
方
法
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
十
四
条

削
除

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
新
旧
対
照
条
文

○
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
施
行
令

(昭
和
四
十
五
年
政
令
第
二
百
九
号
)
(抄
)

(傍
線
部
は
改
正
部
分
)

改

正

後

改

正

前

(本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
に
業
務
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
)

第
一
条

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
(以
下
｢法
｣
と
い
う
。)
第
二
十
九
条
第
一
項
第
九
号
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、

ロ
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
、
地
方
道
路
公
社
及
び
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社

と
す
る
。

(基
本
計
画
)

第

一
条
の
二

法
第
三
十
条
第

一
項
の
基
本
計
画
に
は
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

(以
下
｢公
団
｣
と
い
う
。)
が
新

設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
一
般
国
道

(以
下

｢道
路
｣

と
い
う
。)
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

略

二

新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
区
間

三

新
設
又
は
改
築
に
関
す
る
調
査
を
行
う
路
線
に
係
る
基
本
計
画
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨

(基
本
計
画
)

第

一
条

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法

(以
下

｢法
｣
と
い
う
。)
第
三
十
条
第
一
項
の
基
本
計
画
に
は
、
本
州
四
国
連

絡
橋
公
団

(以
下

｢公
団
｣
と
い
う
。)
が
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
を
行
な
う
法
第
二
十
九
条

第

一
項
第
一
号
の
一
般
国
道
(以
下
｢道
路
｣と
い
う
。)
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

略

二

新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
を
行
な
う
区
間

三

新
設
又
は
改
築
に
関
す
る
調
査
を
行
な
う
路
線
に
係
る
基
本
計
画
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨

(傍
線
部
は
改
正
部
分
)



四

新
設
又
は
改
築
に
関
す
る
工
事
を
行
う
路
線
に
係
る
基
本
計
画
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
次
に
掲
げ
る
事

項イ
ー
ニ

略

五

略

2

略
附

則

(貸
付
金
の
償
還
方
法
)

第
三
条

法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
償
還
期
間
は
、
二
十
年

(五
年
以
内
の
据
置
期
間
を

含
む
。)
以
内
と
し
、
そ
の
償
還
は
、
均
等
半
年
賦
償
還
の
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

四

新
設
又
は
改
築
に
関
す
る
工
事
を
行
な
う
路
線
に
係
る
基
本
計
画
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
次
に
掲
げ
る

事
項

イ
ー
ニ

略

五

略

2

略
附

則

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
三
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
二
第
二
項
第
二
号
中

｢を
除
く
。)｣
の
下
に

｢及
び
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
が
建
設
し
、
又
は
災

害
復
旧
工
事
を
行
な
う
鉄
道
施
設
｣
を
加
え
る
。

(国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
四
条

略

(国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
五
条

略

(地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
六
条

略

(特
殊
法
人
登
記
令
の
一
部
改
正
)

第
七
条

略

(行
政
相
談
委
員
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
法
人
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
)

第
八
条

略

(近
畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
九
条

略

(急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
十
条

略



道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
(V
m
C
s
)の
導
入

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

一

V
ー
C
S
の
概
要

鋤

V
ー
C
S
と
は

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
建
設
省
、
警
察
庁
、
郵
政

省
が
協
力
し
て
構
築
し
て
き
た
新
し
い
シ
ス
テ
ム
が
、
道

路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

(V
I
C
S
…
<
の
町
旦
の

]口
封
｢B
襲
[5
口
g
o
o
OB
目
日
暮
碑
5
口
の
くの宿
日
)
で
あ

る
･0V

I
C
S
は
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
、
ビ
ー
コ
ン
、

F
M
多
重
放
送
の
各
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
、
所

要
時
間
等
の
時
々
刻
々
変
化
す
る
道
路
交
通
情
報
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
車
載
機

(ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
)
に

提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
そ
の
情
報

の
適
正
な
活
用
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
道
路
交
通
の
安
全

性
、
円
滑
性
の
向
上
、
及
び
ド
ラ
イ
バ
ー
の
利
便
性
、
快

は
じ
め
に

今
日
、
自
動
車
は
そ
の
利
便
性
ゆ
え
に
急
速
か
っ
広
範

に
社
会
に
浸
透
し
、
社
会
経
済
活
動
や
日
常
生
活
に
お
い

て
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
自
動
車
交
通

は
、
そ
の
重
要
性
か
ら
ま
す
ま
す
進
展
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
、
交
通
事
故
の
増
加
、
交

通
渋
滞
の
拡
大
、
沿
道
環
境
の
悪
化
と
い
っ
た
道
路
交
通

に
起
因
す
る
各
種
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
問
題
の
解
決
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
へ
の
対
応
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
、
道
路
の
新
設

･

拡
幅
、
バ
イ
パ
ス
の
整
備
、
交
通
安
全
施
設
の
拡
充
等
が

展
開
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

一
時
、
交

通
事
故
死
亡
者
数
が
減
少
す
る
な
ど
一
応
の
成
果
が
み
ら

れ
た
が
、
こ
こ
数
年
、
交
通
事
故
死
亡
者
数
は
一
万
人
を

上
回
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
道
路
交
通
環
境
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
さ
ら
な
る
対
応
策
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
う

の
が
現
状
で
あ
る
。

ま
た
、
政
府
が
高
度
情
報
通
信
社
会
の
推
進
を
決
定
す

る
な
ど
、
社
会
全
体
が
高
度
情
報
化
に
向
け
急
速
に
動
き

出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
道
路
交
通
の
分
野
に
お
い

て
も
、
情
報
に
対
す
る
道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
は
高
度

化
･
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
今
後
、
よ
り
一
層
高
度
な

情
報
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
o

こ
の
よ
う
な
道
路
交
通
を
巡
る
諸
問
題
の
解
決
や
、
利

用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
従
来
か
ら
の
道
路

と
そ
の
関
連
施
設
の
量
的
な
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
加
え
,

て
、
既
存
の
道
路
施
設
の
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
を
図
る

な
ど
ソ
フ
ト
的
な
対
応
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。



適
性
の
向
上
の
実
現
、
な
ら
び
に
渋
滞
の
削
減
を
通
じ
た

環
境
保
全
へ
の
寄
与
等
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

②

シ
ス
テ
ム
の
概
要

(情
報
の
流
れ
)

V
I
C
S
の
シ
ス
テ
ム
は
、
道
路
交
通
情
報
を
体
系
的

に
収
集
す
る
｢①
情
報
収
集
｣、
収
集
さ
れ
た
情
報
を
伝
送

効
率
が
よ
く
使
用
し
や
す
い
形
に
加
工
を
行
う

｢②
情
報

処
理
･
編
集
｣、
そ
の
情
報
を
ユ
ー
ザ
ー
に
伝
送
す
る
｢③

情
報
提
供
｣、及
び
提
供
さ
れ
た
情
報
を
目
的
に
沿
っ
て
利

用
す
る

｢④
情
報
活
用
｣
の
四
つ
の
段
階
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
。

鰤日本道路交通情報センター
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具
体
的
に
は
、
主
に
、
建
設
省
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、

日
本
道
路
公
団
等
の
道
路
管
理
者
、
及
び
各
都
道
府
県
公

安
委
員
会
の
各
機
関
が
収
集
し
た
情
報
を
、
㈱
日
本
道
路

交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
で
一
元
化
し
、
節
道
路
交
通
情
報
通

信
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
情
報
の
処
理
、
編
集
が

行
わ
れ
た
後
に
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
配
信
さ
れ
る
。

情
報
を
提
供
す
る
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
ビ
ー
コ
ン
方

式
と
F
M
多
重
放
送
方
式
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
ビ
ー
コ
ン

方
式
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
が
設
置
す
る
電
波
ビ
ー

コ
ン
と
公
安
委
員
会
が
設
置
す
る
光
ビ
ー
コ
ン
の
二
方
式

が
存
在
す
る
。
各
メ
デ
ィ
ア
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
特
性

を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
を
活
か
し
た
総
合
的

な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
適
な
情
報
提

供
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
各
メ
デ
ィ
ア
に
よ

り
、
最
終
的
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
V
I
C
S
対
応
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
情
報
が
提
供
さ
れ
る

(図
1
)。

砲

V
I
C
S
事
業
の
運
営
主
体

V
I
C
S
事
業
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
前
記

｢
シ
ス
テ
ム
の
概
要
｣
の
四
つ
の
各
段
階
を
有
機
的
か
つ

体
系
的
に
連
携
し
な
が
ら
効
率
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
に
留
意
し
た
結
果
、
先
述
し
た
各
機
関
を
運
営
主

体
と
す
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
。

特
に
、
V
I
C
S
の
運
用
に
関
し
て
中
心
的
な
役
割
を

果
た
す

｢情
報
処
理
･
編
集
｣
の
段
階
に
つ
い
て
は
、
過

去
に
前
例
の
な
い
全
く
新
し
い
業
務
で
あ
り
、
高
度
な
技

術
と
知
識
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
組
織
に
よ
る
対

表 1 V I C S により提供される情報内容

渋 滞 情 報 渋滞区間 が渋滞地点等

所要時間情報 主要地点間の所要時間情報等

交通障害情報 事故･故障車
、

路上障害物
、

工事･作業等

交通規制情報 通行止め
、

速度規制
、

車線規制等

駐車場情報 駐車場
、

S A ･ P A の満車 ･ 空車情報等

応
を
考
え
、
建
設
省
、
警
察
庁
、
郵
政
省
の
三
省
庁
が
協

　

力
し
て
、
節
道
路
交
通
情
報
通
信
セ
ン
タ
ー
を
平
成
七
年

‘

七
月
に
設
立
し
た
の
で
あ
る
。

抑

V
ー
C
S
の
サ
ー
ビ
ス
内
容

お

V
I
C
S
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
情
報
の
内
容
と
し
て
は
、
総

道
路
管
理
者
や
公
安
委
員
会
に
よ
り
収
集
さ
れ
て
い
る
渋

滞
情
報
、
所
要
時
間
情
報
、
規
制
情
報
等
の
道
路
交
通
情

報
と
駐
車
場
の
滴
空
情
報
等
の
道
路
交
通
関
連
情
報
と
が

主
た
る
も
の
と
な

っ
て
い
る

(表
l
)。

こ
れ
ら
の
提
供
さ
れ
た
情
報
は
、
文
字
表
示
型
、
簡
易

図
形
表
示
型
、
地
図
表
示
型
の
各
形
態
で
V
I
C
S
対
応

車
載
機

(ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
)
上
に
表
示
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
表
示
形
態
の
種
類
や
こ
れ
ら
情
報
を
応
用

し
た
機
能
、
あ
る
い
は
操
作
方
法
は
、
当
然
、
使
用
す
る



ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
異
な
る
。

ン
、
F
M
多
重
放
送
の
三
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
て
道
路
交
通

ド
ラ
ィ
バ
ー
は
、
こ
の
情
報
を
V
I
C
S
対
応
車
載
機

二

V
-
C
S
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
展
開
計

情
報
の
提
供
が
開
始
さ
れ
た
。

を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
料
金
を
支
払
う
必
要
な
く
得

画

の

サ
ー
ビ
ス
開
始
エ
リ
ア

の

サ
ー
ビ
ス
開
始
エ
リ
ア

情
報
提
供
が
開
始
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
は
、
首
都

る
こ
と
が
で
き
、
目
的
地
ま
で
の
ル
ー
ト
選
択
の
材
料
等

=

サ
ー
ビ
ス
開
始

情
報
提
付
か

女
さ

た

ー
ヒ
ス

リ
ア
々

者

と
し
て
自
由
に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
(図
2
)。

平
成
八
年
四
月
二
三
日
正
午
よ
り
V
I
C
S
の
運
用
が

圏

(東
京
都
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
)
の
一
般

開
始
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
節
道
路
交
通
情
報
通
信
シ

道
路
、
及
び
東
京
か
ら
一
〇
〇
虹
程
度
ま
で
の
高
速
道
路
、

ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
電
波
ビ
ー
コ
ン
、
光
ビ
ー
コ

な
ら
び
に
東
名

･
名
神
高
速
道
路
全
線
等
で
あ
る

(図

3
･
表
2
)
。

図 2 車載ディスプレイによる情報表示例
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表 2 平成 8年 4月にサービスを開始した
高速道路
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東
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東
名
東
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東
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関
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東
中

都市高速道路 首 都 (全線)

③

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
今
後
の
展
開

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
は
、
平
成
八
年
度
内
に
大
阪
府
下
の

一
般
道
路
及
び
大
阪
圏
の
高
速
道
路
に
お
い
て
運
用
開
始

の
予
定
で
あ
り
、
以
後
、
愛
知
県
、
京
都
府
、
兵
庫
県
へ

と
順
次
拡
大
し
、
将
来
的
に
は
全
国
へ
の
展
開
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。

V
I
C
S
に
関
す
る
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
建
設
省
と

し
て
は
、
平
成
八
年
度
に
ビ
ー
コ
ン
、
情
報
処
理
施
設
等

の
整
備
を
全
国
の
高
速
道
路
に
お
い
て
概
成
す
る
こ
と
と

し
て
い
る

(表
3
)
。

三

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(-
T
S
)
に

お
け
る
位
置
づ
け

政
府
は
、
平
成
七
年
二
月
に
と
り
ま
と
め
た

｢高
度
情

報
通
信
社
会
推
進
に
向
け
た
基
本
方
針
｣
の
中
で
、高
度
道

路
交
通
シ
ス
テ
ム
(I
T
S

…
甘
言
三
㈹
の三

一
経
口
g
g
[

の
拐
[の日
の)
の
積
極
的
な
推
進
を
決
定
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
平
成
七
年
八
月
に
建
設
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
五

省
庁
が

｢道
路
･
交
通
･
車
両
分
野
に
お
け
る
情
報
化
実

施
指
針
｣
を
策
定
し
、
I
T
S
の
九
つ
の
開
発
分
野
と
推

進
に
必
要
な
施
策
を
と
り
ま
と
め
て
い
る
。

V
I
C
S
は
、
こ
の
I
T
S
に
お
け
る
重
要
施
策
の
一

つ
と
し
て
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
高
度
化
の
分
野
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
V
I

C
S
の
運
用
開
始
は
、
I
T
S
に
関
す
る
施
策
の
う
ち
、

初
め
て
本
格
的
な
実
用
化
を
迎
え
た
も
の
と
し
て
非
常
に

意
義
深
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

建
設
省
に
お
け
る
I
T
S
の
主
な
施
策
と
し
て
は
、
本

格
運
用
を
迎
え
た
V
I
C
S
の
ほ
か
、
有
料
道
路
の
料
金

所
で
止
ま
る
こ
と
な
く
自
動
的
な
料
金
の
支
払
い
を
可
能

と
す
る
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム

(E
T

C
"
□
掃
6町
O
E
O
弓
0
□

o
o-言
a
5
巳
や
、
路
車
間
通
信

シ
ス
テ
ム
等
を
活
用
し
て
人
の
運
転
操
作
に
頼
ら
な
い
自

動
運
転
を
実
現
す
る
自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ
ム

(A
H
S

"
>
呉
oB
巴
乱

雲
溶
け
鶏
増

の
添
付
日
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
た
研
究
開
発
、
実
用
化
、

あ
る
い
は
整
備
の
推
進
な
ど
、
V
I
C
S
を
は
じ
め
と
す

る
各
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み
が
図
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。



広
範
な
意
見
を
聞
き
な
が
ら
策
定
す
る
新
た
な
道
路
計
画

キ
ッ
ク
オ
フ
･
レ
ポ
ー
ト
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動

中
神

陽

一

一
は
じ
め
に

平
成
五
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
n
次
道
路
整
備
五

箇
年
計
画
は
、
本
年
度
で
四
年
目
を
迎
え
て
お
り
、
平
成

一
○
年
度
か
ら
は
新
た
な
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
る
。

五
箇
年
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
審
議
会
の

基
本
政
策
部
会
に
お
い
て
、
｢今
後
の
道
路
整
備
の
あ
り

方
｣
に
つ
い
て
建
議
を
頂
き
、
こ
れ
に
沿
っ
て
道
路
整
備

の
長
期
構
想
と
五
箇
年
計
画
を
策
定
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

現
計
画
期
間
中
に
お
い
て
、
す
で
に
阪
神
･
淡
路
大
震

災
、
国
道
二
二
九
号
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
、
国
道
四

三
号
訴
訟
判
決
、
地
方
分
権
、
規
制
緩
和
等
へ
の
動
き
、

意
思
決
定
過
程
等
の
客
観
性
確
保
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と

い
っ
た
大
き
な
動
き
が
顕
れ
て
い
る
。

道
路
づ
く
り
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
不
足
し
て
い
る
も
の

を
充
足
す
る
、
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
政
策
目
標
か
ら
、
多

様
化
し
て
お
り
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
、
ウ
オ
ン
ツ
に
対
応
し

た
多
様
な
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
進
め
方
、
意
思
決
定
の
方
法
な
ど
に
い
た
る
幅
広
い

エ
リ
ア
で
再
創
造
、
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
は
じ
め
て
二
一
世
紀
に
届
く
新

た
な
計
画
は
、
一
一
を
教
え
る
従
来
の
五
箇
年
計
画
の
延

長
で
は
な
く
、
言
う
な
れ
ば

｢第
一
次
新
道
路
計
画
｣
と

す
る
必
要
が
あ
る
。

新
た
な
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
平
成
七
年
七
月
に
基

本
政
策
部
会
を
再
開
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
背
景
を
踏
ま
え
、
二
一
世
紀
に
向
け
て
経
済
、
社
会
、

生
活
の
進
む
方
向
な
ど
に
つ
い
て
国
民
の
選
択
を
幅
広
く

聞
き
な
が
ら
、
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

計
画
策
定
の
段
階
か
ら
策
定
後
の
実
施
段
階
に
い
た
る
ま

で
、
継
続
的
か
つ
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

新
計
画
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

従
来
、
個
別
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
都
市
計

画
決
定
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
手
続
き
に
お
い
て
、

住
民
説
明
、
意
見
書
の
受
付
、
審
議
会
等
の
開
催
な
ど
を

適
宜
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
手
続

き
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
国
全
体
、
生
活
圏
全
体
の
交
通

計
画
、
道
路
計
画
の
長
期
的
な
計
画
の
策
定
に
際
し
、
幅

広
い
意
見
を
言
う
場
、
聞
く
場
を
設
け
る
べ
き
と
の
認
識

の
も
と
、
平
成
一
○
年
度
か
ら
の
新
計
画
策
定
に
向
け
て
、

検
討
ス
テ
ッ
プ
を
大
き
く
三
つ
の
フ
ェ
イ
ズ
に
分
け
て
検



討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た

(図
ー
)
。

米
国
に
お
い
て
は
、
長
期
構
想
を
含
む
様
々
な
計
画
に

対
し
、
計
画
策
定
に
際
し
て
、
広
く
意
見
、
意
思
を
調
査

す
る
時
間
を
確
保
し
、
か
つ
策
定
の
過
程
を
知
る
機
会
を

設
け
る
と
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

･
イ
ン
ポ

ル
ブ
メ
ン
ト
方
式
、

(P
I
方
式
)を
、
一
九
九
一
年
に
制
定
さ
れ
た
総
合
陸
上

輸
送
効
率
化
法

(I
S
T
E
A
)
の
中
で
採
用
し
て
お
り
、

今
回
の
新
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
、
P
I
方
式
の

考
え
方
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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図 1 新計画策定までの概略スケジュール
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フ
ェ
イ
ズ
I
は
、
審
議
･
検
討
を
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ

た
っ
て
、
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
国
民
各
層
の
幅
広
い
意

見
を
聴
く
た
め
の
準
備
段
階
と
位
置
付
け
、
平
成
七
年
一

〇
月
に
道
路
審
議
会
基
本
政
策
部
会
に

｢21
世
紀
の
み
ち

を
考
え
る
委
員
会
(森
地
委
員
長
(東
大
工
学
部
教
授
))｣

を
設
け
、
基
本
的
な
テ
ー
マ
、
二
一
世
紀
の
方
向
性
、
議

論
す
べ
き
重
要
な
テ
ー
マ
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
た
め
の
レ
ポ
ー
ト
を
と
り
ま
と
め

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

フ
ェ
イ
ズ
□
は
、
レ
ポ
ー
ト
を
活
用
し
、
建
議
策
定
に

向
け
て
の
検
討
･
審
議
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
意
見
等
を

幅
広
く
聞
く
と
と
も
に
、
有
識
者
や
自
治
体
長
な
ど
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
し
、
計
画
全
体
を
貫
く
理
念

(
コ
ン

セ
プ
ト
)、整
備
目
標
及
び
こ
れ
に
対
応
し
た
具
体
的
な
施

策
を
立
案
し
、
道
路
審
議
会
に
建
議
と
し
て
と
り
ま
と
め

て
頂
く
段
階
と
考
え
て
い
る
。

フ
ェ
イ
ズ
m
は
、
建
議
を
ベ
ー
ス
に
新
た
な
道
路
整
備

計
画
を
つ
く
り
、
広
く
理
解
を
求
め
る
段
階
と
考
え
て
い

ろ
･0今

回
フ
ェ
イ
ズ
I
の
成
果
と
し
て
策
定
し
た
レ
ポ
ー
ト

(図
2
)
は
、
｢21
世
紀
の
み
ち
を
考
え
る
委
員
会
｣
の
議

論
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
名
称
を
キ
ッ

ク
オ
フ
･
レ
ポ
ー
ト
と
し
た
。

キ
ッ
ク
オ
フ
･
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
五
月
二
〇
日

に
発
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
従
っ
て
、
現
在
フ
ェ
イ
ズ



□
の
段
階
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三

キ
ッ
ク
オ
フ
･
レ
ポ
ー
ト
の
概
要

キ
ッ
ク
オ
フ
･
レ
ポ
ー
ト
は
、
新
た
な
道
路
計
画
策
定

に
向
け
て
の
検
討
を
こ
れ
か
ら
始
め
る
と
い
う
主
旨
で
サ

ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
の
ゲ
ー
ム
開
始
を
イ
メ
ー
ジ
し

｢キ
ッ
ク
オ
フ
｣と
名
付
け
た
も
の
で
、極
力
一
般
の
方
々

に
も
分
か
り
易
い
内
容
と
す
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

意
見
、
提
案
に
つ
い
て
も
極
力
提
案
し
や
す
い
よ
う
に
、

｢道
路
に
つ
い
て
の
意
見
を
｣
と
い
う
か
た
ち
で
な
く
、
一

般
的
に
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
、
重
要
な
テ
ー
マ
を
絞
り
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
ス
タ
イ
ル
と
し
た
。
こ

の
レ
ポ
ー
ト
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
･

①

単
に
フ
リ
ー
ア
ン
サ
ー
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
重

要
と
思
わ
れ
る
一
二
の
テ
ー
マ

(図
3
)
を
選
定
し
、

こ
れ
ら
を
中
心
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。図 3 キックオフ レポートの概要

②

各
テ
ー
マ
ご
と
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
意
見
を
述
べ

る
と
い
う
か
た
ち
で
ま
と
め
て
あ
り
、
意
見
提
案
を
し

や
す
い
よ
う
に
し
た
。

③

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
ブ
な
ど
の
新
し

い
ツ
ー
ル
も
活
用
す
る
。

④

英
語
版
、
C
D
ー
R
O
M
版
な
ど
多
様
な
ツ
ー
ル
で

幅
広
い
層
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。

①
に
示
し
た
よ
う
に
、｢21
世
紀
の
み
ち
を
考
え
る
委
員

会
｣
に
お
け
る
議
論
に
よ
っ
て
、
く
ら
し
と
道
の
か
か
わ

り
、
渋
滞
の
解
消
、
市
街
地
と
道
づ
く
り
な
ど
三
一の
テ

ー
マ

(図
3
)
を
選
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
意
見
を
求
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
他
の
テ
ー
マ
や
不
満
な
点
、

直
し
た
い
点
な
ど
の
フ
リ
ー
な
答
も
出
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

各
テ
ー
マ
に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ
、
図
表
な
ど
を
活
用

し
、
現
状
と
課
題
を
理
解
し
て
も
ら
い
な
が
ら
意
見
を
ま

と
め
て
も
ら
い
易
く
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
い
ろ
い

ろ
な
立
場
、
職
業
、
階
層
の
方
が
持
っ
て
い
る
意
見
を
極

力
網
羅
で
き
る
よ
う
、
や
や
極
端
な
意
見
も
含
め
、
A
さ

ん
、
B
さ
ん
と
い
っ
た
様
々
な
人
の
発
言
ス
タ
イ
ル
で
幅

広
い
意
見
を
例
示
し
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
自
分
の
意
見
の

出
し
て
頂
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と

っ
て
い
る
。

o

各
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
例
示
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
意

｣に

見

(A
さ
ん
、
B
さ
ん
!
ー
･)
は
、
委
員
会
に
お
け
る
意

熱

見
の
集
約
で
は
な
く
、
意
見
を
出
し
て
も
ら
う
際
に
誘
導
、

う　

予
断
を
与
え
な
い
よ
う
工
夫
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
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ライフスタイルが変わっていく - - これからの道は ?

テーマ 2 渋滞の解消
渋滞のない街を実現するために - - クルマの使い方は ?

テーマ 3 市街地と道づくり
街を安全で住みやすくするために - - 身の回りの道は ?

テーマ 4 住民環境と利便性
幹線道路沿いでのくらしやすい住環境を実現するには?

テーマ 5 交通安全の確保
人やクルマの安全を確保するためには?
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そ
の
結
果
、
た
と
え
ば
、
テ
ー
マ
齢

｢高
速
道
路
の
料

金
と
道
路
整
備
｣
に
お
い
て
は
、
｢
こ
れ
以
上
料
金
の
負
担

を
利
用
者
に
か
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
う
高
速
道
路
整
備

は
や
め
て
い
い
の
で
は
｣
と
い
っ
た
意
見
も
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
o

四

意
見
の
と
り
ま
と
め
に
あ
を
つ
て

意
見
を
募
集
す
る
期
間
は
、
七
月
末
日
と
し
て
お
り
、

そ
れ
ま
で
の
間
、
各
地
域
に
お
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

懇
談
会
等
の
開
催
、
経
済
団
体
、
青
年
会
議
所
、
福
祉
団

体
な
ど
の
諸
団
体
、
組
織
に
対
す
る
説
明
･
紹
介
、
学
校

等
教
育
機
関
へ
の
配
布
、
有
識
者
、
市
町
村
長
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

提
出
さ
れ
た
意
見
の
分
類
、
整
理
に
つ
い
て
は
、
初
の

試
み
で
も
あ
り
、
ま
だ
試
行
錯
誤
の
感
は
否
め
な
い
が
、

提
出
意
見
の
公
開
、
と
り
ま
と
め
結
果
の
幅
広
い
広
報
手

法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

米
国
で
は
、
匿
名
で
は
あ
る
が
、
提
出
さ
れ
た
意
見
全

て
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
一
般
に
公
開
し
た
り
す
る
な
ど
、

情
報
の
公
開
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

｢21
世
紀
の
み
ち
を
考
え
る
委
員
会
｣
に
お
い
て
は
、
今

後
、
一
〇
月
頃
に
意
見
の
集
約
、
分
類
、
分
析
を
行
い
、

道
路
審
議
会
に
報
告
頂
く
と
と
も
に
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に

新
た
な
道
路
計
画
策
定
の
基
本
と
な
る
建
議
を
道
路
審
議

会
に
お
い
て
と
り
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る

(図
4
)
。

意
見
等
へ
の
対
応
は
、
委
員
会
事
務
局

(図
3
)
で
行

う
が
、
キ
ッ
ク
オ
フ
･
レ
ポ
ー
ト
は
各
地
建
道
路
部
、
各

都
道
府
県
道
路
建
設
担
当
課
で
も
入
手
可
能
と
な
っ
て
い

る
･0五

お
わ
り
に

二
〇
日
の
発
表
後
、
四
日
間

(当
原
稿
執
筆
時
点
)
に

お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
ア
ク
セ
ス
数
が
二
五

〇
を
数
え
た
り
、
一
般
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぐ
な

ど
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
に

担
当
係
を
中
心
と
し
て
戸
惑
い
つ
つ
も
、
手
応
え
を
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

意
見
を
ど
の
よ
う
に
新
計
画
に
反
映
し
て
い
く
の
か
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
分

か
り
や
す
い
、
見
え
や
す
い
、
触
れ
や
す
い
道
路
行
政
を

目
指
す
上
で
今
回
の
試
み
は
極
め
て
貴
重
な
も
の
と
考
え

て
い
る
。

(道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室
課
長
補
佐
)

　　

　

　　

　

　

き
どぶゞ選ぶさき議
さミ~ミささが

　　　
　　
　　　
　図 4 キックオフ ･レポートを活用した新たな道路計画策定

こ
ぎ
な
さ
Aぷい



は
じ
め
に

広島県土木建築部道路維持課

広
島
県
の
面
積
は
、
約
八
、
四
七
四
蛭

(全
国
一

○
位
、
う
ち
山
林
面
積
約
七
三
･
五
%
)、
人
ロ
は
約

二
八
八
万
一
千
人

(全
国
三
一位
)
人
ロ
密
度
は
約

三
四
〇
人
/
輌
(全
国
一
七
位
)、
年
平
均
気
温
は
一

六
･
三
度

(全
国
一
三
位
)
と
比
較
的
温
暖
で
山
林

の
多
い
県
で
す
。

現
在
、
｢日
本
で
一
番
住
み
や
す
い
生
活
県
ひ
ろ
し

ま
｣を
め
ざ
し
て
、第
四
次
長
期
総
合
計
画

『ひ
ろ
し

ま
･
新
た
な
る
躍
進
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
が
平
成
七

年
に
策
定
さ
れ
、
①
心
豊
か
で
活
力
あ
る
県
民
生
活

づ
く
り

②
快
適
で
特
色
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り

③
新
た
な
交
流
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り

④
生
き
生

き
と
未
来
を
拓
く
人
づ
く
り

⑤
多
彩
で
創
造
性
に

満
ち
た
産
業
づ
く
り
、
の
五
本
柱
に
沿
っ
て
事
業
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
施
策
の
基
本
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
施
設
の

う
ち
最
も
重
要
な
道
路
の
維
持
管
理
等
を
担
っ
て
い

る
の
が
私
達
道
路
維
持
課
で
す
。

私
達
は

｢①
災
害
に
強
い
道
路
の
整
備

②
快
適

な
道
路
環
境
の
創
造

③
的
確
･
迅
速
な
維
持
管
理

の
充
実

④
交
通
安
全
施
設
等
の
整
備
｣
の
四
施
策

を
柱
に
、
維
持
管
理
の
積
極
的
な
推
進
に
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
業
務
の
一
端
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡本で一番住みやすい生活県ひろし刻
　
　

I
J

･え 道路の維持管理

　
　

　　

1
〕

“"仏

る
n
ノ

　
　
　
　

県道高田沖見江田島線 (能美町)

二

広
島
県
の
道
路
の
現
況

平
成
七
年
四
月
一
日
現
在
、
県
が
管
理
し
て
い
る

道
路
の
延
長
は
、
国
道
一
八
路
線
一
、
0
三
八
如
、

主
要
地
方
道
七
三
路
線
一
、
一三
ハ
五
蝿
、
一
般
県
道

二
四
七
路
線
一
、
八
一
六
如
、
合
計
三
三
八
路
線
四
、

八
三
二
蝋
で
、
こ
れ
を
一
三
の
土
木

(建
築
)
事
務

所
が
管
理
し
て
い
ま
す

(表
1
)。

三

巡
回
整
備
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
つ
い
て

広
島
県
は
山
林
が
多
く
、
県
管
理
道
路
の
多
く
も

山
間
部
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
落
石

等
を
原
因
と
し
た
道
路
上
の
事
故
が
比
較
的
多
く
発

生
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
は
通
行
車
両
の

増
大
、
大
型
化
に
よ
っ
て
路
面
や
道
路
施
設
の
痛
み

が
早
く
、
こ
れ
等
を
原
因
と
し
た
事
故
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
道
路
管
理
瑕
疵
に
よ
る
損

害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す

(表
2
)。

こ
う
し
た
道
路
上
の
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
路
面
や
道
路
施
設
の
不
全
箇
所
の
早
期
発
見
･

早
期
措
置
と
い
っ
た
、
言
わ
ば
予
防
的
な
管
理
体
制

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
平
成
四
年
度
に

そ
れ
ま
で
の
道
路
整
備
員
に
よ
る
整
備
作
業
制
度
か

ら
道
路
巡
視
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
を
中
心
と

し
た
巡
回
整
備
パ
ト
ロ
ー
ル
制
度
に
移
行
し
ま
し
た
。



道
路
巡
視
員
の
班
体
制
は
、
管
内
の
道
路
管
理
延

長
が
一
○
○
額
未
満
の
二
事
務
所
を
除
く
、
一
一
事

務
所
に
主
に
管
理
延
長
を
基
準
に
各
一
-
二
班

(
一

班
三
名
)
計
一
六
班
、
四
八
名
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

各
事
務
所
で
は
、
五
-
-
五
コ
ー
ス
を
設
定
し
定
期

的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
お
り
、

一
班
当
た
り
の
平
均

管
理
延
長
は
約
二
六
〇
蝿
、
月
平
均
巡
回
頻
度
は
、

約
二
･
五
回
で
す
。

実
施
に
必
要
な
事
項
は
、
｢巡
回
整
備
パ
ト
ロ
i
ル

実
施
要
領
｣
や
、
｢巡
回
整
備
パ
ト
ロ
ー
ル
点
検
マ
ニ

ュ
ア
ル
｣
等
で
定
め
て
い
ま
す
。

主
た
る
業
務
は
、
①
路
面
、
路
側
部
、
交
通
安
全

施
設
を
は
じ
め
と
す
る
構
造
物
及
び
附
属
物
の
損
傷

並
び
に
損
傷
誘
因
と
な
る
事
象
の
発
見
･
報
告
業
務

②
道
路
の
欠
陥
が
、
交
通
及
び
沿
道
住
民
に
危
険
を

及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
場
合
の
応
急
措
置
等
の
業
務
③

空
缶
な
ど
路
上
、
又
は
路
側
の
投
棄
物
･
落
下
物
の

除
去
な
ど
道
路
の
美
化
に
係
わ
る
業
務
、
で
あ
り
、

具
体
的
な
点
検
内
容
等
は
表
3
の
と
お
り
で
す
。

道
路
施
設
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

現
場
で
の
直
接
的
な
維
持
管
理
体
制
の
強
化
の
み

な
ら
ず
、
道
路
に
関
す
る
情
報
を
一
元
的
に
管
理
し

総
合
的
、
科
学
的
で
迅
速
な
道
路
管
理
行
政
を
推
進

す
る
た
め
、
平
成
四
年
度
か
ら

｢広
島
県
道
路
施
設

情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
｣
の
開
発
を
行

っ
て
き
て
お
り
、

表 1 道路現況について
平成 7年 4月 1日現在 (単位 :km、 % )

路線数 実延長
済

長
良改

延
改良率 舗装道 舗装率

橋 梁 トンネル 等
長延

、

置
歩

設個数 延長 個数 延長

総 数 53
,
945 26

,
774 13

,
754 51

.
4 22

,
833 85

.
3 20

,
094 283 304 凱 3

,
177

高 速 自 動 車 国 道 3 302 302 100
.
0 302 100

･
0 225 第 48 45

道

間

理

理

外

理

理

理

国

区

臣

公

管
管
轄

増琶
馨

般
定
設
楯
定
島
島
醸

旨

建

日

旨

広

広

本

一 20 1
,
430 1

,
330 93

.
O 1

,
415 98

.
9 1

,
412 45 107 " 1

,
074

間

理

理
管
踏

区

臣

公

大

路

屯ズ

道

鬱就

本

旨

建

日

11 338 338 100
･
0 338 100

.
0 490 18 35 12 380

11 312 312 100
.
0 312 100

.
0 444 13 30 RU 380

2 26 26 100
.
0 26 100

･
0 46 にJ に〉 “性

外

理

理

理

H

管
管
轄

‐
長
郊

ヌ

県

市

絡

定
島
島

醸

広

広

本

指 18 1
,
092 992 90

.
8 1

'
077 98

,
6 922 “ 72 M 694

広 島 県 知 事 管 理 18 1
,
038 937 90

.
3 1

,
023 98

.
6 877 “ " 14 661

広 島 市 長 管 理 6 40 40 100
･
0 40 100

.
0 28 nU リム 11 28

本四連絡公団管理 1 15 15 100
.
0 15 100

.
0 17 イ優 5

道

道

理

理

理

道

理

理

方

管
管
楮

管

管

公

県

県

市

地
県
市
繊

要
島
島
願
般

島
島

広

広

広

広

広

県

主

一

342 3
,
537 2

,
312 65

.
4 3

,
482 98

.
4 2

,
645 43 印 n 978

道

理

理

理管

方

管

管

社公

地
県
市
繊

要
島
島
願

広

広

広

主 76 1
,
575 1

,
266 縦 廓 翹 無 22 約 RU 624

広 島 県 管 理 73 1
,
365 1

,
104 纖 跳 猟 997 16 34 hb 529

広 島 市 管 理 15 202 154 褓 201 郷 200 刀性 れ畦 nU 94

広島県道路公社管理 2 8 8 ◎ RU ◎ 焔 14 11 14

道

理

理

管

管

県

県

市

般

鳥

島

広

広

一 266 1
,
962 1

,
046 鰈 跳 翔 贓 れ れ QJ 緘

247 1
,
816 947 靴 賄 靴 跳 “ 20 QU 310

28 146 99 靴 143 即 134 月性 1驫 nV 施
市 町 村 道 53

,
580 21

,
504 9

,
810 儀総 幼 戦 160 89 QU 硼一級 (広島市を除く) 1

,
275 2

,
561 1

,
779 鰈 忽 翔 鰓 % 26 連れ峰 285

二級 (広島市を除く) 1
,
886 2

,
379 1

,
116 ㈱ 塑 纜 戚 れ n 1ユ れ

その他(広島市を除く) 37
,
729 13

,
288 4

,
780 瀬動 伽 捌 鋭 “ QJ 325

一 級 広 島 市 道 522 368 256 碗 既 郷 342 QJ リム nU 田
二 級 広 島 市 道 398 236 131 臨 216 鮖 193 QU 綿
そ の 他 広 島 市 道 11

,
770 2

,
672 1

,
747 鰍 鸚 靴 鰡 18 “4 乍･上 290



報
管
理

⑤
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
情
報
管
理

災 報 全 い

点 管 施 こ ま
検 理 設 の す
情 管 シ o

報 ⑤ 理 ス

管 道 テ
理 路 ③ ム
、 交 道 は
の 通 路 、

六 セ 台 ①
　 　 　 　

平
成
九
年
度
か
ら
の
部
分
運
用
開
始
を
目
標
と
し
て

表 2 道路管理瑕疵態様別件数一覧表

ぷ
落
石

道
路
構
造
･
施
設
不
全

路
肩
崩
壊

不
法
占
用

リ
ッ
プ

工
事
現
場
不
全

占
用
工
事
現
場
不
全

路
面
洗
堀

段
差

穴
ぼ

山
崩
れ

そ
の
他

計

賠 償 額

(円)

61 7 3 2 2 14 2 ,169,705

62 5 6 1 1 1 2 16 763,987

63 8 8 3 1 1 21 18 ,399,780

平成元年 10 6 l 2 19 8 ,240,582

2 M 4 2 17 4 6 47 8 ,461,909

3 7 3 T4 5 3 1 20 8 ,978,087

4 5 3 6 14 5 ,475,032

5 8 5 1 2 18 3 4 41 4 ,621,072

6 6 9 1 1 2 3 5 27 8 ,837,973

7 4 7 7 11 29 12 ,762,891

台 ①
帳 構
管 造
理 物

管

　　
路 2

構
成
さ
れ
、
本
庁
に
設
置
さ
れ
た
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
と
一
三
の
土
木

(建
築
)
事
務
所
に
設
置
さ
れ

た
パ
ソ
コ
ン
を
N
T
T
回
線
で
接
続
す
る
計
画
で
す
。

れ の 呂 旭
た サ ス 理 物

努 ホ ブ 情 管
所 ス シ 報 ④ 理
に ト ス 管 道
設 コ テ 理 路 ②
直 ン ム 規 交
さ ピ か ⑥ 制 通
れ ュ ら 防 情 安

表 3 巡回整備パトロール路線別点検表

実 施 日I 年 月 日 曜日 l路 線 名 l IN o l
路 線 の巡 回時間 I 時 分から 時 分まで l 所 用 時 間 I 時間 分 I巡回距離l k洩

順序 項目-内容 場 所 (及びその他の場合の内容) 写真 時 刻 状況及び措置した内容 備 考
･11- :

2 ;

1 4 :

1 5 :

=項目、点検内容の番号表、状況及び措置げと内容の記入方法一覧表ー-

項目 点 検 内 容 状況及び措置した内容

4

交
通

安
全

施
凱

①防護柵の破損 種類 延長○○m

②道路標識、視線誘導操道路反射鏡の破損 種 類
③道路標識視線誘導標道路反射鏡の視認性 種 類 (原因)

④道路照明の破損と状況 ○基 内容
⑤区画線の状況 延長 0 0 m

⑥その他 ( ) 内容と状況

5
そ
の
他
の
道
路
施赫

①トンネル硼素施設の磯貝及び状況 内容と状況

②橋梁の高風纜及び接続部の破損状況の確認 内容と状況

@ )植樹帯、分離帯等樹木の破風楯損流兄高木○本 低木○本
④パーキング、休憩施設の汚れ 具体的な内容と状況

⑥その他 ( ) 内容と状況

6

そ

の

他

①道路情報板の確認と状況 作動性の確認
②キロポストの確認

⑧塩カル等の設置状況 塩カル○袋

④その他 ( ) 内容と状況

項目 点 検 内 容 状況及び措置した内容

1

路

面

①破損 (ポットホール、亀裂) 面積○評 補修材○袋

②落石姉5土･堆積物 (土砂等) 大きさ〇×個数〇個体数○m'

③路面･路側の沈下、 崩壊 延長 o m 沈下量 o cm

④投棄物 (空缶、ビニール等) 個数 0 個

⑤動物の死骸等 個数 ○匹

⑥その他 ( ) 内容と状況

2

法

面

①崩壊 ･崩土 具体的な内容

②防護施設の破損等 種類 延長 o m

③倒 木 本数
④陰切り、 枝切り 延長 本数
⑤その他 ( ) 内容と状況

3

排
水
施
凱

①破損 延長 0 m

②側溝蓋の状況 延長 o m o枚
@)側溝、第k桝、排水溝の堆積物 延長 o m 体積 o m 9

④その他 ( ) 内容と状況



こ
の
シ
ス
テ
ム
の
完
成
後
は
、
行
政
事
務
･
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
高
度
化
が
図
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

四

道
路
修
景
美
化
事
業
に
つ
い
て

広
島
県
で
は
、
的
確
･
迅
速
な
維
持
管
理
だ
け
で

な
く
道
路
の
快
適
性
の
向
上
と
個
性
あ
る
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
、
平
成
元
年
四
月
か
ら
道
路
の
修
景
や

沿
道
の
美
化
を
推
進
す
る

｢道
路
修
景
美
化
推
進
連

絡
会
議
｣
を
設
置
し
、
地
域
に
密
着
し
た
道
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の

｢道
路
修
景
美
化
事
業
｣
を
行
う
目
的
は
次

の
通
り
で
す
。

①
植
栽
な
ど
に
よ
っ
て
道
路
の
修
景
を
行
う
。

②
人
々
が
集
ま
る
道
づ
く
り
を
行
い
、
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
道
の

｢風
情
｣
や

｢人
々
の
語
ら
い
｣
を
再

生
す
る
。

③
市
町
村
が
行
う

｢町
づ
く
り
｣
と
一
体
に
な
っ
て

道
路
環
境
整
備
を
行
い
、
｢町
づ
く
り
｣
の
手
助
け

を
行
う
。

④
地
域
の
人
々
の
自
由
な
発
想
を
道
路
整
備
に
取
り

入
れ
、
親
し
み
の
持
て
る
道
づ
く
り
を
行
う
。

ま
た
、
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
次
の
点
を

満
足
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

①
市
町
村
や
地
域
の
人
々
か
ら
修
景
美
化
の
要
望
が

あ
る
。

②
除
草
･
清
掃

･
花
の
植
栽
な
ど
で
は
、
地
元
の

人
々
か
ら
労
力
の
提
供
が
受
け
ら
れ
る
。

③
原
則
と
し
て
、
斜
面
や
旧
道
の
残
地
な
ど
の
道
路

余
裕
地
で
修
景
美
化
が
で
き
る
。

現
在
ま
で
の
事
業
実
施
箇
所
は
表
4
に
示
す
通
り

で
ず
。

高
宮
町
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
に
つ
い
て

こ
う
し
た
本
県
に
お
け
る
道
路
環
境
づ
く
り
の
中

で
も
と
り
わ
け
高
宮
町
が
町
ぐ
る
み
で
行
っ
て
い
る

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

(花
街
道
)
の
取
り
組
み
は
特
筆

す
べ
き
も
の
な
の
で
、
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
宮
町
は
、
広
島
県
北
の
高
田
郡
に
位
置
し
、
北

側
は
島
根
県
と
境
を
接
し
て
お
り
、
面
積
は
一
二
四

蜻
、
人
ロ
は
四
、
六
七
〇
人
で
農
業
を
主
産
業
と
し

て
い
ま
す
。

高
宮
町
は
、
平
成
二
年

｢全
町
公
園
化
構
想
｣
を

策
定
し
、
｢
い
ま
、
地
域
は
美
し
く
な
け
れ
ば
生
き
残

れ
な
い
｣
を
テ
ー
マ
に
行
政
施
策
を
展
開
す
る
中
で
、

｢
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

(花
街
道
)
｣
の
整
備
を
計
画
し
、

そ
れ
ま
で
個
人
が
道
路
端
に
花
を
植
え
て
い
た
も
の

か
ら
、
町
内
八
振
興
会
で
、
あ
る
程
度
統
一
し
て
整

備
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
振
興
会
は
県
道
町
道
を
中
心
に
管
理

区
間
を
決
め
、
｢あ
じ
さ
い
｣
｢
バ
ー
ベ
ナ
テ
ネ
ラ
｣

｢
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
｣
｢
サ
ル
ビ
ア
｣
等
の
植
え
付
け
、

表 4 道路修景美化事業実施箇所一覧表

路 線 名 市町村名 着工 ･ 完成 事 業 概 要
(主)益田廿臼市 吉 和 村 H 1 ~ H 2 花壇整備
(主)三次美土里 高 宮 町 H 1 ~ H 2 休憩広場整備

(国) 4 3 2 竹 原 市 H 1 ~ H 2 植栽整備 (モウソウ竹
、 マメツゲ

、 ヒラドツッジ)
( - ) 三 段 峡 戸河内田j H 2 ~ H 3 駐車場広場

、
ふれあい広場

、
三段峡ゲート等整備

(一) 中 庄 重 井 因 島 市 H 2 ~ H 3 花壇
、

ポケットパーク整備
(主) 鞆 松 永 沼 隈 町 H 2 ~ H 3 ロードパーク整備
(国) 1 8 4 三良坂町 H 2 ~ H 3 カラー舗装

、
植栽

(主) 厳 島 公園 宮 島 町 H 3 ~ H 4 桟橋前修繕
、

歩道 ･ 自然色舗装
(国) 4 3 2 中 山 町 H 3 ~ H 4 駐車場広場

、
多目的広場等整備

(国) 1 8 2 東 城 町 H 3 ~ H 4 校門前広場
、

バス停親水広場等整備
(一)野呂山公園 川 尻 町 H 4 ~ H 6 シェルター、

緑地等
、

植栽
(国) 4 3 2 領 町 H 4 ~ H 5 休憩所

、
噴水

、
花壇

、
総領町シンボルマーク等整備

(国) 3 7 5 三 和 町 H 4 ~ H 5 修景平場 (待合
、

水車小屋
、

石庭
、

町木) 整備
(主) 呉 平 谷 呉 市 H 5 ~ H 6 インターロッキング舗装

、
植栽

(一) 栗 谷大 野 大 竹 市 H 5 ~ H 6 ポケットパーク整備
、

モニュメント (自然石
、

枯山水等)
、

休憩施設
(国) 3 1 7 瀬戸田町 H 5 ~ H 6 シンボル広場

、
駐車場

、
多目的広場等整備



維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
苗
は
、
町
が
農
家
か
ら
買
い
上
げ
、
農
家
や

老
人
ク
ラ
ブ
に
栽
培
委
託
し
、
各
振
興
会
に
無
償
で

提
供
し
て
い
る
と
共
に
施
肥
･
除
草
等
の
管
理
代
と

し
て

一
m
当
り
五
〇
円
を
補
助
金
と
し
て
各
振
興
会

へ
交
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
活
動
が
定
着
す
る
中
で
、
平
成
六
年

か
ら

｢美
し
い
町
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
｣
を
開
催
し

て
お
り
、
団
体
･
個
人
の
部
に
分
け
、
優
秀
な
も
の

に
賞
を
贈

っ
て
い
ま
す
。

高
宮
町
に
お
い
て
は
八
振
興
会
と
町
と
共
催
で
行

っ
て
い
る
地
域
振
興
懇
談
会
に
よ
り
、
地
域
の
抱
え

る
課
題
･
展
望
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
定
着
し
て

い
る
と
共
に
、
各
々
の
振
興
会
ご
と
に
特
色
あ
る
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

五

道
の
厭
事
業
に
つ
い
て

ー
ー
ユ
ニ
ー
ク
な
温
泉
付
き

｢道
の
駅
･
ス
バ
羅
漢
｣
の
紹
介
ー
ー

道
の
駅
は
現
在
ま
で
全
国
二
八
五
駅

(本
県
六

駅
)
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
も
佐

伯
町
の
羅
漢
ロ
ー
ド

(国
道
一
八
六
号
)
の

｢道
の

駅
･
ス
バ
羅
漢
｣
は
木
の
香
り
と
羅
漢
の
お
湯
を
た

っ
ぷ
り
浴
び
て
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る

素
敵
な
施
設
で
す
。

｢
ス
バ
｣
と
い
う
の
は
ベ
ル
ギ
ー
で
誕
生
し
た
｢温

アジサイ公園……県道甲山作木線 (高宮町)

川根振興会では、 地元の皆さんのアジサイ公

園づくりが、 川根地区全体の環境整備、 町づ

くりを考える足がかりとなりました



国道186号 ｢道の駅 ･スバ羅漢｣ (佐伯町)

泉
の
あ
る
保
養
施
設
｣
の
こ
と
で
、
温
泉
付
き
道
の

駅
は
県
内
で
初
め
て
の
も
の
で
す
。

オ
ー
プ
ン
は
平
成
八
年
四
月
、
広
島
県
が
交
通
安

全
事
業
で
簡
易
駐
車
場
、
屋
外
ト
イ
レ
等
を
、
町
は

保
養
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
造
っ
て
お
り
、
一
階
は
露
天

風
呂
、
打
た
せ
湯
を
備
え
た
ラ
ド
ン
含
有
量
の
豊
富

な
温
泉
や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
町
特
産
物
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
景
勝
小
瀬
川
を
眺
望
で
き
る
屋
外
デ

ッ
キ
も
あ
り
ま
す
。
二
階
に
は
研
修
･
交
流
室
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
の
管
理
は
、
道
路
施
設
は
県
が
行

い

(清
掃
、
樹
木
の
剪
定
、
花
壇
等
の
除
草
、
屋
外

ト
イ
レ
及
び
浄
化
槽
の
管
理
は
町
に
委
託
)、保
養
セ

ン
タ
ー
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人
佐
伯
町
観

光
開
発
公
社
が
佐
伯
町
か
ら
委
託
を
受
け
て
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

｢ド
ラ
イ
バ
ー
の
オ
ア
シ
ス
｣
と
し
て

｢道
の
駅

･

ス
バ
羅
漢
｣
を
利
用
さ
れ
た
方
が

｢あ
あ
良
か
っ
た
。

も
う
一
度
い
っ
て
み
た
い
な
｣
と
思
う
よ
う
な
施
設

管
理
を
町
、
県
と
も
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

六

所
有
権
移
転
未
登
記
道
路
に
つ
い
て

先
述
の
よ
う
に
、
広
島
県
は
山
林
が
多
く
、
県
管

理
道
路
の
多
く
が
山
間
部
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
市
部
の
道
路
の
建
設
、
改
良
等
は
以
前
か
ら
用
地

を
買
収
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
山
間
部
の
場
合

は
昭
和
三
〇
年
代
頃
ま
で
寄
付
に
よ
る
用
地
取
得
が

大
部
分
で
し
た
。

当
時
は
寄
付
を
受
け
た
土
地
の
登
記
上
の
整
理
は

行
わ
れ
な
い
の
が
通
例
で
あ
り
、
そ
れ
が
今
日
ま
で

い
わ
ゆ
る
｢
(所
有
権
移
転
)
未
登
記
道
路
｣
と
し
て

残
っ
て
お
り
、
本
県
で
は
こ
れ
が
幹
線
道
路
を
含
め

相
当
数
に
上
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
公
図
上
ま
っ
た

く
道
路
が
存
在
し
な
い
例
も
あ
り
ま
す
。
現
時
点
で

こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
な
る
と
膨
大
な
費
用
と
労
力

を
必
要
と
す
る
た
め
、
道
路
改
良
等
の
た
め
用
地
買

収
を
行
う
際
に
関
係
す
る
未
登
記
地
の
整
理
を
行
っ

た
り
、
関
係
者
か
ら
寄
付
申
出
が
あ
る
場
合
な
ど
に

整
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
中
に
は
自
己
の
所
有
権
を
主
張
し
て
買

取
り
請
求
や
明
渡
し
請
求
を
し
て
く
る
者
が
あ
り
、

そ
の
都
度
過
去
の
経
緯
を
説
明
し
て
寄
付
に
よ
る
登

記
上
の
整
理
に
協
力
を
要
請
し
て
い
る
が
、
理
解
を

得
ら
れ
な
い
例
も
多
く
あ
り
ま
す
。

買
収
請
求
訴
訟
に
対
し
て
勝
訴

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
知
事
管
理
の
あ
る
国
道

(以
前
は
県
道
、
昭
和
二
六
年
頃
建
設
)
に
つ
い
て

｢自
己
所
有
地
の
一
部
が
国
道
敷
と
さ
れ
て
い
る
の

で
、
国
は
こ
れ
を
買
収
せ
よ
｣
と
の
訴
え
が
平
成
六

年
三
月
に
広
島
地
方
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

県
は
広
島
法
務
局
訴
務
部
と
協
力
し
て
こ
れ
に
対



応
し
た
が
、
分
筆
や
所
有
権
移
転
登
記
が
な
さ
れ
て

い
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
当
時
の
用
地
取
得

を
裏
付
け
る
書
類
や
工
事
記
録
も
一
切
残
っ
て
い
な

い
た
め
、
寄
付
の
事
実
を
直
接
立
証
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
対
応
に
苦
慮
し
ま
し
た
。

結
局
、
当
時
の
事
情
を
知
る
人
達
か
ら
の
事
情
聴

取
、
米
軍
及
び
国
土
地
理
院
撮
影
の
航
空
写
真
、
当

時
の
管
内
図
、
道
路
認
定
等
の
県
報
告
示
等
の
調
査

を
行
っ
て
、
当
該
道
路
の
建
設
の
経
緯
及
び
時
期
等

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
寄
付
の
事
実
に
つ
い
て
は
、

当
時
の
隣
接
地
権
者
等
は
す
べ
て
死
亡
し
て
い
た
た

め
、
当
時
の
村
役
場
の
助
役
及
び
係
争
地
の
近
く
に

住
ん
で
い
て
地
元
の
道
路
に
詳
し
い
人
か
ら

｢①
当

時
は
、
道
路
用
地
は
寄
付
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ

た
。
②
自
分
達
も
道
路
用
地
を
寄
付
し
た
｣
旨
の
証

言
を
得
て
こ
れ
を
証
拠
と
し
て
提
出
し
、
ま
た
証
人

と
し
て
も
証
言
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
原
告
が
、
道

路
建
設
当
時
は
も
ち
ろ
ん
今
回
の
裁
判
に
至
る
ま
で

当
該
土
地
に
道
路
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
抗
議
し
た

こ
と
が
な
い
こ
と
を
認
め
た
こ
と
及
び
弁
護
人
を
付

け
な
い
本
人
訴
訟
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
裁
判

は
一
年
三
ヶ
月
で
結
審
し
ま
し
た
。

平
成
七
年
八
月
、
原
告
の

｢強
制
的
に
無
償
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
｣
と
の
主
張
は
退
け
ら
れ
、
国
側
が

主
張
し
た
寄
付
に
よ
る
取
得
が
認
め
ら
れ
、
国
勝
訴

の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。
原
告
は
こ
れ
を
不
服
と
し

て
平
成
七
年
九
月
広
島
高
等
裁
判
所
に
控
訴
し
た
が

県
道
昇
格
に
係
る
未
登
記
道
路
の
整
理
の
取
組
み

平
成
八
年
二
月
に
棄
却
さ
れ
、
更
に
平
成
八
年
三
月

最
高
裁
判
所
に
上
告
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

寄
付
の
事
実
を
立
証
す
る
直
接
的
証
拠
が
皆
無
と

い
う
悪
条
件
の
中
で
裁
判
所
か
ら
寄
付
を
認
定
さ
れ

た
こ
と
の
意
義
は
大
き
く
、
今
後
の
未
登
記
道
路
の

整
理
に
役
立
つ
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
四
月
二
五
日
に
市
町
村
道

(林
道
を
含

む
)
を
県
道
に
昇
格
さ
せ
る
県
道
認
定
を
二
六
路
線

に
つ
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
区
域
決
定
、
管

理
引
継
ぎ
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
中
に
は
か
な
り
の
未
登
記
道
路
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

広
島
県
と
し
て
は
、
引
継
ぐ
路
線
の
管
理
水
準
を

上
げ
る
た
め
、
該
当
市
町
村
と
協
力
し
て
、
平
面
図

等
の
作
成
に
加
え
て
道
路
境
界
の
確
定
、
境
界
杭
の

設
置
、
現
況
地
番
図
の
作
成
、
未
登
記
道
路
の
整
理

(寄
付
に
よ
る
所
有
権
移
転
)
を
行
っ
て
区
域
変
更

及
び
管
理
引
継
ぎ
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
業
に
は
多
く
の
費
用
、
労
力
、
時
間

カ
カ
カ
リ
ま
ず
が
、
数
カ
年
か
け
て
行
う
べ
く
現
在

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

･七
一
お
わ
り
に

以
上
、
広
島
県
に
お
け
る
道
路
管
理
の
一
端
を
紹

介
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
更
に
一
層
的
確
、

迅
速
な
維
持
管
理
、
安
全
で
快
適
な
交
通
環
境
の
確

保
に
向
け
た
取
組
み
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。



土砂災害防止月間
(6月 1日 ~ 6月3 0日)

土砂災害防止実行委員会

1 目 的
近年頻発する土石流、 地すべり、 がけ崩れ及

び火山噴火等の土砂災害による人命、 財産の被

害の現状に鑑み、 土砂災害防止に対する国民の
理解と関心を深めるとともに、 土砂災害に関す

る防災知識の普及、 警戒避難体制整備の促進等
の運動を強力に推進し、 土砂災害による人命、
財産の被害の防止に資することを目的とする。

2 主 催
建設省、都道府県

3 後 援
北海道開発庁、沖縄開発庁、国土庁、消防庁、

全国知事会、 全国市長会、 全国町村会、日本放
送協会、 ㈱日本新聞協会、 彌日本民間放送連盟

4 協 賛
問全国治水砂防協会、間地すべり対策技術協

会、全国地すべりがけ崩れ対策協議会、節砂防 ･

地すべり技術センター、 節砂防フロンティア整

備推進機構、 砂防広報センター、㈲建設広報協
議会、間土地防災研究所

5 運動のテーマ

｢みんなで防ごう土砂災害｣

6 実施内容
国、都道府県等は、月間中に関係団体の緊密

な協力を得て、 土砂災害及びその防止について
の住民の意識を高めるよう次に掲げる行事及び

活動を積極的に実施することとしている。
(1) 広報活動の推進

国、 都道府県等は、 新聞、 雑誌、 テレビ、 ラ
ジオ等の協力を得るとともに、 たれ幕、 ポスタ

ーの掲示、 パンフレット等の関係住民への配布

等により、 土砂災害防止について幅広く広報す
る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
幅講義讓璧廳讓蕪主義ぶ詳言なさミ,きき議さ＼べ
き赴き鱸轢斡襲妻導き響きこぎふき醸さkぐ;
(2) 土砂災害防止功労者の表彰

建設大臣は、 土砂災害について、 顕著な功績

があった個人または団体を表彰する。
(3) 土砂災害防止月間推進の集い (全国大会)
の実施 (兵庫県神戸市)
(4) 土砂災害防止月間推進行事の実施
都道府県等は、全国的に行う広報活動にあわ

せ、講演会、見学会等諸行事を実施するととも
に、危険区域の周知、点検、 警戒避難訓練等を
地域の実情に応じて実施する。
(5) がけ崩れ防災週間

6月 1目から 6月 7 日までの一週間をがけ崩

れ防災週間とし、 がけ崩れ災害の防止に重点を

置いて上記の運動を実施する。
(6) その他

土砂災害に関する絵画 ･ポスター ･作文の募

集を行い、 次年度の月間において表彰する。



‘ 月
･日

世

界

の

動

き

○
ロ
シ
ア
の
カ
ダ
ン
ニ
コ
ナ
第
一
副
首
相
が
国
会
演
説
で
、
今
年

一
-
三
月
の
連
邦
税
収
が
計
画
を
二
四
兆
ル
ー
ブ
ル

(約
五
、
三

〇
〇
億
円
)
下
回
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
税
収
不
足

な
ど
で
ロ
シ
ア
経
済
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。

○
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
が
米
軍
の
通
常
型
の
対
人
地
雷
の
使
用

の
即
時
中
止
と
、
一
九
九
九
年
ま
で
に
保
有
す
る
通
常
型
地
雷
を

す
べ
て
破
壊
す
る
と
発
表
し
た
。

○
米
商
務
省
発
表
の
三
月
の
貿
易
統
計
に
よ
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
を

含
め
た
貿
易
赤
字
は
八
九
億
二
、
0
0
0
万
ド
ル
で
前
月
比
二

六
･
八
%
の
増
加
、
こ
の
う
ち
、
モ
ノ
の
対
日
貿
易
は
輸
出
が
月

間
で
過
去
最
高
と
な
っ
た
も
の
の
、
輸
入
も
増
え
た
た
め
、
前
月

比
五
･
五
%
増
の
四
一
億
五
〇
〇
万
ド
ル
。

○
中
国
の
中
央
銀
行
、
中
国
人
民
銀
行
が
外
貨
準
備
高
が
三
月
末

に
八
〇
八
億
三
、
0
0
0
万
ド
ル
に
達
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
こ
れ
は
臼
本
、
台
湾
、
ド
イ
ツ
、
米
国
に
次
ぐ
規
模
で
今
年

-
-
三
月
は
入
超
な
が
ら
外
資
系
企
業
の
資
本
金
払
い
込
み
な
ど

で
七
二
億
ド
ル
増
加
し
た
。 事

項

M鰡
月
･日

国

内

の

動

き

○
日
本
自
動
車
工
業
会
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
一
九
九
五
年
度
の

自
動
車
輸
出
台
数
は
、
三
六
二
万
台
で
、
前
年
度
比
一
六
･
七
%

減
。
七
六
年
度
以
降
の
最
少
記
録
で
、
メ
ー
カ
ー
各
社
が
海
外
現

地
生
産
を
増
や
し
た
影
響
に
よ
る
。

○
国
土
庁
が
都
道
府
県
と
政
令
指
定
都
市
に
対
し
国
土
利
用
計
画

法
に
基
づ
く
土
地
取
引
規
制
の
緩
和
を
通
達
。
こ
れ
で
バ
ブ
ル
期

の
地
価
高
騰
防
止
策
が
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
。

○
参
院
本
会
議
で
住
宅
金
融
専
門
会
社

(住
專
)
処
理
の
た
め
の

六
、
八
五
一
億
円
を
盛
り
込
ん
だ
一
九
九
六
年
度
政
府
予
算
が
可

決
、
成
立
し
た
。

○
大
蔵
省
発
表
の
九
五
年
度
の
国
際
収
支

(速
報
)
に
よ
る
と
、

経
常
収
支
の
黒
字
は
前
年
度
比
二
三
･
八
%
減
の
九
兆
四
、
六
四

六
億
円
と
な
っ
た
。
三
年
連
続
の
減
少
で
、
海
外
で
の
現
地
生
産

の
増
加
や
ア
ジ
ア
地
域
で
の
企
業
と
成
長
で
輸
入
や
輸
出
を
上
回

っ
て
い
る
。

○
日
本
電
子
工
業
振
興
協
会
の
発
表
に
よ
る
と
、
九
五
年
度
の
パ

ソ
コ
ン
出
荷
台
数
は
、
六
九
一
万
九
、
0
0
0
台
で
前
年
度
比
五

五
%
増
の
過
去
最
高
。
海
外
出
荷
分
も
含
む
。)

○
気
象
庁
温
暖
化
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
昨
年
度

ま
で
の
二
〇
年
間
に
日
本
列
島
の
ほ
ぼ
全
域
で
平
均
気
温
が
上
昇
、

北
海
道
の
一
度
以
上
を
初
め
、
多
く
の
地
域
で
○
･
五
度
以
上
の

上
昇
と
な
っ
て
い
る
。

○
日
野
市
朝
郵
政
省
が
砂
原
幸
雄
T
B
S
社
長
を
郵
政
省
に
呼
び
、

オ
ウ
ム
真
理
教
に
関
す
る
報
道
に
つ
い
て
文
書
で
厳
重
注
意
、
行

政
指
導
し
た
o

事

項

“閼
月
･日

道

路

行

政

の

動

き

○
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ

れ
る
。

○
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
る
。

事

項

@

醐

o
醐

o
崗
o
蘭
o
臨
Q
醇
i



司
馬
遼
太
郎
氏
追
悼
の
書
店
セ
ー
ル
で
、
ア
メ
リ

カ
素
描

(四
二
五
頁
、
読
売
新
聞
社
刊
)
を
買
っ
た
。

表
紙
の
帯
に
司
馬
史
観
が
と
ら
え
た
ア
メ
リ
カ
旅
行

記
と
あ
っ
た
。
氏
は
こ
の
本
の
中
で
世
界
最
大
の
国

際
金
融
市
場
ウ
ォ
ー
ル
街
に
つ
い
て
、
証
券
会
社
の

駐
在
員
T
氏
と
の
会
話
を
交
え
つ
＼
概
ね
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
o

｢日
本
で
は
昔
か
ら
投
資
と
投
機
と
を
わ
け
て
考

え
て
い
る
。
元
本
の
保
全
と
一
定
の
利
廻
り
を
目
的

と
す
る
投
資
を
資
本
主
義
の
正
道
と
考
え
、
そ
の
一

方
で
損
失
の
危
険
を
冒
し
な
が
ら
大
き
な
利
益
を
ね

ら
う
投
機
を
バ
ク
チ
と
か
、
い
か
が
わ
し
い
も
の
と

し
て
扱
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
T
氏
の
説
明
に
よ
れ

ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
投
資
的
な
証
券
市
場
参
加
者

は
、

一
0
%
ぐ
ら
い
で
、
あ
と
の
九
0
%
は
先
物
売

買
を
す
る
投
機
家
だ
と
い
う
。
ス
ペ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン

(の
℃
R
E
脾
5
口
)
と
い
う

"
思
わ
く
“
と
か

"
ヤ

マ
を
張
る
"
と
の
言
葉
は
、
こ
＼
で
は
普
通
の
会
話

と
し
て
頻
度
高
く
用
い
ら
れ
、
別
に
コ
ワ
イ
と
い
う

語
感
は
な
い
。｣
と
し
て
い
る
。

先
物
売
買
と
は
長
雨
、
日
照
と
い
っ
た
自
然
現
象

ま
た
は
紛
争
な
ど
に
よ
っ
て
収
穫
量
が
影
響
す
る
穀

物
、
綿
花
、
ゴ
ム
等
の
出
来
具
合
を
予
測
し
て
、
事

前
に
売
買
契
約
を
す
る
相
場
取
引
の
こ
と
で
あ
る
。

｢先
物
売
買
の
こ
と
を
未
来
を
表
す
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

(切
巨
□
冠
)
と
い

＼
投
機
と
は
主
と
し
て
こ
の
フ
ュ

ー
チ
ャ
ー
を
や
る
こ
と
で
す
｣
と
の
T
氏
の
説
明
に
、

司
馬
氏
は
こ
れ
は
｢す
ご
い
話
で
あ
る
｣
と
感
心
す
る
。

な
ぜ
、す
ご
い
話
な
の
か
。司
馬
氏
と
同
世
代
の
私

の
憶
測
だ
が
、人
智
で
予
測
が
む
づ
か
し
い
未
来
の

出
来
事
に
巨
額
の
投
機
を
す
る
ウ
ォ
ー
ル
街
の
白
人

相
場
師
(が
多
い
)達
が
、
何
を
根
拠
に
し
て
度
胸
よ

く
金
を
投
ず
る
の
か
と
の
驚
き
を
表
し
た
か
っ
た
に

違
い
な
い
。
こ
れ
に
対
す
る
T
氏
の
説
明
は
｢ウ
オ
ー

ル
街
で
の
先
物
取
引
は
決
し
て
危
険
で
は
な
い
｣と

い
＼
更
に
｢投
機
家
達
は
危
険
で
な
い
シ
ス
テ
ム
を

作
る
の
で
す
｣と
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
即
ち
｢投

機
家
で
あ
る
会
社
(銀
行
、証
券
、保
険
)は
、
先
物
に

数
学
的
な
体
系
を
あ
た
え
る
能
力
を
持
つ
頭
脳
を
、

年
俸
何
億
円
か
で
契
約
し
ま
す
。
そ
の
専
門
家
に
決

し
て
ソ
ン
を
し
な
い
シ
ス
テ
ム
を
作

っ
て
も
ら
い
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
、
運
用
す
る
ん
で
す
｣
と
い

＼
更

に
つ
け
加
え
て

｢
そ
う
い
う
頭
脳
は
ハ
ー
バ
ー
ド
の

大
学
院
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
養
成
さ
れ
る
｣
の
だ
と

言
う
。
こ
れ
を
き
い
た
司
馬
氏
は

｢私
の
よ
う
な
素

朴
な
日
本
人
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
大
学
院
は
じ
つ
に

危
険
な
こ
と
を
教
え
て
い
る
｣
と
の
感
想
を
い
だ
く
。

T
氏
と
司
馬
氏
と
の
会
話
調
の
こ
れ
を
読
ん
で
感

じ
た
こ
と
だ
が
!
!
も
と
/
＼
投
機
は
そ
れ
に
参
加

し
た
多
数
の
者
の
損
に
よ
っ
て
一
部
の
人
が
益
を
得

る
こ
と
だ
か
ら
、
絶
対
に
損
を
し
な
い
投
機
な
ん
か

あ
り
得
な
い
。
ウ
オ
ー
ル
街
で
絶
対
に
損
を
し
な
い

シ
ス
テ
ム
が
運
用
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら

く
情
報
の
収
集
な
ど
で
立
場
の
弱
い
国
が
損
を
か
ぶ

る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
弱
肉
強

食
で
あ
り
、
世
界
経
済
の
安
定
を
目
指
す
国
際
金
融

市
場
の
現
実
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
か
と
思
っ
た
。

こ
の
点
。
司
馬
氏
の
結
論
は
も
っ
と
お
と
な
し
い
。

｢バ
ク
チ
で
あ
り
つ
＼
も
ソ
ン
を
し
な
い
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
て
は
そ
れ
に
カ
ネ
を
賭
け
、
カ
ネ
に
よ
っ

て
カ
ネ
を
生
む
。
資
本
主
義
と
い
う
の
は
、
モ
ノ
を

作

っ
て
そ
れ
を
カ
ネ
に
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
の

に
、
カ
ネ
と
い
う
数
理
化
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
儲
け

て
ゆ
く
。
ア
メ
リ
カ
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
不
安
を

も
っ
た
｣
と
し
め
く
･
っ
て
い
る
。

易
経
で
は
損
と
は
下
が
損
し
て
上
が
益
す
る
こ
と

(損
.損

し下
益
し上
)。益
と
は
上
が
損
し
て
下
が
益
す

る
こ
と
尖
風
損
し上
益
し下
)だ
と
言
っ
て
い
る
。
力

の
強
い
も
の
が
弱
い
も
の
に
施
を
す
る
の
が
益
だ
と

本誌は、執筆者が個人の責任において自由に
書く建前をとっております。したがって意見
にわたる部分は個人の見解です。また肩書は
原稿執筆及び座談会実施時のものです。

い
う
の
で
あ
る
。
経
国
済
民
と
い
う
熟
語
の
主
旨
は

易
の
一一帯
…耐
"謙
撮
か
ら
出
て
い
る
よ
う
で
あ
る
o

r
未
済
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